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第一章　異世界人専用不動産店







１




「部屋を借りたい？　まー、確かにウチは不動産屋だけど……お客さん、亜人だよね？　異世界から来た。うーん、難しいなぁ。そういうの、扱あつかってないしねえ」

「ダメダメ！　亜人はトラブル多いんだよ。だいたいあなた、いつのまにか逃にげちゃっててもわからないでしょ、家賃払わずに。困るんだよ」

「正直難しいと思います。お客さまの場合、パスポートにもお写真が……。ええ、身元の確かく認にん・保証という意味でも、はい、申しわけございません」

「……はぁ～」

　立て続けに不動産屋に断られ、女はため息をついた。

　スマートフォンを取り出し、

「もう、あとはここしか。夷えびすや……」




　東京……。

　池いけ袋ぶくろ西口から北のほうへわりとスタスタ歩いて二十分近く。

　そこはもう池袋駅前のビル群とか喧けん騒そうからはひとごこち付いた……というかハッキリ言って不便な立地。

　住宅街を行くうち、不意にいくつか商店が固まった路地に出る。そんな場所に「夷えびすや不動産」はあった。

　建たて坪つぼ十坪弱。二メートルほどの間口は決して広くない。いや、狭せまい。

　木造モルタルづくりの二階建ては、会社というより限りなくふつうの家チック。掲かかげられた大きな看板「夷や」で、なんとか店とわかる程度だ。

　もちろんネオンなどの電でん飾しよくはなく、看板を照らす照明もない。真新しくもなく、老舗しにせの歴史や伝統を感じさせるものでもなくて、中ちゆう途と半はん端ぱに薄うす汚よごれていた。

　入り口は、やはり間口いっぱいの三枚の引き戸。

　半分から上はガラスだが、ベタベタと物件のチラシが隙すき間まなく貼られている。

「……」

　そんな戸口に立って、取っ手に手を掛かける人ひと影かげ。

　人影……、はっきり見えてもなお、そう言いたくなるほど、その人物は真っ黒だった。

　黒いロングコートの裾すそは足首ほどまでもあり、頭にはすっぽりとフードをかぶっている。後ろから見ると、ただの黒い塊かたまり。すぐに店に入るでもなく、たたずんでいた。いや、ためらっていた。

　耳をすませば、店内からかすかに聞こえる物音がある。

　それをたよりに、意を決して戸を開ける。ガラガラと騒そう々ぞうしい音に、ビクッ、いっしゅん手が止まる。しかし開閉自体は意外とスムースで、もう戸は半分以上開いてしまっていた。

　少なくとも、中の店員と目が合うくらいには。

　入り口のほうへ振ふり向むいたのは、カウンターの向こう、事務机に掛けている女子店員。

「はい。いらっしゃいませ♪」

　鈴すずを転がすような、とはこういう声を言うのだろう。

　明るい色の髪かみをアップにしてまとめているが、こぼれた髪の先は背中にまで散っていて、そうとう長い髪だとわかる。

　ロングヘアに似合う面おも長ながな顔立ち。前まえ髪がみの向こうから、切れ長の目が覗のぞく。口元がきれいな笑えみを描えがいていた。その唇くちびるから、

「あっ、お座すわりください。今日はどういったご用件でしょう」

　そう言って立ち上がると、店員は床ゆかに着くほどのロングスカートを引きずるように奥おくへ。ややおいて、紙コップのお茶をトレーに乗せてふたたび現れた。

「どうぞ」

　微ほほ笑えんで、お茶をカウンターへ。差し出す。

　うららかな午後の陽ひが射さしこむ店内。壁かべなど新しくはないが意外と清潔に整えられているようだ。

　ここでようやく客の女、

「ぁ、あの……」

「違ちがうなぁ。ラウネア、茶を出すまえに、まずアンケートシートを出して記入してもらうんだ。間も持つしな。そうだろ」

　用件を言おうとしたところへ、とつぜん、別の声。

　それも、カウンターの下から。と思うと、のっそりと現れた。

　カウンターの向こう、パイプ椅子を並べて寝ねそべっていたのが、ゆっくり起き上がったのだ。

「ひゃぁああっ！」

　驚おどろく女。無理もない。悲鳴が上がる。

「おっと。悪かったな。て、その声は、女だな。まぁ、声を聞くまでもない、か」

　ぼさぼさの頭をボリボリ掻かきながら、ついでにあくびまで。どう見ても三十歳さいは過ぎていそうな男が女性を見る。ぎょろり、とした大きな目。太い眉まゆ。数日は手入れしていないのか、数ミリは伸のびたヒゲ。

　いちおうは上着を着ているが、すっかり形が崩くずれていた。

「源げん大た朗ろうさんたら、着たまま寝るからですよ」

「ぬぅぁ！　事務所じゃ社長と呼べって、そう言っただろ、ラウネア！」

「はいはい、ほら、襟えりが裏返ってますから、源大朗さん」

「だから社長！　……ぅえくしょい！」

　こんどはクシャミ、と忙いそがしい。

　しかしこの男が「源大朗」、そして女子事務員が「ラウネア」と呼ばれることは、客らしいロングコートの女にもどうやらわかった。

　それだけでなく、

「……これ、ティッシュ」

「ふぁっ!?」

　こんどは女の背後から声が。

　見ると、そこに別の者が。

　源大朗よりはずっと若い。目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しと、明らかにオーバーサイズのコートに、隠かくれるように身を包んでいる。

　問題は、入り口のごく近く、物入れと椅い子すの間のくぼみのような箇か所しよに、膝ひざを抱かかえるようにうずくまっていたのが、まったく気づかなかったことだろう。

「い、いつから、そこ、に？」

「いつからって、最初から。……椅子、どうぞ」

　そう言うと、源大朗にはティッシュを、女には椅子を勧すすめる。

「キアム、おまえは気配消し過ぎなんだよ」

　ティッシュを受け取りながら、源大朗。どうやら彼かれ・少年の名はキアム、のようだ。

「はい、アンケート用紙です。ここに、お名前とご連れん絡らく先さき、それに、希望する物件などを記入してくださいね」

　ここで、用紙を差し出すラウネア。テーブルの上、茶たくに乗った湯飲みが香こうばしい湯気を立てている。

「ぁ、は、はい」

　古いパイプ椅子にようやく腰こしを下ろし、

「ぇ、と……」

　用紙といっしょに置かれたボールペンに、女が手を伸ばす。

　その手が、白い手て袋ぶくろに包まれていた。

　それまでのちょっとした喧騒で逸それていた視線が戻もどると、改めて客の女の異様ないで立ちが強調されてくる。

　用紙を押おさえる左手も白手袋。すっぽり頭を包み込むフードはかぶったまま、その中は口元を隠すマスクと、サングラスだ。

　ほとんど、というよりまったく素す肌はだが見えている箇所がない。

　そんな女を、キアムはじっと、ラウネアはニコニコしながら見つめている。もっともラウネアのほうは、もう自分の席のパソコンデスクに戻っていたが。

　源大朗はというと、じつはまだ眠ねむそうに、あくびをかみ殺していたのだが、ふと、無ぶ精しようひげの伸びた顎あごをさすりながらボソッとつぶやく。

「あんた、あれだろ……透とう明めい人間だろ」




　２０ＸＸ年。

　およそ十年まえ、とつじょ世界各所に出現したワームホールにより、この地球はさまざまな異世界と通じることになった。

　最初のうちは不安定だったワームホールはやがて固定化し、この「ドア」を通じて、人間は異世界と自由に行き来することができた。

　しかしそれはまた、異世界からもさまざまな人や物がこちらの世界へやって来るということでもある。

　たちまち世界には混乱が巻き起こった。

　しかし数年でそれは沈ちん静せい化かする。

　文化や科学の水準の違いこそあれ、異世界の住人もまた「人間」であり、いたずらに争いを望むものではなかったからだ。

　紆う余よ曲きよく折せつこそあったが、この世界と異世界は互たがいを尊重し、ルールを確認し合った。

　そうして、活発な交流が始まる。

　もちろんトラブルが皆かい無むだったわけではない。

　しかし一歩ずつ進み、歩み寄り、規則を作り、取とり締しまることや、ときに争うことがあっても、決して交流は止やまなかった。

　いまでは、多くの人々がドアの向こうの世界を訪おとずれ、生活までもしている。

　それはこちら側でも。

　東京だけで、数十万の異世界人が暮らしていた。

　そんな、異世界の住人に向けたさまざまなサービスや仕事もまた、多くが営まれ、生み出されつつある。

　そんな中のひとつ。

　異世界から来た人々（？）に住処すみかを紹しよう介かいする街の不動産屋がこの「夷や」である。




「なぁ、透明人間なんだろ、あんた」

　もう一度、源大朗が女につぶやきを向けた。

　その刹せつ那な、

「なっ……！」

　極度に動どう揺ようした女、ボールペンを握にぎりしめたまま硬こう直ちよくする。よく見ると、小さく震ふるえていた。

「……」

　キアムはというと、わずかに足を引き、かまえのような姿勢をとる。何かが起きたときにすぐ対処できる、そんな体勢だ。

　しかし、ラウネア、

「まぁっ。源大朗さん、お客さまに向かって「あんた」はいけません。いつも言っているはずです」

「いえ、あのっ」

　逆にあわてる女。

　中途半端に上げた手が、かぶっていたフードとマスクをかすめた。フードは半ば脱ぬげ、マスクもずれて口元までがあらわになる。

「んぉっ？」

「……」

　思わず注視する源大朗。無言で見つめるキアム。

「あら」

　ラウネアも目を丸くする。

「ぁ、ぁ……」

　あわててマスクを戻そうとする女の手を、

「待て、ちょっと……こりゃあ」

　止めて、源大朗。じろじろと見つめる。フードの中までも覗きこむようにするから、

「源大朗さん、また失礼ですよ」

　またラウネアに注意されてしまう。しぶしぶ顔を離はなして、源大朗はもとのベンチのシートにどっかりと腰かけ、改めて言った。

「案の定、か」

「でも、ちゃんと顔があるよ」

　反論するのはキアムだ。

　その言葉どおり、マスクを戻す手を止めた女の顔には、ちゃんと「肌はだ」があった。いっしゅん見えた口元には唇があったし、髪や耳も。

「……わかり、ました」

　決心したように、女がフードに手を伸ばす。自分から取り去ると、ファサッ、中から長い金色の髪がこぼれた。

「ほー」

　源大朗が漏もらす。

　次に口のマスクが外される。現れたのは、ふつうに化け粧しようした女の顔。唇のルージュは控ひかえめな色だ。

「別に透明でもなんでもな……」

　なんでもない、とキアムが言おうとして、言葉が止まった。

　さらに女が、サングラスを外したのだ。

　サングラスの下も、そこには目ま蓋ぶたがあり、眉まゆ毛げもまつ毛もあった。しかし目を開けると、

「あら、瞳ひとみが」

　なかった。ラウネアの言うように、上と下のまつ毛に縁ふちどられた「目」、そこには本来、白目と黒目がある。が、それがなかった。

　目の部分はうつろな空くう洞どうで、ほの暗い眼がん窩かを映しているようだ。だが、もっとよく、光を当ててみるとわかる。そこに見える黒っぽいものは、じつはウイッグの裏の部分なのだ、と。

「あんた……」

「ぁ、また」

　ラウネアが注意する間もなく、女が言った。

「はい、そうです。わたし……透とう明めい族ぞくの、女なんです」




２




「……えっと、ミナさん、だっけか。あん……お客さん」

　また、あんた、と言いかけた源大朗、ラウネアのほうを気にしながら言い直す。

　そのラウネアはもう、自分のＰＣデスクで、なにやらマウスやキーボードを操作していた。

　カウンターには、三つの茶が出されている。源大朗の分は本人専用の湯飲みで、キアムは客のミナと同じく紙コップだ。

「えと、はい。そうです」

　当のミナ。

　すでにフードはもちろん、長い黒のコートも脱いで、傍かたわらの椅子に掛けていた。コートの下は、ハイネックのニットセーターと、膝ひざ下したのスカート、それにロングブーツだ。やはりあまり肌は見えない。

　マスクも外していたが、サングラスは掛けたまま。

「すみません。コンタクトを入れてくればよかったんですが、ふだん外しているので」

　と説明する。

「コンタクトレンズ、ね」

「はい。あ、度は入ってないんです。目は悪くないっていうか。その、見えている「目」の部分を全部、覆おおっちゃうような」

「義眼、みたいなもんか。いや、ほんものの目はちゃんとあるんだから、オレたちに見せるための目、ってことだな。カバーみたいなもんだ」

「ええ……」

　答えながらミナ。

　しかし隣となりのすこし後ろで、じっと見つめているキアムが気になるのか、落ち着かないように身体を揺ゆする。

　ふーっ、と息を吐はき出だすと、ミナ、観念したように切り出した。

「透明じゃないって、言いたいんですよね。目、以外。……これ、メイクなんです。お化粧。全部」

　そう言って、自分の顔の肌を指さす。その手はあいかわらず白手袋をしたまま。

　手袋の指で、頬をスッとなぞり、かざして見せる。手袋の指部分にファンデーションの肌色がついていた。

「ペンキ塗ぬってるのと同じってことか」

「まぁ、ペンキは失礼ですよ。女性がお化粧をするのは、ふつうのことですから」

「そういうことだ。もともとの肌に化粧して見み栄ばえをよくするのも、透明な肌に化粧して見えるようにするのも、結果は同じってことか。意味はだいぶ違うけどな」

　ラウネアが補い、源大朗が説明する。

「はい。わたしにとってはお化粧って、自分の存在を示して、人にわかってもらうための手段っていうか」

「闇やみ夜よの安全灯とか、反射板みたいなもんだな」

「ぅ……はい」

「……透明族って、初めて、だ」

　キアムが言うと、ミナは答えるように、

「わたしみたいに、こんなに完全な透明になるのってほとんどいないんです。突とつ然ぜん変異レベル、って」

「へぇ、そうなのか」

「もともと、わたしたちの部族は、身体の色が周囲の環かん境きように合わせて変わる、そんな特とく徴ちようを持っていて。身を守るための、保護色のような」

「カメレオンの肌だな。こっちの世界の爬は虫ちゆう類るいだ。タコやイカの仲間も、かなり色や模様や、形まで変わるものがいる」

「は、はい」

「ああ、悪い。タコやイカじゃあ、な。うん、続けてくれ」

「いえ、えっと……そういう感じで、部族っていっても村の数十世帯で何百人かくらいしかいないんですけど、ごくたまにわたしみたいな、完全に透明な個体も出て来るみたいで。あ、もう数十年に一度くらいな、そんな確率らしいんですけど」

「はぁ……でも、透明だと生まれるときも大変だよな。産婦人科医も、こう、あれ？　生まれたと思ったのに、いないぞ？　とか、な！　んぁ、産婦人科医っていうか、助産師さん、か」

　源大朗のネタにも、

「あ、わたし、最初はふつうの、身体の色が変わるくらいだったんです。みんなと同じ。こっちの世界へ来てから、だんだん色の変化が、もうどんどん周囲の風景と見分けがつかないくらいになって、あるときからは、完全に向こう側が透すけて見えるようなふうに……はい」

　と、マジレス、もとい真ま面じ目めに返すミナ。

「は～、こっちへ来てから、か。でもなんで」

「えと、わかりません。もしかして、空気とか水とかの違いもあるのかも……」

「ああ、いや、透明になったことじゃなくて、こっちの世界へ来ようと思った理由ってヤツのほうだけど」

　源大朗が問い直す。

　キアムも興味があるようで、じっとミナの顔を見つめていた。

「ぁ、はい」

　改めて、ミナ、ちょっと決心したように話し出す。

「……やっぱり、村には仕事がないんですよね。とくに女は、結けつ婚こんして、子どもを育てて家事をして、っていうだけで……、それに、一夫多妻ですし」

「一夫多妻か、ハーレムかぁ！」

　急に弾はずんだ源大朗の声に、

「んんっ！」

　なぜかラウネアの咳せき払ばらいが。

「……」

　キアムも視線を外す。

「んー、ぁあ、そうか、まぁ、大変だよな。一夫多妻じゃなぁ。うんうん。それで、こっちへ、か」

　妙みように納なつ得とくしたふうに、何度もうなずく源大朗。

「それで、異世界……こっちの世界へ来れるんだって、ときどき村へ来る役人の人にいろいろ聞いて」

「でも、難しかったんじゃないですか？　村を出るのって」

「はい。もうずーっと反対されて、で、最後はほとんど、逃げて来たっていうか、そういう感じ、です」

「大変だったんですね……」

　ラウネアがしみじみ口にすると、空気が湿しつ度どを増した気がした。

「ぁ、でも！　でも、その、こっちに伝つ手てもあって、えと、最初のうちは郷土会の事務所に居い候そうろうしていて」

「郷土会？　あぁ、県人会みたいなもんか。透明人間の村だけで、こっちに来てる人のそんな組織があるのか」

「うちの村だけじゃありません。少しいったところに大きな街もあって、そういう、うちのほうの地方全部の、郷土会っていうか」

「なるほど」

「そこで最初ははたらきながら、この世界の言葉も覚えて、ルームシェアできる友だちも見つかって……」

　そこで言葉を濁にごすミナ。

「でもミナさん、ひとり暮らしの部屋を探していらっしゃるって、ここに」

　ミナのアンケート用紙を見て、ラウネア。ミナもうなずく。

「……そうなんです。ルームシェアも一年くらいになるんですけど……でもやっぱり、けっこう大変で。ぁ、友だちはいい子なんですけど、同い年で、エルフの女のコで！　けどわたしが透明なので、ほら、ふだんはお化粧……見えるようにするためのお化粧ですけど、家ではやっぱり取りたいし、お風ふ呂ろとか入ると、取れちゃいますし」

　そう言うと、ミナは手袋を脱いで見せる。

「あっ」

　キアムが声を上げた。

　手首がない。

　化粧をしていないので透明なのだ。さらにニットセーターの袖そでをまくっても、そこに腕うではないだろう。

「こんな、感じです」

　そう言うミナの口の中も、じつは何もない。そこに見えているはずの歯や舌、口こう腔こうなどもない。

　ふだん、しゃべる相手の口の中など注視していないはずだが、あるものがない、となると、意外に強きよう烈れつな違い和わ感かんがある。

「いろいろ大変なんだな。透明人間も。透明人間と、いっしょに暮らす友だちも」

「やっぱり、わたしが透明だから驚かせちゃったり。彼かの女じよは、いいよ、て言ってくれるんですけれど、甘あまえてばかりじゃいられないって。それに、わたしのほうもストレスはあって」

「まぁ、そうなるな。それでひとり暮らしを、ってことか」

「はい。狭くてもいいんです。ひとりで、住んでみたくて。もっと、いろいろひとりでやってみたいし、って」

「ああ、いいことだ。そういう、異世界から来たあんた……ミナさんみたいな人のために、部屋や家を探すのがウチの仕事だからな」

「助かり、ます」

「おう、まかしとけ！　そうそう、このあいだのあの物件なんかどうだ。えーっと、ラウネア」

「はい。こちら、ですね。それと、こんな物件も、いかがかな、って、出してみました」

　ラウネアが笑え顔がおで手て渡わたすのは、物件ファイルのプリントアウトだ。受け取って源大朗、うなずくと、一枚をミナに向けて差し出した。

「ひとり暮らしってことで、人気のワンルームを見み繕つくろってみた。これなんかどうだ。約十三平米で、正直広くはない。要町徒歩五分・ただし人間換かん算さん、……亜人には、人間タイプじゃないのも多いからな。あくまで二足歩行、二メートル以下くらいの身長の人間で、ってことだ。築七年の鉄骨造、三階の三階、南向きだ。家賃は月六万五千円、礼一、敷一だ！」

「あ、あの」

　口ごもるミナ。

　無理もない。まだ詳しい希望も条件も告げていない。渡わたされたアンケート用紙には、名前と種族程度しか書かれていなかった。

　要町は地下鉄有楽町線の駅で、池袋からひとつ目。

　そこから徒歩五分ということは、場所によっては池袋にだって充分歩いて行けるロケーションだ。

　築七年という新し目の築年数で月六万五千円。たしかに広くはないし、鉄骨造なら防音面は期待できないが、安いことは間ま違ちがいない。

　とはいえ実際に行ってみなければ、部屋を見てみなければ、周辺環境や住み心ごこ地ちなどは想像できない。

　ただし、図面だけで一いち目もく瞭りよう然ぜんなことも、ある。

「これ。トイレが」

　ミナが見つけたのは、

「あー、それな。うん。ちょっと変わってるだろ。トイレが部屋に直接ついてるんだ。カーテンはいちおうあるけどな」

　源大朗の言うとおり、フローリングの室内にいきなりトイレが、というよりトイレの個室はないので、洋式便器がそのまま鎮ちん座ざしている。そのまわりが破線で丸く覆われているのは、天てん井じようにカーテンレールが付けられ、カーテンで仕切るらしい。

　水回りはドアで隔へだてられているのが普ふ通つう。それは湿しつ気けや水が床を伝って漏れる、などに加えてとうぜん、プライバシーを守るためだ。

「あんた……ミナさんみたいな透明族なら見られる心配はないし、普通の物件よりもちょい安めだし、いいんじゃないかと思ってな」

　安いのには理由がある、ということだ。

「えと、こっちは」

「こっちか。トイレが玄げん関かんの三和土たたきにあるタイプだな。新築だぞ。最近はこういう、特徴を持たせた間取りがちょっと人気でな。ふつうじゃ、目立たないんだろう」
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　源大朗の言葉どおり、ドアを開けるといきなり玄関横にトイレの便器が、これまたドンと鎮座していた。こっちはカーテンなどの仕切りも皆無。

「ＳＮＳ映え」

　キアムがポツッ、とつぶやく。

　おもにリニューアルした物件などに多いが、新築でも近ごろは増えている。住処でも、話題、ネタを求める傾けい向こうだ。

　奇き抜ばつな間取りというのは、じつは金もかかるものなのだが、こうしたトイレの位置や、壁をなくす程度ならさほど費用も要いらずに済む。どころかむしろ安上がり。

「どうしてトイレばかり……」

「透明だから他人の目は気にしなくていいだろ？　……こっちのはユニットバスに仕切りがないヤツ、それと、そうそうこれ、表通りに面してベランダがあるんだが、一階で視線が気になって窓も開けられないってので借り手がない物件だ。透明ならこういうのも……ぅん？」

　キアムが源大朗の袖をわずかに引っ張ったのだ。

「透明だからって、家の中でつねに裸はだかじゃないと思う。それに、ひとりで部屋にいるなら、透明でも、そうでなくても、関係ない」

「そう、か。透明なところにこだわり過ぎたか」

「はい。あの……」

　ミナもうなだれてため息を漏らす。察してラウネア、

「うかがいましょうか。ミナさんの希望の物件を、まず、ね」

　微笑んだ。

「そうだったな。ちょっと順番をすっ飛ばしちまったみたいだ。で、いちおう聞いておくが、ミナさんの仕事は？　いま、何やってるんだい」

　ミナ、その問いを待っていたように、答えた。

　いくぶん弾んだ声で、どこか胸を張って。

「ファッションモデル、です！」
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「さぁ、着いたぞ」

　源大朗が路ろ肩かたにクルマを停とめた。軽自動車のデッキバンだ。

「は、はい」

　ドアを開け、後部席から降りようとするミナの手を、

「……」

　すっ、と外から自然に取るキアム。

「ありがとう、ございます」

　支えられて、座席から降り立ったミナ。不思議そうに一瞬キアムを見る。が、

「荷台に乗ってたんだ。安心しな、ちゃんと安全ベルトもある。異世界からのお客さんは、ふつうのクルマじゃ乗れないタイプもいるからな。法律が変わって、近きん距きよ離りなら荷台にも乗れるようになったのさ」

「ぁ、はあ」

　源大朗の説明に、ミナはまだなんとなく釈しやく然ぜんとしない表情で辺りを見回した。

　路地の向こうに、わりと広い通りが見える。

　行ゆき交かうクルマも多い。比ひ較かく的てき広い歩道にはそこかしこにベンチが置かれていた。

　が、それだけ。道の両側にぎっしり立ち並ぶビルは新しくもおしゃれでもなく、地味で不愛想で古ふる臭くさい、いわゆる昭和な街並み。

　コンビニだの携けい帯たいショップだのもぽつぽつと見えるが、むしろ場ば違ちがいな色しき彩さいを振りまく。

　どのビルもまるでお約束のように、日ひ避よけ雨あま避よけの、色あせた店名入りのシェードを通りに向かって伸ばしている。

　その下、大きく広げた間口からは色とりどりの商品が、棚たなからあふれるように、あるいは平台に山盛りに積まれていた。

「あの、ここ、どこなんですか……」

　不安そうに、ミナ。

「日につ暮ぽ里りさ」

「にっぽ……は、い？」

「だから日暮里だよ。山手線の東、んー、北のほうに近いかな。とにかく日暮里の東口、商店街だ」

　日暮里は荒あら川かわ区く。山手線の駅でも、池袋から上野の間の、どちらかというと地味なゾーンに当たる。

　一日の利用客数は十三万人ほどで、山手線二十九駅中、順位は二十位だ。

　山手線と並行して走る京けい浜ひん東北線の快速は止まらない。しかし千葉北部へ向かう常じよう磐ばん線の停車駅であり、京成線の成田空港直通特急の始発駅でもある。

　しかし事実、やっぱり地味であり、若い女性の人気は、まず見込めないロケーションと言って良かった。

「ええっ？　でもあの！　わたし……ファッションモデル、で」

　混乱するミナ。

　ファッションモデルをやっているという透明人間だ。ひとり暮らしの部屋を紹介してもらうために来たはず。

　それともこの日暮里が、ファッションモデルで透明人間のミナにおすすめの街なのか。透明……のほうはあまり関係ないのかもしれない。

　どちらにしても、そこの部分を源大朗に説明してもらうまえに、いったん時間を、夷やに戻そう。




「ファッション」

「モデル」

「まぁっ！」

　ファッションモデルだ、とミナが打ち明けると、店内の空気がいっぺんに「？」に変わった。

「あ、いえ、あの、まだ始めたばかりで、何回かしかやっていないんですけど、ステージとか、その」

「ステージ」

「ステージ！　って、もういい！　……ぁあ、すまん。バカにしてるんじゃないんだ。ただその、意外、だったんでな」

　源大朗があやまると、

「いいんです。そうですよね。透明人間がファッションモデルなんて。わたしも最初、ぜんぜん信じられなくて。あはっ」

　愛あい想そ笑わらいを浮うかべるミナ。けどやはり、どこか楽しそうだ。

「良かったら、聞かせてもらえないか。なんで、その」

「ファッションモデルになったか、ですよね。はい。……最初は郷土会の事務所で手伝いみたいなのをしてたんですけど、そればっかりじゃ自立できないし、紹介されて、お店で働くようになったんです。お弁当屋さん、でした」

「まぁ、よくあるよな。いいんじゃないか」

「はい。そこで、半年くらい働いているうちに、よくお昼に来てくれるお客さんがいて、その人に、あるときじーっと顔を見られて……、あ、ちゃんとメイクして、そのときは眼もしっかり、入れてました」

　ミナの話では、その女性がファッションデザイナーで、声を掛かけられたのだという。

　それからは、おもにその女性が主しゆ宰さいするブランドで衣装サンプル写真のモデルになり、小さなショーにも出るようになった。

　いまでは、ファッション雑誌などからも引き合いがあるのだと言う。

「このあいだは、とうとう、テレビのファッション番組にも出て！　……ネットＴＶですけれど、ファッション専門のチャンネルなんですよ！　わたしもまえからずっと見ていて！　もう、郷里じゃぜったいありえないっ！　こっちへ来て、ほんとう良かった！」

　興奮したように言うミナ。やはりうれしさは隠せない。

「ああ、それでファッションモデルでがんばろうって、ことなんだな」

「ぁ、はい。まだお弁当のアルバイトもしてるんですけど、そろそろ辞やめて、モデルのお仕事に集中したいっていうか。迷めい惑わくかけてるルームシェアも、それで、ひとりでお部屋を借りて、って」

　未来を見つめるミナの表情は明るい。

　少なくとも、メイクで作ったその顔は笑っている。

「透明人間が、なんで」

　ぽつっ、とつぶやくキアムの言葉を、むしろ待っていたようにミナ、

「そこなんです！　デザイナーさんによると、わたしみたいにメイクでかなり変えられるほうが、服にイメージを合わせやすいんだ、っていうんです。もしかしたらわたし、ファッションモデルにすっごい向いてるのかも！」

　両手の指を胸の前で合わせてからめ、夢見るような表情。あくまで、夢見るような表情に見える、ということだが。

「ぁ、そういうことだったんですね。なるほど、モデルさんに向いてるって、わかるような気がします」

「透明人間が、モデル……」

　ラウネアとキアムに続いて、

「ようは、マネキン人形みたいなもんだな。服を着るマネキンは、あんまり目立ってもいけないし、服に合わせられるなら理想のマネキンだ」

　源大朗の言葉は、しかし正せい鵠こくを得過ぎているようで、

「ぁ……」

　ミナの顔をたちまち硬くする。

「っと！　悪ぃ、そうじゃなくて、だ！　まぁ適材適所っていうかな。その、女のデザイナーさんだっけか、たいしたもんだな。あんたの……ミナさんのこう、いいとこをズバッ、と見み抜ぬいて、自分の仕事に当てはめてな、両方ハッピーっていうか、ウインウインっていうの？　そういうこと、だろ、なぁ！　……うぁち！」

　持っていた湯飲みをこぼして、とつぜん声を上げる源大朗。その背後には、まるで待っていたようにラウネアが、

「ほら、ちゃんと持っていないといけませんよ」

　布ふ巾きんを手に、テーブルにこぼれたお茶を拭ふきとっていく。もちろん笑顔だ。

　源大朗、頭をかいて、

「まぁ、そういうことだな。さて、そろそろ……」

　言いかけたときだ。

　ガラガラガラ！　とつぜん、入り口の戸が勢いよく引き開けられた。
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「ひゃぁっ!?」

　驚おどろき、身をすくめるミナ。

「はぁ～い！」

　けたたましい音とともに入って来たのは、

「マレーヤ、アスタリ！」

　ふたりの少女。

　そのいで立ちは、黒のワンピースに白のピナフォア。ようはモノトーンのエプロンドレスで、まさしくメイド、ウェイトレスのそれ。

　頭にはやはり白のヘッドドレスまで。

「おまえら、急になんだ。呼んでないぞ」

「なぁーに言ってんの！　コーヒー、持って来てやったんだぞお！」

　と、胸を張るほうが腰こしまで届く長い髪かみのマレーヤ。トレーにコーヒーカップを乗せている。

「こ、こんにちは……」

　やはりトレーに、コーヒーポットを乗せて持ってきたのは、もうひとりの控えめなほうの少女で、肩かたにかからない程度に切りそろえた髪の、こっちがアスタリらしい。メガネを掛けている。

　そして違ちがうといえば、ヘッドドレスよりも高く、頭の上、ピョコンと突つき出した獣けもの耳みみ。マレーヤは鋭するどく高く、アスタリはちょっと丸みを帯びて小さい。

「ど、どうぞ」

　しかしアスタリがテーブルの上に置いたコーヒーカップはふたつ。

　ひとつはミナ。もうひとつは、

「……」

　無言でコーヒーを見つめるキアム。

「なんでふたり分なんだ。オレがこの店の店主なんだが」

　あきらかに不満そうな源大朗を横目に、

「……んっ」

　コーヒーカップを取り、口を付けるキアム。

「飲むのかよ！」

「まぁまぁ、おっさんは、お金だけ払はらってくれればいいからさあ！」

「いいから、って、そこがおかしいだろ！　自分が飲んでもいないコーヒーだぞ」

「す、すいませんぅ」

　恐きよう縮しゆくするのはアスタリ。

「あはは、いいじゃんいいじゃん！　かわいい女子高生のウェイトレスがふたりも顔を出してやってんだから。それだけでほら、この辛しん気き臭くさい店がパーッ、と明るくなったみたい！　でしょ？」
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「どこが辛気臭い店だよ。たいがいにしろよ」

「あはは！　怒おこってる？　超ちようウケるんだけど！」

「すいません、すいませんぅ」

　口に手も当てず笑うマレーヤ。ずっと謝あやまってばかりのアスタリ。ふたりともに、超ミニのワンピースの裾すそが揺れる。

　髪の長さのほかにも表情やメガネの違いはあるが、その顔はそっくり。ふたごなのだ。

　じつはふたり、夷やの向かいの喫きつ茶さ店てんのアルバイト。

　こんなふうに注文を受けると、通りを渡ってコーヒーを届けに来る。

「ふふっ、そのくらいにしてくださいね。ぁ、コーヒー、召めし上あがってください。お茶、冷めちゃいましたから」

　どうやら頼たのんだのはラウネアらしい。

　口を「へ」の字に結ぶ源大朗を置いて、マレーヤ、

「こんち～！　ごめんねえ。騒さわがしくて！　コーヒー、飲んで飲んで！　おいしいよお！」

　ミナに笑顔を向ける。

「ぁ、はい」

「おいおい、お客さんにからむなよ。用が済んだらさっさと帰れって」

「えー、なによお。いいじゃん、ちょっとくらい。ねえ？　あ、あれでしょ、彼女も異世界から来たんでしょお。うんうん、当ててあげる！　ええっと……」

　じっとミナを見つめて、

「あ、あの」

「わかった！　彼女……あれでしょ、サキュバス！」

「ち、違います！」

「そう？　じゃあ～、コカトリス！　そのサングラスは、目線で相手を石にしないための配はい慮りよ！　よね」

「い、いえ」

「また違うの。うーん……」

「やめろやめろ！　思いつきで言ってるだけだろ。この人はなぁ……」

「透とう明めい、人です。あの」

　とうとう、自分からミナが告げる。マレーヤ、みるみる目を大きく見開いて、

「ぇぇえええ！　すっごぉおおおおい！」

「うぁ、うるさい！」

「ねえねえ！　ほんとに透明なの？　透明になってみて！　え、もう透明になってる？　じゃ、年中透明なの!?　すごいすごいすごぉい！」

「あ、あ、あの」

「こらぁああ！　いい加減にしろ!!」

　とうとう源大朗が一いつ喝かつして、事務所の中はいっしゅん無音に。

「……こくっ」

　キアムの、コーヒーを飲む音だけが妙に大きく響ひびく。

「ま、まあ、マレーヤたちもさ、スピンクスだし！」

「スピンクス……？」

　尋たずねるミナに、気を取り直してマレーヤ。

「そうそう！　マレーヤたち、スピンクスのふたごの姉妹なんだあ！　もちろん異世界から来た、ね！」

　そう言ってピナフォアのスカートの裾をわずかに持ち上げて見せる。パニエに隠かくれていた長いシッポがシュルン、と現れた。

　マレーヤほどではないが、アスタリも短めのシッポが揺れている。

　獣耳しかり、スピンクスはライオンの身体と人の顔を持っている、と言われるゆえんである。

　ここでアスタリが、

「……朝に四本足、昼に二本で、夜に三本足、な、なんですか」

「え、クイズ？」

「とうぜん！　スピンクスって言ったらなぞなぞ、クイズっしょ？」

　クイズ好きなのは、スピンクスの特性なのだ。

「まぁーたクイズか。迷惑だから止めとけっての」

　あきれたように源大朗。しかしミナ、

「あ、それ……人間、です、よね」

　答える。

　言うまでもなく、旅人を通せんぼしたスフィンクスが出すクイズとしては有名なものだ。とすればミナの答えで合っている。

　人の一生を一日とすれば、朝、つまり生まれたばかりの人間は手足全部で這はい、成長して二本の脚あしで歩き、老人になると杖つえを突くから三本、という。

　が、

「ぶーーーー！」

「えーっ」

「答えはあ、夕方ねん挫ざした猿さるでしたー！」

「はあ？」

　虚きよを突かれたミナに、マレーヤ、得意げに語る。

「朝は寝ねぼけてるから手足を使って歩くでしょ。昼間は木の上で二本足。手だけ使って移動もできるし、でもねん挫しちゃったから夜にはまた片手をついて、で三本足！　へっへーん！　ぁ、熊くまとかでもいいよ！」

　胸を張る、スピンクス。

「アホ！　答えがいくつもあって、どうにでもなるクイズなんてあるか。そんなことよりな……」

　源大朗が席を立つ。手を伸のばすとそこへ、待っていたようにラウネアがコピーの束を渡した。

　一いち瞥べつして源大朗。

「よし、行くぞ」

「えっ、行くってどこへ？」

「物件を実見しに、に決まってるだろう。てかおまえらいつまでいるんだ。もう帰った帰った！　さ、ミナさん、行くよ」

「あ！　は、はい！」

　あわててカバンを手に、立ち上がるミナ。

　夷やは不動産屋である。

　申し込み者とともに賃ちん貸たい物件を実際に見に行くのは当然、ではあるのだが。

「しかたないなぁ……またね、キアムくん、がんばってねー！　ミナさんも、バイバーイ！」

「お、おじゃま、しました」

　マレーヤとアスタリが言う中、事務所を出ていくのは源大朗たちのほうだ。キアムはあいかわらず無言。

　そうして源大朗たちが出で払はらってしまったあと……。

「……お茶でも淹いれましょうか。いただいたマドレーヌがあるんですよ」

　とラウネア。にっこりと笑う。

「わぁーい、そうこなくっちゃ！」

「は、はい」
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　で、また時間は戻もどる……いや、進んで、

「なんでここ……」

「日暮里」

「にっぽり？　なんですか。だって、ふつう……！」

「ファッションの街って言ったら、あれか、おしゃれな自じ由ゆうが丘おかだとか渋しぶ谷や、青山・表参道、とかか」

「そう、そういう」

「でなきゃ原宿、高円寺なんかも古着屋が多いみたいだしな。下しも北きた沢ざわとか」

「はい、そういうところかとばっかり」

　戸と惑まどいを隠せない、といった表情のミナ。

　改めて、道路沿いに視線を巡めぐらせて、その代かわり映ばえのしない、というよりどこか古ぼけた、街並みにため息をつく。

　歩道を歩いているのも、年配の、地味な配色の服を着た人たちばかりだ。

「ここって、その、お婆ばあちゃんの原宿、っていうところ、ですか」

「それは巣す鴨がも。地蔵通り商店街」

　キアムが答える。

「巣鴨は山手線で四つ向こうだ。まぁ、たしかにそう言われて納得する感じもあるか。でもな……」

　源大朗が指さす。

　そこに、カラフルな一団がいた。

　全員が若い女子だ。四、五人はいる。

　やはりカラフルな店先の商品を手に取り、さまざま比ひ較かくするなど吟ぎん味みし、しゃべり合っている。

　地味な街に、そこだけポッ、とビビッドな絵具がこぼれて広がったような華はなやかさ。周りの空気も違って見える。

「あれ……は」

「行ってみるか」

　そう言うともう源大朗は歩き出していた。

「は、はい」

　あわててミナが続く。遅おくれてキアム。

　近づいてわかった。彼女たちが見ているのは、

「布？」

「そうだ。店の中もな。入るぞ」

　源大朗に続いて店の中へ入り、

「わぁっ！」

　思わず声を上げるミナ。

　それほど、店内はところせましとさまざまな布でいっぱいだった。

　天井近くまでもある棚がどれも、色とりどりの布で埋うまっている。もちろん手の届きやすい平台にも。ショーケースの中にもあった。

「けっこう、若い人がいるんですね。外の子たちみたいな」

　ミナの言うとおり、店内にも若い女性が多い。店の外にいた女子たちよりはちょっと年ねん齢れい高めか。

　もちろん女性ばかりではないが、女性たちはといえば、誰もがなかなかのルックスだったりプロポーションだったり。

　そんなところも、気づくとちょっと不思議に思わせられる。

「こういう布地の店が、通りに面してざっと二十軒はある」

「二十軒も！」

　ミナが驚く。

「ああ。このあたりは繊せん維い街がいって言ってな。布地を扱あつかう店が固まってるんだ。プロの服ふく飾しよく屋が仕入れに来る問屋でもあり、こうして小売りもしてる。けっこう安く、な。だから買いに来る客が多い」

「じゃあ、みんな」

「あの女の子たちか。ありゃあ、コスプレイヤーだ」

「コス、プレイヤー？」

「おもにアニメやゲーム、マンガなんかのキャラに扮ふんしたファッションをする人のこと」

　説明は例によってキアムが。

「そう、なんだ。あ、それで」

「モデルみたいにきれいなコも多い、ってな。でも彼女たち、ここでわざわざ布を買っていくってことは」

「自分で服も、作ってる……」

「そうだ。服だけを作るコスプレ専門服飾屋、なんて人もいるらしいな」

「でも、わたしは」

　言いかけて、ミナが口をつぐんだ。

　けんめいに言葉を、というより頭の中を整理しているようだ。その横で、源大朗、

「上の階に行ってみるか。この店は繊維街でも最王手で、ざっと一万点の布が売られてるんだ」

「一万点、すごい……！」

　一階と較べ天井の低い二階は、背丈以上に積み上げられた布地が両側、通路まではみ出していた。

　しかしそれより驚くのは、

「あれ、って」

　あきらかに日本人ではない集団。

　あっちにもこっちにも。聞きなれない言葉が飛び交う。背の高い欧米人女性たち、と思うと、黒い髪と濃い肌の、こちらは、

「ミャンマーかな、インドネシアかな。とにかく、こっち世界の外国人が多いんだ。この店なんて、小売りの九割近くが外国人相手の売り上げだっていう」

「そんなに！　なんですか」

「世界的に有名なんだな。ほら、あっちの女性たちがスカートみたいに腰に巻いてる」

「ぁ、はい。巻きスカートみたい」

「ありゃあミャンマーのロンジーって、ファッションでな。日本の布は色はもちろん、いろんなパターンや図案があって、とくに人気なんだよ。この店じゃ、最初からロンジーの大きさにカットした布を売って、大成功ってわけさ」

「ここで布を買って、別の、自分で裁縫できるスペースもある」

「そんなサービスまで！」

　驚くミナ。

　高性能のミシンや裁縫道具が無料で使えるうえ、アドバイスしてくれるスタッフもいる。外国人だけでなく、コスプレイヤーら日本人客にも重宝されているのだ。

「それだけじゃないぞ。作った服を着て、その場で撮影できるスタジオもあるってさ。こう、金閣寺とか、オリエンタルな感じの背景で写真撮って、あれだ、ネットに上げるんだろ」

「ぁ、いいですね、それ！　……すごい、詳しいんですね、ここの」

　驚くミナに、

「これに全部、書いてある」

　キアムが見せたのは、

「これ、パンフレット？　ですか」

「はは、バレたか。英語版もあるぞ。こっちは、ドイツ語に、アラビア語もな！」

「ほんとだ。すごい」

　さまざまな言葉で書かれたパンフレットに、ミナが感心して見入る。

　ここ数年はそれほど、世界中から観光客が押し寄せているのだ。れっきとした客として。

　見るもの、それに想像を超えた世界に、圧倒されるミナだったが、

「そうだな、あんた……おっと、またラウネアに怒られちまう、ミナさんはコスプレイヤーじゃない。デザイナーでも、服屋でもないよな」

「はい」

「モデル、つまり服を着るほうだから、乱暴に言えば出された服を着さえすればいい。あとは着こなし、とか、そのための体形維い持じとか、もっと、ウォーキングが巧たくみだ、とか、重要なのはそっちのほうだ」

「そう、思ってました。でも……」

　ミナが目を留める。

　キャッキャと楽しみながら、けれども真しん剣けんに布地を選び、これから作るだろうコスチュームを想像して笑え顔がおを見せるコスプレイヤーの少女たち。

　デザイナーやテーラーたちはもっとプロフェッショナルに、ビジネスライクに布地、服地を吟味している。

　それでもときおり、楽し気な、満足げな表情がそこには見える。

「楽しそう……。ううん、なんだかわたしも」

　ミナの口元にも笑えみが宿る。

　同じ空気を、楽しんでいる。そんな気持ちが満ちて来ていた。

「服は布地でできてる」

　キアムがつぶやく。ミナもうなずいた。

「ああ。どんな布でできてようが、どんな形だろうが、服は服だ。けどな、こんなふうに素材から見たり、服ができていくさまを知るのも、いいんじゃないか。モデルとして服を着こなすヒントになるかもなぁ、ってな。……まぁオレなんざ、ファッションどころか、服は近所の「とりやま」でしか買ったこたぁねえし。そいつも最後は去年か、一昨年か、行ったのは……。ま、そんなオレらに言われたくはないだろうが、な。はははっ！」

　とは、腕うでを組みながら、源大朗だ。

　それからどこか照れくさそうに、あごの無ぶ精しようひげをなでる。チラッ、とミナを見た。

「どうだ。ここの物件も見てみるか」

　ミナ、うなずく。しかし口元は笑っている。サングラスを外して、元気な声で、言った。

「はい！」

「いっしょにするな」

　キアムがあいかわらず小さくつぶやいた。




「……ここだ。物件だ」

　源大朗がカギを回す。

　鉄製のドアが開いた。

「わぁ！」

　思わずミナが声を上げる。

　築二十年は下らない、木造アパート。

　しかし中はきれいにリフォームされていた。もとは２ＤＫだったのが、

「ひろぉい！」

　壁かべを取とり払い、大きなワンルームになっている。玄関ドア一枚を開けるだけで、中の広い部屋がすっかり一望できた。

「ドアを開けると中が丸見えだけどな。イヤなら、のれんでも下げるといい」

「いえ、わたしどうせ、透明人間なので」

「そうか。まぁ、防犯には気をつけろよ。で、この物件の特とく徴ちよう、だ」

　そう言って源大朗はミナをうながし、部屋の中へ。キアムが全員分のスリッパを床ゆかに並べる。

　源大朗の言う「特徴」は、部屋へ上がるとすぐにわかった。

「えっ、鏡？」

　部屋の一方の壁が全部鏡になっていたのだ。四角い部屋はだから、突き当あたりが窓。ドアの側に流し。

　鏡と逆の側の壁、流し寄りにはトイレ付きのユニットバスが、そこだけ出っ張って設けられていた。

「そうだ。ちょっとしたもんだろう。もとはヨガのインストラクターの先生が借りててな。ヨガ教室を開いてたんだ」

「ヨガ、教室」

「ああ。ふつう、こんなふうに賃貸を改造しちまったら、退室のときに原状復帰しなきゃならないんだがな。大家がわりと物好きで、このまま残してある。居ぬきで別のヨガ教室にでも貸せればいちばんいいんだろうが、なかなか、な」

　源大朗の説明に、

「あ、でも、バレエとかダンスとか……」
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「そこまでの広さじゃない。三十平米ちょいってとこか、それに一階だが木造アパートだし、激しいやつは騒そう音おん振しん動どうでクレームものだしな」

「そっか、ですよね」

　なので、動き的にはスローでジャンプしたりもない、ヨガ教室が最適なのだ。

「この鏡がパネルになっててな。開けると、ほら」

「あっ」

「収納だ。壁一面だぜ」

　いわゆる一間、つまりタタミ一畳じよう分ぶんの押おし入いれが横並びにふたつ半の収納スペースだ。

　この規模のアパートには十分以上と言えよう。

「モデルなら、ただの姿見程度じゃなく、歩きとかポーズとか、動きを見られる壁一面の鏡は役に立つんじゃないか」

「はい！」

「たしかに、原宿とか吉きち祥じよう寺じとか自由が丘とかじゃあない。けどそっちのほうは、そういう街へ出かけていけばいい。まぁ、住むことで得られることもあるだろうがな。そういうおしゃれな街は、家賃も高いし、な」

　源大朗が笑う。

　理想はさまざまあれど、やはり現実、金額は大きな問題だ。

「あの、ここ、お家賃はどれくらい、なんですか」

「ん。月六万五千の、管理費三千だ。それと敷一・五」

「それって月……六万八千円、安い！」

　ミナが目を輝かがやかせる。

　実際には、サングラスを取っていても「目」は見えなかったが。表情でわかる。

「だろ。物件自体は築三十年。駅からも十三分で、古いし駅からも近いとは言えない。一階だしな。けど吉祥寺や自由が丘なら、同じ条件で倍近くはするだろうな」

「倍……。でも、ここ、すごくきれいだし！」

「ああ。リフォームしてるからな。リフォームして、こんな変わった部屋になっちまった。それと、管理費三千円分は交こう渉しようしてやるよ。敷しき金きんも一でいい」

「えっ、ほんとうですか！　こんなにいい、部屋なのに」

「ミナにとっては理想的かもしれないが、ふつうの人には、こんな壁一面鏡の、全部ぶち抜ぬきワンルームってのはかなり特とく殊しゆな部屋だ。そのへん、交渉の余地は十分なのさ」

「じゃあ、わたし、ここ……！」

　借ります！　いまにもそう言おうとしたミナの唇くちびるが止まった。

　鏡に映った自分の姿。

　いつのまにか掲かかげていた手。袖そでが垂れ落ちて二にの腕までが露あらわになっていた。いや、露わになったはずなのに、ファンデーションは肘ひじの先までしか塗ぬっていなくて、そこから先は透明。つまり何も鏡に映っていない。

　ミナは気づいたのだ。

　こんなに大きな鏡があっても、ファンデーションを塗らなければ自分の姿は映らない。そもそもファンデーションを塗って肌はだを「可視化した」自分は、「見えている」と言えるのか。

　本当の自分は、しょせん鏡には映らない。

「あの、わたし、やっぱり」

「透明だから、映らないから、鏡はいらないってのか」

「いえ、メイクするために鏡はいるんです」

「服の着こなし、動きのチェックに、これだけ大きな鏡はいいって、さっき言ってたんじゃなかったか」

「そうなんです。そうなんです、けど……」

　身体の動きをチェックするにも、裸はだかなら全身にファンデーションを塗らなくてはならない。

　ミナはうつむき、口を閉ざす。

　そんなミナに、源大朗は何か言いかけて、けれど待った。キアムも、部屋の隅すみにしゃがみ込むようにして、じっと見つめていた。

「……鏡が大きいのはいいし、うれしいんです。でもこんなに大きいと、それだけ、けっきょくわたしの姿は、ほんとうの姿って映らないんだって。服を着たときの動きもチェックできて、すごくいいのに、なのに、なんだかよけいつらくなるみたいで……」

　唇を噛かむ。

「なんだ、そんなことか」

　源大朗が言った。笑う。

「そんな。わたしには重要なんです。ふだん、なにもしなくても姿が見えてる人には、わからないでしょうけれど」

「なるほどな。なにもしなくても、たしかにオレたちは姿がふつうに見えてる、か。考えたことなかったな」

　源大朗の顔に、もう笑いはない。

「そう。そうですよ。やっぱり……わたしがファッションモデルなのって、変なのかも。ただ、メイクでいろんな顔になれるからって、それだけで……」

「いや、そうでもないぞ」

「やめてください。気持ちの入ってない慰なぐさめとか」

「そうじゃないって。いいか。あんたのほんとうの姿だって、見られるんだ」
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「……ふう」

　声だけが響く。

　それからフローリングの床にぺたぺた、濡れた足あし跡あとが現れた。

　ちょうど首のあたりにかけたバスタオル。それが動いて、肌の水気を拭きとっているのがわかる。ときおり髪も。

　よく見ると、肌についた水すい滴てきは見えて、うっすらと輪りん郭かくを作っているようだ。

　風ふ呂ろ上あがりのミナ。

　バスタオルを足元へ落とす。

　ほんとうの、生まれたままの姿になって鏡の前に立つ。

　日暮里の約三十三平米、ワンルームのアパート。壁一面の鏡。しかしそこには何も映っていない。

『いいか。あんたのほんとうの姿だって、見られるんだ』

　源大朗の言葉がよみがえる。

　ラウネアに釘くぎを刺さされていたのに、また「あんた」と言っていた。思い出して、クスッ、とミナが笑う。

　かたわらにあった、ゴーグルを取り上げる。ちょっと小さめの双そう眼がん鏡きようのような、機械が一体となったゴーグルだ。

　それを目に当てる。しっかりとバンドを頭の後ろへ回す。これで眼鏡のように固定された。

「あ」

　ミナの口から声が漏もれる。

　そこに、ひとつの裸ら身しんが映っていた。

　仮にミナと並んで鏡を見たとしても、そこには何も映っていない。

　けれど、ゴーグル内のミナの視界には、しっかりと若々しい肌と、きゃしゃに見えて意外としっかりと肉のついた、そんな裸身があった。

　赤外線ゴーグル。

　文字通り、ふつう人間の目には見えない赤外線だけを可視化する装置だ。

　風呂上りで上気したミナの肌は、しっかりと赤外線を放っていて、赤外線暗視装置にとらえられている。

　もう透明じゃない。

　息いき遣づかい、肌から漏れる熱が鼓こ動どうとなって伝わって来るようだ。

　とはいえその顔は、大きなゴーグルをつけたまま。

　契けい約やくと鍵かぎの引ひき渡わたしの日。源大朗が言った。

『こいつはオレからのプレゼントだ。……技術の進歩なんて日進月歩だ。赤外線ゴーグルだって、すぐにサングラスくらいになって、じきにコンタクトレンズみたいになったら、それを目に嵌はめて、こんどこそ自分の顔だってそっくりそのまま見られるようになるぞ。いつでもな』

　その日はいつか。きっと遠い未来ではない。

「これが、わたし……」

　ミナの唇が、花のようにほころんだ。




　かぽーん……！

　湯気にかすむ洗い場の向こう、大きな湯ゆ船ぶねに源大朗の姿がある。

　ここは夷やから歩いて五分の銭湯、富士見湯だ。

　まだ開いたばかりの午後四時過ぎ。男湯に客は源大朗と、あとひとりふたりしかいない。

「んぁ～、あ」

　あくびともつかない、うなり声をあげて目をしばたたかせる。流れ落ちる汗あせをぬぐうように、大きな両手で顔をごしごしこすった。

　もう十分近くも湯舟に浸つかっている。

　半ばのぼせた顔で、

「うし！」

　ひと言、区切りをつけるように漏らすと、ザッ、身を起こした。湯の表面に大きな波が暴れる中、意外なほど大きく分厚い源大朗の身体がそそり立つ。

　と、湯船の縁を跨またいで洗い場へ。濡ぬれタオルで身体をさっと拭ふき、脱だつ衣い場じようへと。

「……ふーっ」

　冷蔵ケースから瓶びんの牛乳を取り出し、栓せんを抜いて一気に喉のどへ流し込み、ため息にも似た息を漏らす。

「百二十円」

　番台から声がかかる。見れば、シワの中に笑みをたたえた老婦人だ。

「んっ」

　自分の脱衣かごからズボンを、そのポケットから小こ銭ぜにを出し、チャリッ、番台の上へ置く。

　そのまままだ服を着るでもなく、木のベンチへ腰こしを下ろそうとする源大朗に、

「店はどうなのさ」

　と番台の老婦人。

「まあまあ、ってとこかね。あ、店の賃料、先々月分は昨日、振ふり込んどいたぜ」

「ああ、わかってるよ。問題は先月分なんだけどねえ」

「あー、もうちょっとかな。うん、もう二、三日、いや、四、五日かなー」

　ポリポリ頭をかく源大朗。

　じつはこの銭湯。夷やの入っている建物の大家がやっているのだ。それが目の前の番台に座すわる老婦人で、名は時とき、という。

　そんな縁、でもないが、毎日のように源大朗はここへ来る。

「まぁ、がんばんなよ」

　仕方ない、というように時。唇は笑みをたたえたままだ。

「ああ」

　返事をして源大朗。ようやく湯上りの熱さが引いたのか、バスタオルを手に、身体を拭き始める。

　服の上からではわからない分厚い筋肉が形を変えながらたわむ。

　その肌に、おそらくは古い、消えないいくつもの細かい傷。

　背中を斜ななめに走る、とりわけ大きな傷きず跡あとが、シャツの下に隠れて消えた。




「はい、お帰りなさい」

　事務所へ帰るなり、ラウネアの明るい声が出で迎むかえた。といっても、自分のパソコンデスクに座ったまま。ずっとパソコンを操作していたのだろう。

「お、おぅ。帰ったぞー」

　すでにわかり切ったことを、いちおう口にする源大朗。

　じつは銭湯のあと、いっぱい、のつもりがかなり「引っかけて」来たせいで、もうすっかり夜中になっていたのだ。

　すでに乾かわいた髪かみをバリバリ掻かきながら、源大朗。

「キアムのやつは」

「お店が閉まってからどこかへ。今日は帰るのか、どうか」

「そうか。もし戻ってきたら、入れてやってくれ」

　それだけ言うと、無意識に尻しりのあたりを掻きながら、奥おくへ。ラウネアの傍を通り過ぎるところで、

「おまえもな、ラウネア。そのくらいにして休んでおけよ」

「はい。でも、ずっとこのままの姿勢でも辛つらいことはちっともありません。わたしには、ひとところにじっとしていることが、なによりの休息ですから」

　ラウネア、笑って源大朗に答える。

　あえて、ロングスカートの裾すそをわずかに持ち上げて見せた。

　それを見て、

「ああ、う、うん。……まぁ、こんを詰つめ過すぎないようにって、そういうことだ」

　源大朗の気づかいに微笑みながら小さくうなずくラウネアが、

「そういえば」

「うん？」

「ミナさんですけれど」

「ミナ……あぁ、あの透明族のコ。ファッションモデルの。もう一か月はまえになるか。ウチが物件紹しよう介かいして。で、どうした。まさかトラブルか」

「いいえ。いま、ちょっと話題になってるんです。ネットなんかで、ほら」

　そう言ってパソコンのモニターを指さす。

　源大朗が覗のぞくと、ブラウザの中、ミナの記事が。

「これ、あのミナか。ほぉー」

　顔を近づけて、源大朗。とくにファッションショーの最中を写したと思われる写真に魅み入いる。

　まるで、服が宙に浮ういているようだった。

　身体がなくて、服だけがある。いや、身体はある。しっかりそこに細身の身体が感じられる。が、見えない。

　見えないから服だけが際きわ立だつ。

「そうか。こうきたか。ははは、いいぞ！」

　思わず声が出た。

　これまでミナは、透明の顔や腕にファンデーションを塗って肌を作り、メイクで顔も作って来た。
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　だからデザイナーのイメージどおりにその都度合わせることができたのだ。

　しかしそれをやめた。

　透明のまま、服を着る。すると服だけが、服として「展示」される。これまでのファッションモデル、ファッションショーの常識を軽く覆くつがえしている。

　ミナにしかできない、ショーの革命だ。

「そのうえ、ギャラリーに赤外線ゴーグルをつけてもらうと、ほんもののミナさんが見られるっていう趣しゆ向こうみたいで。すごく評判で、ミナさん、こんどパリコレに招待されているんですって。それに自分でも服を作り始めてる、とか」

「やりやがった。自分を活いかすことで、ショーやモデルってやつ自体を変えたんだ。あのコ、すごいな」

「ええ。でもそれに気付かせてくれたのは、街の小さな不動産店の社長さんだって、ミナさん、インタビューで答えていますよ」

「小さな不動産店の社長だぁ？　誰だれだそいつ、社長、社長……ぁ、オレか！」

　驚おどろく源大朗。ラウネアが笑って小首をかしげる。

「ま、まぁ。ヒントくらいにはなったかもな。あの生き地じ屋に通って、生地の特性からつかんだのかもしれんし。うん。やるもんだ。うん……んんっ！」

　繰くり返かえしながら、源大朗、照れを隠すように咳せき払ばらいをひとつすると、奥の階段から二階を見上げ、うかがう。

　そして。

　どこなのか。夷やからそう遠くは離はなれていない路地の物もの陰かげ。

「……」

　じっとキアムが座り込んでいる。

　両りよう膝ひざを抱かかえ、顔を半ば埋めても、目は閉じていない。暗くら闇やみに、ふたつの瞳ひとみが小さな燈とう火かのように灯ともっていた。







コラム　不動産の仲ちゆう介かい手数料は







源：源大朗　ラ：ラウネア

源：「……んー、ダメだな」

ラ：「あらあら、どうしたんですか？　新聞になにか書いてありました？」

源：「どうもこうもねえ。世の中まだまだ不景気だってこった。いったいいつになったら良くなるんだか、なぁ」

ラ：「そうですねえ。ふふっ、あ、お茶、淹れますね」

源：「ったく、政府はなにやってるんだ。本気で経済政策ってやつを」

キ：「過去最高の、有効求人倍率。過去最低の、失業率。賃上げも、じょじょに始まってる……」

源：「ぃおわっ！　……キアム！　おまえいつからそこに」

キ：「昨日から」

源：「はぁ？　帰ったんじゃなかったのか。てかおまえ、ここにいないときはどこ行ってんだ。そういや、ちゃんと聞いたことがなかった気がするぞ」

キ：「いい。毎日ちゃんと、来てる。給料分は働いてる、から」

源：「そうはいっても緊きん急きゆうの連れん絡らく先さきとか、なぁ」

ラ：「まぁまぁ、お茶、どうぞ。はいっ」

源：「んー、まぁ、いいか。……とにかく、世間じゃどうかはしらないが、けっきょくウチが儲もうかってないってことで、なぁ。どうにも」

キ：「それは景気と、関係ない。夷えびすやの問題」

ラ：「大きな仕事でも入るといいんですけどねぇ」

源：「そうは言ってもなぁ、不動産仲ちゆう介かい業ぎようなんてものぁ、賃ちん貸たい仲介で家賃の最大一か月分だからな」

キ：「法律で、決まってる。どこもそれでやってる」

ラ：「あ、でも、仲介手数料無料、なんていうところもいま、ありますよね。わずかな手数料であまり儲からないのに、そのうえタダ、だなんて、ありえるのでしょうか」

源：「ああ、増えてるな、そういうの。ウチでもいくつかそういう物件、あるぞ。……ええと、……ほら、あった、これだ。「敷２、礼０、手数料０」」

ラ：「ぁ、気づきませんでした。って、わたしがチラシ、出力して貼はっているんですけどね、うふふ」

源：「そう、それで、だ。どうなってるか、っていうとだな……」

キ：「仲介手数料を、客が払うとは限らない」

源：「あー、それ言っちゃう？　せっかくラウネアが考えるクイズにしようって思ったのによぉ。……まあ、つまりはそういうこった。仲介手数料は家賃一か月分までと法律で決められてる。慣習的に客が払うもんだってなってたが、別に誰が払ってもいい。つまり大家が払ってもいいわけだ」

ラ：「あ、そうなんですね。でも大家さんが払ったら」

源：「その分、大家の実入りは減る。だから人気の物件なんかじゃまずないが、人気がさほどなくて、空き部屋の期間が長かったりしたら、それくらいサービスしてもいいか、ってなるだろ。部屋が空いたままじゃ、そもそも家賃収入なんて入って来ないんだからな」

ラ：「なるほど、そうですね。じゃあ、仲介手数料が家賃の半分、っていう不動産屋さんもありますけれど」

キ：「残りの半分を大家が払ってる」

源：「ほんとに半分しか不動産屋が取らないケースもあるけどな。だがまあ、キアムが言ったのが大半だろうな。それと、不動産業者自身が物件を持っているって場合は、仲介自体が不要となるからな。手数料が発生しない場合もある」

ラ：「大手の不動産屋さんなんかは、自分でビルを持っていたりしますものね」

源：「いずれにしろ、賃貸の場合、手数料はＭＡＸで一か月分だからな。ウチはひとり者向けの安い物件が多いし、だから儲からないんだなぁ。ふーっ……」

ラ：「あ、でも、分ぶん譲じようマンションのチラシもありますよ、賃貸じゃなくて、売買の手数料なら、うんと高くなるんですよね？」

源：「まぁ、ウチなんかじゃ、売買の物件はほとんど出ないけどな」

ラ：「けど、ほら！　売買の手数料は……」

キ：「売買価格の、五パーセント。ただし」

ラ：「五パーセント……、でしたら、百万円の物件で五万円。一千万円なら五十万円。一億円なら……！」

源：「一億なら五百万、三億なら千五百万……、ほんとにそんなに客が払うと思うか？　手数料は税金じゃないんだ。キアム、ただし、の後を言ってやれ」

キ：「ただし……、物件の価格二百万円までが、五パーセント。二百万円以上は、そこから四百万円までの部分が、四パーセントになる」

ラ：「四パーセントですか？　じゃあ、四百万円の物件なら」

源：「二百万まで五パーセントで十万、もう二百万分は四パーセントだから八万。十八万だ」

ラ：「微び妙みよう、な減り具合ですね」

源：「ああ。でもな、売買物件なら、四百万なんてのはかなり安い方だ。この東京で、ひとり向けのワンルーム中古マンションだって一千万はざらにする」

ラ：「じゃあ、一千万なら、仲介手数料は……」

キ：「四百万円以上は、上限なしで三パーセントになる。一千万円なら、二百万円までの五パーセントで十万円、四百万円までの二百万円分が、四パーセントの八万円、残りの六百万円が三パーセントになって、十八万円。合わせて」

源：「三十六万、だな。あー、言い忘れたが、消費税がさらにかかる。二百万以下でもな」

ラ：「え、じゃあ、一千万円の消費税で……」

源：「違ちがう違う、手数料分の消費税だ。オレたちが受け取るのはな。けど、税金として納めなきゃならないから、そこはスルーだな、基本」

ラ：「なるほど。手数料っていってもかんたんじゃないんですね。あ、でも三億円の物件なら、ほら！　四百万円分を引いても残り二億九千六百万円の三パーセントで……」

源：「けっきょくそこかよ！　そりゃまぁ、デカい物件をまとめれば、必然的に手数料もデカいけどな」

ラ：「ウチで扱あつかってる物件は最高でも二千万円台ですけれどね。うふっ」

キ：「それも、他社物件。成約しても手数料は半分」

源：「ぬぁー！　……まぁ、あれだ。小口だろうと賃貸だろうと一件一件、真ま面じ目めにやっていくしかないってことだ。真面目に正直に、うん。小さいことからコツコツと、ってな」

キ：「そうだけど、源げん大た朗ろうが言うとなんかウソくさい」

源：「はぁ？　ひでーな、ったく。こんなマジメなおっさんをつかまえて。だいたいウチは誠心誠意、お客さんのために、だな……、んぉや？」

ラ：「どなたか、いらしたみたいです。お客さまですよ♪」







第二章　ぼくらはみんな生きている







１




　表戸のガラスの向こう。

　チラチラとこちらを見たり、ひとしきり躊ちゆう躇ちよするそぶりを見せつつも人ひと影かげが、もうそこまで近づいて来ていた。

「おおっと、言ってる端はしから客だ。いや、お客さまだ！　よぉーし、やるぞ！　社長のやる気、見てろ！」

　源げん大た朗ろう、そう言うと、人影がガラス戸に貼ってある物件チラシに顔を近づけた瞬しゆん間かん、

「いらっしゃい！」

　タイミングを見計らって、玄げん関かん引き戸を開ける。もちろんラウネアも、

「いらっしゃいませ、どうぞ♪」

　めずらしくキアムまでが、

「……いらっしゃい」

　小声で発する。

　その勢い（キアムを除く）と、三人の真っすぐな視線にたじろいだのか、

「ぅ、ぁ！　ぅう」

　動きが止まる客。

　身なりはふつう。歳は二十代くらいの男。ちょっとビビりなだけで、物もの腰ごしもふつう。となれば悪い客ではなさそう、なのだが、

「……？」

　こんどは源大朗もラウネアも、キアムも動きが止まる。言葉を失う。

「ぁ、あ、の」

　客の声で、ようやく源大朗がひとこと。

「あー、ごめん。どうぞ中へ。……ところであんた、お客さん、ちゃんと生きてる？」




「グール、なんですか？」

　お茶の紙コップをテーブルに置きながら、ラウネア。その口調は、やっぱりちょっと驚いたふうだ。

「喰種グール……」

　キアムも、両手で湯飲みを抱えながらつぶやいた。

「は、ぃ」

　テーブルの向こうの男は、出されたお茶に手を付けるでもなく、うなずく。

　細身で細ほそ面おもて。とくになんということもないセーターにズボン、上着。中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびた髪。

　学生か、まだ二十代の社会人、といったよくある風ふう体てい、風ふう貌ぼうの男。

　しかしなんといっても特とく徴ちよう的てきなのは、

「やっぱり、死んでる、のか」

　源大朗もひと言ひと言、慎しん重ちように確かく認にんする。その土気色の顔。どろん、と光のない目。まさにテレビや映画などで見る、「動く死体」そのものだ。

「あ、はい。ええと、説明を少々要しますが、医学的にというか、ぼくの心臓は止まってますし、血液も流れていないし、細さい胞ぼうを採取して顕けん微び鏡きようで見ても、死んでいると判断されます。ＤＮＡとかまではわかりませんが」

　たんたんと、男が言う。その声にもハツラツさ、などはないが、ひとまずは十分聞こえる大きさと滑舌だ。
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「えーと……、緑みどり川かわ、さんね。これは、本名？」

「ええ。向こうの、生まれた世界ではグリュンガル、という名でしたが、それが緑の川、という意味でして」

「それで、こっちへ来て、緑川で登録したわけだ」

　異世界人がこちらの世界へ来たときには、登録所で各種の手続きをしなくてはならない。こっちの世界で発音できる、書くことのできる名前、などもそのひとつだ。

「最初から死んでる、の」

　と、キアム。テーブルと壁かべの凹くぼみに囲まれたお気に入りのスペースから、じっと緑川を見つめている。

「あ、いえ……ははは、やっぱりちゃんと説明する必要がありそうですね」

　そう言って笑うと緑川、少し遠い目をして話し始めた。その目もまた、やはりドロンとして生気はなかったのだが。

「……ぼくの故郷は、百人に足りないくらいのグールが暮らす小さな村で、こっちではグールって呼ばれてますけど、向こうではただの、ぼくらの種族の村ってだけで、平和な、なんにもないところです」

　ほぼ全員が牧ぼく畜ちくを営んでいるが、生産物は多くなく、村人全員がなんとか食べていけるだけのものしかない。同時に農業も行っているが、こちらも同様で、収しゆう穫かくはさらに少ないらしい。

「でもそんなだと、やっていけるのか。自給自足って言っても、かなり厳しそうだぞ」

「ほかの村や町とは、交流はないのですか？」

　源大朗やラウネアが尋たずねる。

「はい。じつは飼っている牛の乳や肉を売って、それで周りの村から魚とか、ほかにも必要なものを買ったりしています」

「いちおう貨か幣へい経済はあるんだな」

「まぁ、そのくらいは」

「けどなぁ」

　源大朗の言いたいのは、その程度の規模では、なにかあるとあっという間に取引が立ちゆかなくなる、ということだ。なにかある、どころか、ほんのわずかな変化でもじょじょにジリ貧となるのは見えている。

　源大朗も経営者の端くれだからわかる。

「ダイヤでも出るとか、ってんならなぁ」

「ダイヤ？」

「宝石だよ。宝石でなくても、誰もが欲ほしがるようなもんが、その、あんたの村から出る、取れるっていうなら、どんなに小さな規模でもやっていけるだろうが」

「んん！　緑川さん、ですよ」

　ラウネアがやんわりと釘を刺す。

「ああ、かまいません。宝石じゃないですが、じつは村で取れる牛乳や肉にはちょっとした違いがあって」

「ほお」

「ぼくたちグールの……グール、と呼ぶことにして、ですが、ウイルスが感かん染せんしてるんですよ」

「ウイルス！」

「感染」

　キアムもつぶやいた。

「あー、そうですよね。ウイルス、とか感染っていうとやっぱりイメージだいぶ悪いですけれど……」

　緑川の話をまとめると……。

　グール族といっても最初から死んでいるわけではなく、ふつうに生まれ、ふつうに生きて育つ。もちろん生まれるのは女性から。子どもができるのも、ふつうに男女が、

「えっと、その、結けつ婚こんして、ですね、ふつうに……」

「セックス、ですね」

　その言葉を言いい換かえようと四苦八苦の緑川と、なんの抵てい抗こうもなく口に出すラウネア。思わず店の中の全員が見ると、

「？」

　笑って小首をかしげた。

「……」

　下を向いて顔が見えないのはキアムだ。

　話のまとめを続けると、そうやってふつうに生活しているグール族だが、寿じゆ命みようは短く、平均で三十歳くらいなのだそう。

　このころからグール族の個体の体内ではあるウイルスが増ぞう殖しよくし始める。彼らの土地に固有のもので、彼らにしか感染しない。それが最終的にグール族の個体を死に至らしめるのだが、

「死んで三日ほどすると、生き返ります」

「生き返る！」

「まぁ！」

　しかし、それは最初に緑川が言ったように、生物学的には生きておらず、つまりは死んでいる。

　細胞が死に、血液は流れず、内臓もはたらいていない。

　しかしそれでも、グール族は動き、歩き、考え、しゃべることもできる。

「ウイルスが全身に行きわたった結果、肉体が死にます。けれど死んだまま肉体を維い持じし、「生きる」ことができるのです。記き憶おくもありますし」

　緑川の声が弾はずむ。

　土気色の頬ほおに、ほんの少し赤みが差したような気がした。

「えっとな、ちょ、ちょっと、待ってくれよ、その……」

　しかしその話、理り屈くつというかシステムを、誰も理解してはいないようで、

「んー、つまりウイルスのせいで死ぬし、死んでるが、ウイルスのおかげで動いたりできる、ってことか」

「死んでるけれど、生きてる、リビングデッドって、そういうことだったんですね」

「それも、オレたちの常識からつけた呼び名ってことだがな」

　納なつ得とくしたようでしていない。けれど目の前の緑川は、まさにその現象、現状そのままに存在している。

　ウイルスのせいで、細胞は死んでいても腐ふ敗はいすることなく保たれる。

　いわば、ウイルスの群体が肉体を動かしているような状態。

　してみると目の前の緑川もウイルスの郡体生物なわけで、

「けど、どうして……、んー、まぁ、そういう種族だっていやあ、そうなんだろうが、なぁ」

　源大朗の、やはりどこか腑ふに落ちない言い回し。それに答えるように、

「ぼくたちは、「生きている」間に結婚し、子どもをもうけます。なぜなら、いったん「死んで」しまうと、もうそういうことは不可能になってしまうので」

「じゃあ、緑川さんにもお子さんが？」

「いえ、ぼくはそういうことに縁がないうちに、「死んで」しまったので」

　一気に店内の空気が硬かたくなる。気付いた緑川、

「ぁ、でも、ぼくはまあ、仕方ないっていうか、奥おく手てだったので、あ、はは！　……はぁ、まぁ、そういう」

「死んでから、死ぬ、っていうことはあるの」

　明るく振ふる舞まおうとして自じ爆ばくし、キアムが追い打ちをかけるようなことを。

「……あります。この姿になってからは、かなり長い時間、何百年とか、過ごせるんですけど、事故で身体がまるごとなくなるようなことがなければ」

　緑川は、「生きられる」とは言わなかった。

　まさにグール族の後半生は、生きていない身体を「使い続ける」感覚なのだろう。

「んー、それでその、牛はどうしたんだっけか。グール族のウイルスが感染すると、牛も不死になっちまうとか。「うし」が「ふし」、な！　うしが……」

「はいはい」

「ぁ、はい。うふふふっ」

　源大朗のおやじなダジャレに、キアム、ラウネアのそれぞれな反応。

　気を取り直して、正解は。

　牛はグール族の身体を通して変質したウイルスに感染する。結果、それで死んだり、死んだ状態で復活したりはしないものの、肉や牛乳がたいへん美味になるのだとか。

「はー。はやりの熟成肉、みたいなもんかもな」

「ふつうの肉の十倍以上の値で売れるんです。希少だし、それでも買うという相手がいるから値が付くのですが」

　そうした「特産品」があるから、グールの村は少人数でもやっていけるのだろう。しかも宝石の産地、というように、土地そのものを奪うばわれることもない。

　念のため、感染した牛の肉を食べても、ウイルスは食べた者に感染しないのだそうだ。

「なるほどなあ。で、最初に戻もどるんだが、あん……緑川さん、なんでうちに？　この店へ来てくれた理由ってのは、やっぱり」

「家探し、部屋探し」

「なのですね？」

　三人の、重なるような問いに、緑川。

「はい。じつはぼく、「生きていない」もので、部屋を貸してもらえないんです」
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「生きてない……つまり死んでる、ってか」

「死人に部屋は貸せない」

「ぁ、ですよね」

　夷えびすやの面々の反応は無理もない。

　生きていなければ……医学的に生きていなければ、人間は死んでいる。

　つまり「死体」だ。

「でも「入国」手続きはどうしたんだ？　死んでたら、登録証も発行されないだろ」

「ええ。なので、ぼくはいっしょに入国して来た、まだ死んでいない村の者の、「持ち物」ということになっています」

「持ち物」

「まぁ」

「はい。ただし、自分で動き回る「持ち物」なので、特例の登録証をもらっています。これです」

　緑川が見せた登録証には、彼かれの写真や登録番号などのほか、大きく「特例」のスタンプが。

　また、「所持人」として別の者の名前が書かれていた。

「まぁ保証人、みたいなもんだな」

「はい。ぼくはいま、「持ち主」の友人の部屋に居い候そうろうしているんですけど、ぼくがグールだって管理会社に知られて。今月中に退去しろってことに。住む場所がなくなっちゃうんです。このままじゃ、友人にも迷めい惑わくがかかるし、ほんと、困って」

「えっ、どうしてなんです？　新たに借りるのはともかく」

「特例で登録証ももらってる、って」

　ラウネア、キアムの問いには、

「いいか、生物学的には、とか器物が、とかはすっ飛ばして、シンプルにだ、物件に死体がいたら、どうなる？」

「死体のある部屋は……ぁ、事故物件に！」

「そうか」

　事故物件。

「つまりだ。緑川さん、あんたが住むと、部屋がいきなり事故物件になっちまうって、そういうことだ」

　通常、事故物件といえば、その部屋、家で自殺、変死、殺人など、通常でない死があった、というものだ。

　自然死や病死など、事件性のない死でも、孤こ独どく死しなどで発見が遅おくれた場合、かなり傷いたんでしまった死体によって部屋が汚お損そんされたものも事故物件に該がい当とうする。

　こうした事故物件は、分譲、賃貸を問わず、買い手や借主にその情報を伝えなくてはならない、と法律で定められている。

　物件の情報に「心しん理り的てき瑕か疵しあり」あるいは「告知事じ項こうあり」と表記されるのがふつうだ。

　心理的瑕疵。リフォームなどによって物理的には傷みがなくても、居住者の心理に影えい響きようする瑕疵＝傷がある、という意味である。

「そうなんです。ぼくは医学的に生きていないので、そんなぼくが住むと部屋が事故物件になって大変だから、って、断られるんです。いま住んでいるところも、それで」

「そうだったんですね」

「理屈は、合ってる」

　医学的に生きていない＝死んでいる。

　死人が部屋にいる（ある）＝事故物件。次の貸し手に困る。

　たしかに道理だ。

「道理ではあるな。けど」

「どうしましょう」

　大家や管理会社にことごとく断られ、他の不動産屋で部屋が決まらなかっただけはある。

　夷やの面々も次の言葉が出ない中、

「あの……、やっぱりぼく、無理なら……」

　緑川が席を立とうと腰こしを浮かしかけた、そのとき、

「はろー！　まいどー！」

　ガラッ、ビシャッ！　勢いよく表戸が引き開けられ、そこに立っていたのは、

「マレーヤ！」

「こ、こんにちは」

「アスタリさん」

　メイド姿のスピンクス姉妹。マレーヤとアスタリだ。

「なんだおまえたち、なにしに」

「えー！　いいじゃん！　かわいいＪＫのメイドが今日も、せーっかく来てあげたんだよぉ。少しはよろこびなよ、おっさんも！」

「コーヒーを……」

　源大朗を一いつ蹴しゆうするようにマレーヤ。手にはトレーとコーヒーカップ。アスタリのほうはコーヒーポットを持っている。

　ふたりは向かいの喫きつ茶さ店てんの店員なのだが、

「だーれがおっさんだ。ラウネア、コーヒーたのんだのか」

「あ、そろそろたのもうかな、って」

「でしょー！　お客さん来てるみたいだな、って思ったから、先手を取ってコーヒー、みんなの分持って来てあげたんだ。あたしたちって、すごーい！」

「どうぞ、はい」

　そう言うと強ごう引いんにコーヒーカップをテーブルに並べていくマレーヤ。アスタリがポットからコーヒーを注ぐ。

　たちまち狭せまい事務所の中に、コーヒーの香こうばしい香かおりが広がった。

「どぉーお？」

　尋ねるマレーヤに、コーヒーをひと口すすって、源大朗、

「なにが、すごーい！　だ。押おし売うりじゃねえか。……ん、コーヒーはまぁまぁだな。どうせ、キアムに会いに来たんだろうが」

「えー、そんなことないよ、って、きゃー！　キアムくん、そこにいたの。もぉー、早く言ってよ！」

　いちおう否定しながらも、部屋の隅すみにうずくまっているキアムを見て声を上げる。せっせとコーヒーを注ぎながら、

「あ、こっちの人、お客さん？」

「は、はい」

「えー、なんか？　だいじょうぶ？　コーヒー飲んでよね。あれぇ、なんの病気？　変でしょ、こんな顔の人、マレーヤ、見たことないよ」

　ようやく見つけた緑川に向かってまくし立てる。が、そこまで言って、マレーヤ、急に思いついたように、

「ぁ、わかった！　ゾンビ！　ゾンビでしょー！　うっそ、マジいるんだ、ゾンビ！　すごーい、超ちようウケるんですけど！」

　笑う。さすがに源大朗が止める。

「おい、止めろ。お客さんに失礼だろ。それにな、緑川さんはゾンビじゃない、グールだ」

「へ？　ゾンビじゃないの。グールって、どう違うの。だって、どう見ても死んでるじゃん。この顔だよ？」

「顔じゃなく、顔色、な。いいか、ゾンビとグールは」

「いえあの、よく間ま違ちがえられるんです。ゾンビも死者からの蘇よみがえりですから。でもいろいろと違う、っていうか、ぜんぜん違ってて」

「どこが？」

「ええと、ですね」

　ほぼ空になったコーヒーカップを、緑川がテーブルに置いた。

「まず、ゾンビと違ってぼくたちグールは人を襲おそいません。噛かみついたりしませんし、噛まれた人がまたグールになる、という感染もありません」

「えー、そうなんだ」

　緑川によれば、ゾンビもウイルスによって発はつ症しよう、感染するが、そもそもゾンビ族というものはなく、ふだん、感染まえのゾンビとして暮らしているわけでもない。

　グールと違い、あくまでウイルスが主であり、そのウイルスはとつぜん寄生し、種族を問わず死人を蘇らせ、生きている者ならば殺して、どっちにしても死人として動かす。

　そこに、死ぬまえの個体としての記憶や人格などはとうぜんない。

　ただ、グール族のウイルスとの類るい似じ性せいは認められているらしい。ウイルスの株が近い種なのだろう。

「ゾンビとの違いはわかったとして」

「部屋探しが」

　進んだわけではまったくなかった。

　夷やの店内の空気がまたも重くなるか、というところ、

「じゃあさ、クイズ！　朝に四本足、昼に二本……」

「またそれか、やめろっ！」

「えー、お客さんは初めてじゃーん。ね、緑川？　さん。朝に四本足でー」

「あ、それ、人間、ですよね」

「ぶぶー!!　正解はぁ、脚あしが二本取れていたキリギリスが」

「やめろ、気色悪い！」

「うぷぷっ！　……なにするのよー！　さわんないでよ、おっさんはー！」

　口をふさいだ源大朗の手を振ふり払って、マレーヤ。

「あ、あの、すいません……」

　あやまるアスタリ。

「あやまらなくていいよぉ、お姉ちゃんは！　あっ、キアムくんならさわっていいよ！　どうぞ！」

「どうぞ、って……」

　むろんキアムは手を伸ばすわけはないのだが、

「なんだそりゃ。どうせおっさんで悪かったな。……んっ、おまえら、アスタリのほうが妹じゃなかったのか」

　気づいて、源大朗が言うと、

「んー、どっちかわかんないから、どっちでもいいってことにしてて、決めてない」

「は？　いまお姉ちゃん、って言ったろ。それに、いちおうあるだろふたごでも。先に出て来た方が姉、とか、決め方は違うとしても、な」

「だってあたしたちふたり、同じ卵の中だったから」

「卵……卵らん子しとかっていう意味か」

「あ、あの、違うんです。わたしたち、スピンクスは、卵から生まれる、ので、その……わたしとマレーヤは、同じ卵に入ってて」

「だからぁ、どっちが先、とかそういうのでもわかんないし、だから適当に、今日はマレーヤ、妹の気分かなぁ、って」

　ふたりに説明され、初めて判明するスピンクスの出産方法。じつは母親が卵を産み、温めて孵ふ化かさせる。

　現在では安全で確実な孵ふ卵らん器きが用いられるらしいが。

「マジかよ。ってか知るか！　めんどくさいから、どっちが姉でどっちが妹って、決めとけって！」

「まぁ、そうなのですね！」

　ラウネアは感心するが、源大朗は納得いかないようす。

　つまりは、卵のふたごが殻からの中に黄身がふたつ入っているように、マレーヤとアスタリがふたり、ひとつの卵に入っていたのだろう。

　孵化時、殻は外部から割られるので、どっちが先に外へ出た、ということもないのだそうだ。

「あ、あのー……」

　声を上げる緑川に、源大朗。

「そうだ。こんな与よ太た飛ばしてる場合じゃなかったんだよ。悪ぃ悪ぃ。……けど、どうしたらいいもんかな。そういう事情でオーナーがうんと言うわけはないし。不動産仲ちゆう介かいやってて最大の難件かもしれねえぞ」

　こんどこそ源大朗が頭を抱かかえる。腕うで組ぐみし、天てん井じようを見つめる。

「どしたの？　おっさんが悩なやんでるなんて、めずらしいじゃーん」

　マレーヤがその顔をのぞき込もうとする。

「やめろ！　ってか、おっさん言うな。これでもオレはまだ三十……って、そんなことは関係ねえ。この緑川さんの住める物件を、だな」

「え、なんで？　部屋なんていっぱいあるじゃん。あー、わかった！　こう見えて、緑川？　あんがい贅ぜい沢たくっていうか、選えり好ごのみ激しいんじゃない？　ダメだよぉ。わがまま言ってたら、決まんないよ！」

　決めつけるマレーヤ。そのうえ呼び捨てだ。

「いえ、あの、こう見えて、って……つまり、ですね」

　緑川がたったいままで説明して来た事情を話す。

「へーぇ、ふぅーん！　はぁあー、なるほどぉ。そうなんだー」

　意外と真面目に聞いていたマレーヤだったが、

「わかった！」

「なにがわかったんだ。またクイズはやめろよ。三秒で追い出すぞ」

「はぁ!?　なーに言ってんの、こんなかわいいＪＫメイドをぉー、追い出すとか、ひどくなーい？　……ぽりぽり」

　いつのまにかラウネアが出したお茶ちや請うけのクッキーを頬ほお張ばっているマレーヤだが、

「わかったわかった！　いいから、早く言え！　おまえの考えてることだ、どうせ……いや、とにかく言ってみろ！」

「なんか感じ悪ぅー。まぁ、いいや。あのね、つまりぃー……」
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「……で、ここ、か」

　手にした地図から目を上げ、源大朗が見上げる。

　そこに、古びたマンションが建っていた。

　築四十年以上はゆうに経過したと思われる、何度も塗ぬり直され、あちこちが剥はがれ落おちた外がい壁へき。

　窓まど枠わくはアルミサッシではなく鉄枠だ。

　全体に装そう飾しよく的てきなデザインはまったくない、真四角の大きな箱。

「ここ、ですか」

　緑川も見上げる。

「ああ。五階建ての、五階だ。けどエレベーターはない。昔の公団住宅ふう、というか、な。入り口があっちと、こっちにある。総戸数は、二十戸だ」

「……」

　黙だまって見上げるキアム。

　言うまでもなく、夷やを出て、実見しに来たのだ。

「じゃあまあ、行くか」

「は、い」

　グールの緑川がうなずく。

　三人で暗いコンクリート階段を登っていく。なんどもフロアと踊おどり場ばを過ぎ、ようやく五階にたどり着いた。

「……ふぅ、ふぅ、はぁ」

「ぉおーお、やっぱりけっこうキツいな。これ、毎日だと」

「紹しよう介かいする側がそんなこと言ったら、ダメだと思う」

　とは、キアム。ひとりだけ息も乱していない。

「じゃあ、入るぞ。っと、鍵かぎは、と」

　源大朗、ドアノブ下の鍵かぎ穴あなに、他の不動産店の札の付いた鍵を差し込み、回す。ジョギン！　大きな音とともに施せ錠じようが解かれた。

　塗られた緑色がすっかり褪あせて、グレーに近い鉄の扉とびら。あちこち色が剥げ、凹へこんで、傷も目立つ。

　ドア前のホールも埃ほこりっぽく、隅のほうがタールのように黒く固まっていた。

　なんだかすでに、どんよりと空気がよどんでいるふうでもある。そのドアを、ガチャ、これまた大き目の金属音とともに開ける。

「ほぉ」

「はぁー」

　目の前に広がる、暗くうつろな空間。出迎えるのは、どこか湿った空気。思わず声を失って立たち尽つくす源大朗、緑川を後目に、

「……」

　人数分のスリッパをテキパキ並べるキアム。先に入って戸口の上にあるブレーカーを上げ、照明のスイッチを入れる。

　そこに浮うかび上あがったのは、広さ八畳じようほどのダイニングキッチン。その向こうにガラス戸どと収納のドア。右側にはトイレと風ふ呂ろという水回りの、やはりドアが並ぶ。

　いわゆる古典的な１ＤＫ。

　ビニールタイルを敷きつめたダイニングキッチンは広めだが、かといってソファーやテレビセットを置くには物足りない。

　そんな昭和な間取りにふさわしく、リフォームもしていない壁や天井、床ゆかは、全体に薄汚れ、家具の跡あとがはっきりとついているところもあり、クロスの擦すれ、破れもあって、コンディションがいいとはとても言い難い。

「ふつう、ですね」

　緑川が言う。

　先に部屋に上がったキアムがダイニングキッチンの向こう、和室の掃き出し窓にかかったカーテンを開ける。

　とたんに西日が届いて、室内はまぶしいくらいに明るくなった。

「１ＤＫで三十四平米。最上階だし角部屋だし、風呂トイレ別だし。なかなかいいんじゃないか」

「そうですね、はい」

「駅歩十分。徒歩二分に、生せい鮮せん食品も扱あつかっているドラッグストアもある」

「いいですね、いい、うん」

　キアムの補足に、強くうなずく緑川。

「な！　これで決まりだな！　家賃はなんと四万！　管理費ナシ！　礼ナシ・敷一だ。破格だぞ！」

「はい、はい！」

　源大朗の声も、答える緑川の声も熱を帯びる。が、ここで、

「……そんないい物件。ぼくが入っていいんですか。その、ほら、大家さんは了りよう承しようしてるんですか。事故物件になってしまうこと」

　緑川が気づく。にわかに冷静さを取とり戻した。

　それを見て、源大朗。

「んー、そこに気づいたか。まあ、そうだな」

　源大朗が言いながら、数歩移動した。いままで立っていた場所を指さす。

　そこ。ダイニングキッチンの床が、一部黒く変色していた。

　ただの染しみ、というより、なにかが腐ふ食しよくし、ビニールタイルに深く染み込んだ、そんなふうに見える。

「これって」

「じつはな。ここが事故物件なんだ」

「ええ！」

「この部屋の住人が自殺した。遺体は数か月経ってから発見された。二年まえのこと」

　と、キアムの声は冷静だ。

「それから事故物件として、まだ誰だれも入居していない。直前の事故については告知の義務があるからな。知らせると、みんな入居を拒こばんじまう。ずっと空き家だったんで、大家も破格の家賃でいいってことだ。ふつうなら安くとも六万は下らない物件だぞ」

「そ、それで」

　驚おどろいたのか、ショックからか、緑川の顔色がどんどん悪くなる。もともと土気色だったが、もう泥どろ色だ。

「どうだ。いいんじゃないか。こう言っちゃなんだが、緑川さん、あんたもう死んでるんだし」
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　これで決まり、とばかりに源大朗、緑川の背中を軽く叩たたく。

「それで、さっき、こそこそ話してたんですね」

「んまぁ、マレーヤのアイデアでな。あいつ、たまにはいいことを言いやがる」

『緑川っちが住んだら事故物件になる、っていうならさぁ、逆に事故物件紹介したらいいんじゃん！　最初から事故物件ならぁ、それ以上変わんないっしょ！　これ、どう？　マレーヤ、あったまいーい！』

　実際に探したのはラウネアだ。

　パソコンを操作し、不動産情報データベースから物件情報をピックアップしてくるのはラウネアの仕事だ。とうぜん、活用しているのは不動産業界団体に加盟するプロ用サイトである。

　マレーヤのセリフを思い出して、源大朗、くしゃくしゃと髪かみを掻かきまわし、いっしゅん苦虫を噛み潰つぶしたような顔をしながら、

「これから事故物件を紹介する、とも言えなくてな。いや、契けい約やくまえにはちゃんと言うつもりだったぞ。現にいま、言ってるだろ」

　弁明はやや苦しい。が、

「けど、だ！　ものは考えようだ。事故物件になるのが怖こわくて、あんたを入居させられなかった大家も、もう現に事故物件なら問題ない。問題どころか、ウェルカム！　だ」

「死んでても大だい歓かん迎げい。たぶん……」

　ある意味、身もフタもない言い方のキアム。

「なんつっても、この広さでこの値段はない。なかなかない、じゃなく、ないな。敷しき金きんも半分にしてやる。いや、ゼロもあるかも、だ」

　なおも畳たたみかける源大朗。

　キアムは、さっきまで源大朗が隠かくしていた？　とも言える塩ビタイルの染みの上へ乗ってみて、

「これ、気になるなら床の張はり替かえも頼たのめると思う。傷んでるから、ちょっと音もするし」

　足で押し付つけて、キー、キュー、と音を鳴らす。

「いいところに気が付いたな！　うん、これなら張替え、いけるな。オレが頼んでおくから、引ひっ越こすまえにはピカピカのダイニングの床になってるぞ」

　と、源大朗。続けて、

「よーし、契約するなら、いっぺん店へ戻るか！」

「……」

　源大朗の言葉で、また窓などを閉め始めるキアム。

　だがなぜか緑川、動かない。言葉も発しない。そんな緑川へ、源大朗とキアムの視線が集まる。

　緑川、ついに、ほんの少し紅潮した？　顔色で、ひとこと。

「ご、ごめんなさい！　ぼく、怖いの、ダメなんですよ。極度の怖がりで。人が自殺したところに住むとか、なんか出そうで、ぜったい見るっていうか、怖すぎて、ムリ！　です……」




「しっかし、怖がりのゾンビってなぁ」

「ぁ、いえ、ゾンビじゃなくて」

「グール」

　思わずマレーヤのようなボケをかまし、それを緑川とキアムに修正されながら、源大朗、

「……そか。うーん、事故物件に死体……っと、生きてないグール、いい案だと思ったんだがなぁ」

「すいません。ほんとう、すいません。せっかくいい物件を探していただいたのに」

　マジレスをぼやきながらも、全員でここ、別の物件へと移動して来ていた。

「どうぞ」

　こんどはキアムがカギを回し、ドアを開ける。

「ここは」

　廊下の先から午後の光が差し込んできた。それまでの薄うす暗ぐらい玄げん関かんホールとは見み違ちがえるほどの明るさ。

　広めのワンルームだが収納も充分。しかも南に面したベランダの大きな窓からの陽光は、かくべつの暖かさと明るさを運んできて余りある。

「いい、ですねえ！」

　緑川の表情もパァッ、と明るくなる。土気色の顔色は変わらないが。

「二十八平米だが、わりと広く感じるだろ。二階建ての二階。なんといっても南向きの窓からのヌケがいいからな。日差しもたっぷりだ」

　源大朗のテンションも上がる。キアムがそろえたスリッパを履はいて部屋へ上がると、緑川はあちこちをチェックし始める。

「コンロはＩＨですね。でもふた口ある。トイレと風呂は別だし、問題ないですねえ」

　気に入ると、ちょっとしたネガも気にならなくなる。むしろその不足や不備がかわいい、味わい深い、となったりもする。

「ここに洗せん濯たく機き置き場も、ある」

　新し目の物件だけあり、洗面所には洗濯機を置くスペースがあらかじめしっかり設しつらえられていた。

「いい、ですね……ぅん」

　緑川もなんどもうなずく。

「これで月六万二千の管理費三千は、わりとってか、はっきりお得だぞ。マンションといっても軽量鉄骨だがな。角部屋だし、隣となりの部屋とはクローゼットが入いれ違ちがいで設けられてて、分厚い壁かべ代わりになってるから、まず隣りん室しつの声や音も聞こえない」

　ＲＣ（鉄筋コンクリート）でなくとも、鉄骨造りで、「マンション」の呼こ称しようとなる。

　しかし鉄骨造りは、建物の骨格に鉄骨が用いられているというだけで、あとは木造とさほど変わらない。隣室との壁は、いわゆる木造アパートと同じレベルだ。

　それでも、間取りを工く夫ふうすることで隣室との音の干かん渉しようはかなり抑おさえられる。

「そもそも「マンション」とは、大だい邸てい宅たく、って意味なんだがな。それはいいとして、どうだ、この部屋、敷二だけどな、なんとか一・五くらいに……」

「いやぁー、これだけいい感じなら、そこはできれば、という程度で。はい。……ええと、ベランダは、と」

　緑川が奥おくの掃き出し窓へと歩く。

　掃き出し窓とは、床まである大型の窓のこと。実際に床と同じ高さにレールがあるもの、一段高くなっているものとがあるが、どちらも基本そこから出入りができるものを言う。窓を開け、

「うーん、気持ちいいな。この空気が……ぅ、ん？　なんだか臭くさい。いや、いやな臭いというよりは、これ……お線せん香こうの」

　緑川の表情が曇くもる。視線が青空から降りて、下へ、そして止まる。そこには、

「……墓」

　ベランダの向こう、つまりマンションの南側には墓地が広がっていた。

　その向こう、寺の本堂の大きな屋根が見える。

　要するにこのマンション、寺の敷しき地ちに隣りん接せつしていて、もっと言えば墓地に面しているのである。

「墓物件」

「えっ」

　キアムのひと言に、緑川が声を上げる。

「その名のとおり、お墓が目の前、せいぜい通りを隔へだてた向かいとかにある物件のことだ。ここみたいに、窓の向こうに見えるってケースを言う場合が多いがな」

　墓物件。

　じつにそのままの名めい称しようだ。

　さまざまな考えはあるとして、墓が「死」を連想・意味するもの、「死」を穢けがれ、とするイメージは一いつ般ぱんにある。霊れい柩きゆう車しやを見ると親指を隠す、などもこうした考えからだ。穢れ、というより畏おそれ、という解かい釈しやくもある。

　いずれにしろ、

「相場よりも家賃は抑えめだ。ここだって、駅から十分以内で単身者なら広さもじゅうぶん、築浅ってことで、七万以上はふつうする。七・五でも高いとは言えないくらいだ」

「それが六万二千円……ですか」

「墓物件の、いいところも、ある。窓の向こうに遮しや蔽へい物がないから、日当たりがいい。お寺はかんたんに移転したりしない。だから、とつぜん建物が建って日当たりが悪くなることも、まず、ない」

　キアムが言う、墓物件のメリットは安目の家賃だけではない、ということだ。

「よかったじゃないか。日当たりもばっちりだし、ここならさっきみたいに、部屋ん中で人が死んだってわけでもない。クリーンそのものだ。うん！」
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　源大朗、決まった、というように胸を張る。が、

「あ、あの……やっぱり、ぼく」

「はぁ!?」

「ダメ、なんですよ。さっきの部屋はひとりだったけど、このお墓には何百人って人が死んで、入ってるわけでしょ。幽ゆう霊れいって意味では、数百倍じゃないですかー」

　緑川の顔は、やはり蒼そう白はく。いや、土気色。

　部屋でなくとも、墓地でもやはりダメなのだという。

「いやいや！　そこで死んだわけじゃないし、ちゃんと火か葬そうされてるんだぞ。って、そういうのじゃねえって、か。うーん！」

　説得しようと試みる源大朗だが、どんどん悄しよう然ぜんとしていく緑川の表情を見て、これは無理だ、と悟さとったようす。

「ダメか」

「すいません……」

「いや、住むのはあんたなんだからな。っと、またラウネアに怒おこられちまう。緑川さん、そうだなぁ、もう死んでるんだからなぁ……」

「は、はい。あの、生きてない、くらいで」

「だな。うーん、つまり、だ」

　腕組みし、考え込む源大朗。そこへキアム、

「死んでると、部屋を借りられないなら、死んでないと借りられない、くらいでない、と」

「そうか、発想の転てん換かんだな！　死んでるからダメ。じゃあ、死んでないとダメ、くらいの物件が……」

「あるんですか、そんなの」

「そりゃあ、って、墓場はもうダメだし。死んでないとダメ、死んでないとダメ……」

「死体安置所」

「それだ！」

　キアムのつぶやきに、源大朗、声を上げる。が、

「……無理、です」

　緑川の言葉を待つまでもなく、

「あるわけないだろ、そんな物件。住める霊れい安あん室しつとか死体安置所とかよ、無理無理無理。ってことは、うーん……」

　またも振り出だし。たちまち消しよう沈ちんする緑川と、毒づく源大朗。

「……」

　キアムだけが、なにかを考えるように唇くちびるを結んでいた。
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　かぽーん……。

　湯気が満たす空間はあたたかく、音さえやさしく響ひびくようだ。

　湯ゆ舟ぶねの中、浸つかっているのは、

「おー、あったまる。んー……」

「はい、ぃ」

　源大朗と緑川。

　いつもの銭湯、富士見湯。開店とほぼ同時の午後四時過ぎ。客はまだ男湯にふたりしかいない。

「……けっきょく、見つからなかったな。部屋」

　湯船の縁に肘ひじを乗せて、源大朗がつぶやく。

「はい」

　緑川も返す。

　そのあとしばらく無言が続いて、お互たがい、すっかり顔も汗あせばんで来たころ、

「すまねえな。せっかくウチに来てくれたってのに。いい物件を紹介できなくて、な」

　顔を手のひらでぬぐいながら、源大朗が言う。

「いえ、真しん剣けんに考えてもらって、ありがたかったです。ぼくもいろいろ、楽しかったし。けっきょくぼくの怖がりのせいで、せっかくの物件も契約できなくて、かえってすいませんでした」

「あやまることはねえよ。お客さまに満足してもらえる物件を紹介できなかったこっちのほうが悪いんだ。あやまるのはオレのほうさ」

「でも……はい」

「んー、そうさなあ、なんかねえかな。こう、オーナーをだまくらかして、ちょちょいと契約……ダメだ。ラウネアに怒られる」

「はは、もういいですよ。ぼくも、あきらめました」

「あきらめたって、どうするんだ。いま居る友だちの部屋、追い出されるんだろ」

　源大朗の問いに、

「はい。それこそ、ホテルとか……もっと、簡易宿しゆく泊はく所じよみたいなところになるかもしれませんが、泊まるなら」

「ホテルは死体……じゃないか、ＯＫなんかな。けど、どっちにしろ新しい生活を始めるって感じじゃあないな。うーん、なんとかしてやりたいんだが、いや、なんとかするのが不動産屋で……」

「ありがとう、ございます。でもこれまでもずっと断られてばかりだったので、こんなに一いつ生しよう懸けん命めいにしてくれて、ほんとに」

「けど結果が出てねえ。商売は結果がすべてだ。お客さんに満足してもらうのは、オレたちが汗をかいたからじゃなくて、いい物件を契約できて、だからなぁ」

　ギュッ、と腕を組む源大朗。

　あごの下、無ぶ精しようひげを伝って汗が滴したたり落ちる。

　なんだか、答えを出さなくては湯船から出てはいけない、そんな妙みような流れになったようで、緑川も湯から出られずにいた。

「……でも、いいですよ、こっちは」

　しばらくして、ぽつん、と緑川がつぶやく。

「ぁん？　いいって、こっちの世界がか。医学的に死体だから部屋も借りられねえってのに。最悪、あんた、故郷へ戻もどるとか……」

「いえ、それはありません。ぜったいに。向こうへ戻っても、仕事は牛飼いとかしかないし、ぼくみたいに「生きてるうちに」結けつ婚こんできなかったものは、子どもも持てないし、なんていうか、居場所がないんですよ」

「そう、なのか」

「それに比べたら、こっちはなんでもできます。がんばれば、ぼくみたいなグールだって、どんな仕事も、なににだってなれそうです。やる気と行動力と、努力があれば、きっと」

「そういう考えも、ある、か」

「はい。そのためなら、いまちょっと不便でも、なんでもないです。牧場を襲って来る野盗もこの街にはいないし、夷やのみなさんもみんな親切で、楽しくて」

「楽しいか。騒そう々ぞうしいって言うんだぜ、あれは。……まぁ、そう思ってくれるなら、オレもうれしいがな」

　ちゃぽんっ、源大朗が湯の中で腕組みした。

　そこへ、

「いやぁ、来ていましたか」

　新たな声。脱だつ衣い場じようとの扉から、洗い場へ入って来たのは、

「よぉ、雄ゆうさん！」

　源大朗が呼ぶ、その男。

　指し月づき雄ゆう二じ。もちろん、銭湯の浴場へ入って来るのだから全ぜん裸らだ。タオルで申し訳程度に隠した身体は、色白でひょろっと細長い。

　髪にもかなり白いものが混じり、源大朗より年上の五十代、といったふうに見える。

「なんだかそんな気がしましてね。店のほうにはいないみたいだったから」

　ていねいに湯船から洗あらい桶おけで湯をすくっては、身体にかける。

　そうしてからおもむろに、

「失礼しますね」

　静かに湯に身を沈しずめる。

　緑川の横、ちょうど三人が並ぶ位置になった。

「あの、じゃあ、ぼくはそろそろ……」

　これを切きっ掛かけ、というふうに、緑川が湯船を出ようとする。腰こしを浮かせかけた、そのとき、

「まあ、もう少し入っていらっしゃい」

　指月が声を掛けた。

「ぁ、はあ」

「雄さんはオレの恩人……古くからの知り合いでな。医者で、亜人も差別しないから、駆けこんで来る亜人も多くて、このあたりじゃあ、ちょっとした顔なのさ」

「お医者さんでしたか。顔、が……はぁ」

「いやですね、どうってことのない、ふつうの顔ですよ。それよりあなた、見たところゾンビ、いや、グールの方ですか」

「は、い」

「そうなんだよ。ほら、種族の特性ってやつで、医学的には生きてない、とか法律的には器物に当たる、とか、ややこしくてね。死人がいると部屋が事故物件になっちまう、てんで、大家が嫌いやがって部屋が借りられないのさ。それで今日も一日あちこちかけずりまわって……」

「す、すいません」

「あー、すまん！　気にしなくていいとこだからそこは。……そうだ！　あんた、緑川さん、ほら、ドーランとか塗ってさ、顔色良くして行きゃあ、大家もわかんないんじゃ」

「ダメ、だと思うんですが。それに、契約時に、身分証明書や登録証が……」

　などと、ひとしきり経けい緯い説明になったあと、

「そのことなんですが」

　指月が口をはさんだ。源大朗、緑川が指月を見つめる。やや間があって、

「いまちょっと浮かんだんですが、わたしにひとつ、考えが」

「ほんとか、雄さん！」

「ええ。ただ……」

「ただ？」

「聞けば、緑川さん、でしたか。大変な怖がりでいらっしゃるとか」

「は、い……」

「そうなんだよな。それで事故物件も墓物件も、死体安置所もダメだったんだ。まぁ、死体安置所には住めないがな」

「それで、なんですが、わたしの知っている物件が紹介できそうなんです」

「ほんとうですか！」

　にわかに表情を輝かがやかせる緑川。顔色は相変わらず土気色だが。

「ほんとうです。そのかわりといってはなんですが」

『ねえー！　そっち、おっさんいるー!?　ぁ、源大朗ー！』

　とつじょの大声。女湯との境の壁の上から降って来る。

　もちろんマレーヤだ。女湯にいるのだ。

「はぁ!?　いるぞ！　だから、おっさん言うな！」

　いきりながらも源大朗が返すと、

『きゃははは！　いたいた！　声が聞こえたからいると思ったんだー！』

「いいかげんにうるさいぞ、おまえら！　だいたいなんでこんな時間に風呂なんて入ってんだ」

『えー、だって、喫きつ茶さ店てんの上のあたしたちの部屋、お風呂ないしー。だから毎日来てるの！　ねえー、そこにキアムくんいるー？　キアムくーん！』

『ぁの、いないと、思いますよ』

　こんどはアスタリの小さな声もかすかに聞こえた。

「だからいないって！　いま大事な話なんだ。あとにしろ！　いや、あとでもいらん！」

『ええー、おっさんマジうざーい！　ってかー、ピチピチの女子高生が壁ひとつ隔てて裸はだかでいるっていうのにさー、もっと興奮とかないわけー。つまんないのー！』

『マレーヤ、そんなこと言ったら、ダメ』

『だってほんとだもーん！　マレーヤもアスタリもぉ、ぜーんぜん服着てない裸だよぉー！　生まれたまんまのさぁー！　ほらほらぁ！　変な気持ちになってきたっしょ！　……きゃぁっ！』

　ザバッ！　源大朗が洗い桶に張った水をかけたのだ。壁の上を越え、放物線を描えがいて水が降り注ぐ。

『なにすんのよー！　バカぁ！　こういうのは女子高生のほうがするもんでしょー！　おっさんがなにやってんのよー』

『すいませんすいません。もう、出ます』

『ちょっとー！　まだ文句あるんだからー！　引っ張らないでよぉ、アスタリ、あ、胸、さわんないで』

　どうやらアスタリがマレーヤを強ごう引いんに連れ出しているようだ。アスタリもやるときはやるらしい。いちおう今日は姉、のことだし。

「ったく。ようやく静かになった。ぅん？　そういや、キアムのやつ、この銭湯で会ったことないな。別のとこへ行ってるのか？　ってのはどうでもいいんだよ！　……で、雄さん、続きを」

「うん。じつはその物件、死体だらけなんですよ」
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「おーし！　そろそろ置こうか、今日は！」

　その声に、

「はーいっ！」

「おつかれさまでしたー！」

　次々、別の声が返って来る。

　午後五時過ぎ。すっかり傾かたむいた太陽が、山の稜りよう線せんを強く浮き立たせている。

　広々と広がる丘きゆう陵りようは、一見すると田園地帯のようだが、緑はなく、全体に無数の杭くいが打ち込まれ、その間をロープで結んで区切られている。

　そのあちこちから顔を上げた、思い思いの作業スタイルに身を包んだ男女十数名。その中に、

「ふぅ」

　緑川もいた。

　あご紐ひもを緩ゆるめ、かぶっていたつばの広い帽ぼう子しを脱ぬぐ。つい、額の汗をぬぐう動作をして、そこに汗が浮かんでいないことに気付く。

　苦く笑しようしながら腰を伸のばした。

「ぅーーーーっ！」

　つい声が出る。長時間のしゃがみ仕事とはいえ、グールには基本、新しん陳ちん代たい謝しやもなく、筋肉の張りや凝こり、痛みもない。

　全身に遍へん在ざいするウイルスが群体として、身体を動かしているだけだからだ。

　それでもなんとなく、ずっと使っていた肩かたや、縮まっていた腰を伸ばすと爽そう快かいな気分がしてくる。

　出るはずのない汗をぬぐいたくなる。

　苦笑を口くちの端に乗せながら、けれどそんな感覚が楽しいような気がしてくる。

　緑川は手元の熊くま手でを持ち、バケツを手に小屋へと歩く。みんな同じように歩いている。途と中ちゆう、話しかけられたり、話しかけたり。

　バケツの中には、今日の成果とも言える土器の破は片へんがいくつも入っていた。

　そう、ここは遺い跡せきの発はつ掘くつ現場なのだ。

　東京都あきる野市。郊こう外がいとはいえ、電車で都心まで約一時間の距きよ離り。

　ここで行われている遺跡発掘に、緑川は参加している。

　それだけでなく、

「よーぉ！　るーさん、もう慣れたかい」

「はい、だんだん要領がわかって来た感じで」

「ははは、そりゃよかった。るーさんには、この遺跡の管理事務所に住み込みでやってもらってるからなぁ。これまでは交代制だった二十四時間の監かん視し小屋、ひとりで助かるよー」

　現場監かん督とくがそう言って、緑川の肩を叩いた。

　るーさん、とは、グールの「ル」から取った、ここでの緑川のあだ名だ。すでに働き始めて二週間、それほどになじんでいた。

「いやぁ、ぼくは寝ねることも必要ないし、ちょうどいいんです。食べ物も生肉でいいし、逆に調理したものはダメで」

「そうそう。買って来てあるよ、ほら、豚ぶたロース切り落とし、五百グラム！」

　渡わたされるスーパーのレジ袋ぶくろ。礼を言って受け取ると、ずっしりとした生肉の重みが伝わって来る。

　グールは死肉しか食べない。

　しかしこっちの世界なら、死肉はスーパーでいくらでも売っている。

　管理事務所はプレハブ建てで、広い事務室と八畳ほどの部屋からなる。そのほかに、道具や機材のための倉庫が別にあった。

　緑川は、事務所の八畳を私室として使わせてもらっている。

　水道や電気はもちろん、電気式の給湯設備もあるので蛇じや口ぐちからはお湯も出るが、風呂はない。

「それに、外で汗をかいてはたらくって、気持ちいいんだな。……汗は、出ないんだった」

　グールは新陳代謝がないから、汗や脂あぶらで身体が汚れることはない。

　それでも土つち埃ぼこりや泥で汚れる分には、水でもお湯でも浴びて落とせばいい。冬に水でも、寒さは感じない。

　どうしてもというときには、歩いて三十分のところに銭湯があった。

「朝九時から始まって五時にはぴったり終わる。まえ準備や後片付けを入れても、自由な時間は充じゆう分ぶんだ。事務室はタダだし」

　遺跡発掘に加え、住み込みの警備員としても賃金が出る。

　事務所はアパートやマンションの部屋ではないので、契約は必要ない。なので、事故物件になどなりようもなかった。

　とはいえ、この職場に緑川が入れたのも、指月の推すい薦せん、保証があってのこと。

「しばらくはここで働いて、こっちの世界に慣れていこう。お金も貯ためて、ほんとにやりたいことを見つけるんだ。なんでもできる、こっちの世界で」

　もしも、緑川が住むことで事故物件になるとしても、退去後、空き部屋になった場合の損失分をある程度保証金などで提示できれば、納なつ得とくする大家もいるだろう。

　それ以上に、ずっとひとつの物件に長く住めば、大家へ多くのメリットを与あたえることができる。信用も上乗せされるのだ。

　だからまた、

「あの店で、夷やさんで物件を探してもらおう。こんどはきっと」

　もうみんな帰ってしまった、ひとりの事務室。

　自分で淹いれたお茶を、緑川はひと口飲んで、

「ぁ、茶柱」




「ところで、なんで雄さんが緑川のこと、知ってたんだろうなぁ」

　こっちはいつもの夷や。

　もう閉店した店内でベンチに寝そべりながら、源大朗のひとりごと。ラウネアが淹れてくれたお茶をひと口、

「ん……茶柱、か」

　つぶやく源大朗を、肩かた越ごしに振ふり返かえって、ほほえむラウネアがいた。

　暮れていく街。

　夷やの灯あかりはまだ煌こう々こうと灯り続けている。







第三章　キアム
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「……こちらが物件です」

　ジャリ……ガチャ。鍵かぎを回す音に続けてドアが開く。キィ～、錆さびたジョイントの立てる軋きしみ音が物件の古さを物語る。

　それはドアの向こうの室内が、どこかくすんで見えるのと、かすかに混じるカビの臭気でも証明されていた。

　ワンルーム、十六平米。

　トイレがいっしょのユニットバス。鉄骨造、三階の二階。築二十六年。

　単身者にはミニマムなサイズのマンションだ。この広さに不足を感じるか、どうせ寝に帰るだけだと納得するか、の家賃、月六万円、管理費ナシ。

「どうぞ」

　先にフロアへ上がり、手て提さげ袋からスリッパを取り出し、並べるのはキアムだ。そしてもうひとり、

「……」

　無言で玄関に入った客の男。痩そう身しんで、やたら髪かみが長い。また、顔もうっそうとしたヒゲで覆おおわれていた。

　ギ～、ガシャ、ン！　ゆっくりと戻って来たドアが閉まる。その音にかぶさるように、ガチッ！　鍵の閉まる音。

　閉めたのは男だ。振り返るキアムに手を伸ばす。その腕うでをつかんで引き寄せる。

「んーっ」

　いや、引き寄せようとしたのは失敗した。袖そでもつかめなかった。キアムがとっさに身を沈め、跳とぶように大きく後ずさる。

「っ！」

　男と距離を空けるためだ。それは成功したかに見えた。だからキアムも、その次の動作を用意しようとした。が、

「そうじゃねーんだ」

　のっそりと見えた男の動きが、異常に速い。一瞬、消えたように見えたかと思うと、もうキアムの目の前にいた。

　こんどこそ男の手がキアムをつかむ。

　パーカーの胸むな元もとをがっちりと握にぎり寄せる。男の手の甲こうは硬く縮れた毛でびっしりだ。

「ぅ、うっ！」

　床ゆかに踏ふん張ばることもできず、キアムはその小さな体を引っ張り上げられ、

「ふぉーらぁ！」

　床に叩たたきつけられた。

「ぁあっ」

　まだ男が胸元を握っているせいで、パーカーが大きくずり上げられ、その下のキアムの肌はだが胸元まで露ろ出しゆつする。

　加えて、いままでかぶっていたフードが毟むしり取とられるように脱げ落ちていた。

「ほぉーん、やっぱりか。わかってたぞ。匂においで、なぁ」

　すだれのような髪の間から、鼻と口だけが突とつ出しゆつして見える。その鼻がヒクヒク、動いて鼻の穴を膨ふくらませる。

　ベロォ……、長く薄うすい舌が唇をなめる。

　キアムが唇を噛かむ。じっと男を見上げる。

「ヴォーグ……!?」




「はろー！　キアムくんいるー!?」

　ガラガラピシャッ！　夷えびすやの表戸が開くのと大声が響くのが同時だった。

　声の主はもちろん、

「うるさいぞ！　マレーヤ」

「すいません」

　女子高生スピンクスで近所の喫茶店のウェイトレス、メイド姿のマレーヤだ。あやまり役は、そのふたごのアスタリ。

「ぇえー、いいじゃーん、毎度、かわいいＪＫがコーヒー持って来てあげたんだからさぁ。はい、伝票！」

「金取ってるじゃねえか！　こっちは頼たのんでないぞ」

「って、飲んでるじゃーん。んー、クッキー、美味おいしいねー！」

「飲まなきゃ冷めるだろ。って、別にお茶ちや菓が子し出さなくてもいいんだぞ、ラウネア」

「まぁまぁ、ちょうど三時ですし、お茶の時間にしましょう。お客さまもいませんし、ねえ」

「わーい、おやつの時間ー！　お客さんもいないし、ラッキーラッキー！」

「客がいないのをよろこぶなよ。まったく、自分の家みたいにくつろぎやがって」

「だーってもう、マレーヤの家みたいなもんじゃーん！　ねえー、ラウネアさーん！」

「はい、はい」

「す、すいません」

　微ほほ笑えんでいるマレーヤ、あやまるアスタリ。

「ねえねえ、で、キアムくんはぁ？」

「そういやキアムのやつ、どうしたんだ」

　けっきょく源げん大た朗ろうもクッキーを頬ほお張ばりながら。

「お客さまと内見に行っていますよ」

「ほんとか！　ちゃんと客が来てるじゃないか。ははは！　でもキアムひとりでだいじょうぶか」

「だいじょうぶ、ってキアムさんが。ネットで物件を指定して来たお客さまなんです。まえに一度、来店されたということなんですけれど、記録が見当たらなくて」

「ふーん。来たっていっても、店の外に貼はってあるチラシを見ただけ、とかかもしれないしな」

「あ、あの、時間って何時ですか？」

　急に割って入ったのがアスタリだ。ふだん、そんなふうに自分から話に入ってきたりはしないほうだから、源大朗がちょっと驚おどろく。

「何時って、そこに時計があるだろ。四時……」

「そうじゃなくて、キアムくんの内見の、その、お客さんの、です」

「それなら、四時ですよ。いま十五分なので、ちょうど内見しているか、終わって、こっちへ向かっているかもしれませんね。お客さまを連れて」

「おー、今日ひとり目の客だな！　いや、お客さまか！」

「どこ、ですか」

「えっ、物件、ですか？」

「どうしたのぉ、アスタリ」

　マレーヤがまた、クッキーをひとつ、口に放ほうり込みながら言う。

「行ってみたいんです。あの、教えて、もらえませんか」

「ここから歩いて十五、六分くらいのマンションですけれど……そうですね、わかりました」

　アスタリの控ひかえめながら、しかしどこか断固とした物もの腰ごしに、ラウネアがＰＣに向かう。すぐに地図をプリントアウトして渡した。

「いっしょに、来て！」

　とは、マレーヤに。マレーヤもこのころには、アスタリの変化にただならぬものを感じている。

「うん！　おっさんも、来て！」

「はぁ!?　誰だれが」

「源大朗も来て！　アスタリが言ってるんだもん。きっとなにかある。来て！」
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「ハフハフハフハッ……！」

　せわしない息が断続的に、強く吹ふき付つける。生なま臭ぐさい臭においに顔をそむけたくとも、身体を押おさえつけられていては、それもかなわない。

　床の上。

　のしかかるのは、客の男。

「ヴォーグじゃねえ。あんな仲良し軍隊ごっこの奴やつらじゃなくてな、一いつ匹ぴき狼おおかみさ。ワーウルフって、呼ばれてるんだぜぇ、こっちの世界ではなぁ！」

　鼻び梁りようから先が伸びて、いまはさらに犬、オオカミの特とく徴ちようが顕けん著ちよになっている。

　ボサボサの髪の間からは、ピンと立ったふたつの犬耳も。

　下から見上げるキアム。

　がっちりとつかまれ、ねじり上げられたパーカーの胸元は、中のシャツごとすっかりはだけて、白い素す肌はだをさらしていた。

「くっ……！」

　口を強く結ぶも、決して目は閉じない。逸そらさない。

　男はただパーカーの布をつかんでいるだけではない。そのまま拳こぶしでキアムの喉のど元もとまでも押さえつけ、体重を乗せていた。

　痩身とはいえ男の身長は百八十センチ以上はあり、ワーウルフの怪かい力りきもあって、キアムが撥はね除のけられる可能性はほぼない。

「まえになぁ、行ったんだよ、おまえんところの店になぁ。そしたらなぁ、おまえがいて、ピーンと来たんだよ。おまえの匂いがなぁ……」

「……」

　キアムは答えない。

　ひたすら見上げ、男の目を見つめ、その視線の先に集中する。

　男の目がわずかに動く。黒目だけが上を見る。

　視線の先は、フードが外れて露あらわになったキアムの頭。その髪の間からふたつの、小さなネコ耳が立ち上がっている。

「ケットシーかぁ。ネコの匂いなんだなぁ。おまえも向こうの世界から来たクチだったんだなぁ。けどなぁ、俺たち……こっちじゃワーウルフって呼ばれてる、俺たちからすればおまえはちょうどいい遊び相手だぁ、ハフハ、ァハァハァ」

　長い舌がプルプル、ペロペロと動く。同時にまた生臭い息がかかる。

　ポタポタ、唾だ液えきまでが落ちて来る。

　生暖かい雫しずくに顔を汚よごされながら、キアムが口を開く。

「こっちは、遊びたい気分、じゃない」

「ファファハハ！　遊ぶってのはぁ、そういうことじゃねええ！　俺ワーウルフがぁ、おまえケットシーを一方的にいたぶって、なぶって、くびり潰つぶす、そういうことだぁあ！　おまえはせいぜい、怖こわけりゃ目でもつぶってりゃぁいい。それともその目も、潰してやるかぁあ！　ほらぁ、もっと怖がれ！　怖がれぇえよぉお！」

　ますます舌がベロベロ、揺ゆれ躍おどる。前まえ髪がみの向こうの男の目が、暗い色を燃え立たせてキアムを見つめる。

「そんな、こと……うぅっ！」

　それでもキアムが目を逸らさないと、

「ほらほらほらぁ！　そうじゃないだろぉ！　犬とネコならなぁ、犬にかなうわけねええええ！　まして俺はオオカミ、ワーウルフだからなぁああ！　ケットシーのかわいい怯おびえ顔見せろよぉお！　ぉお!?　この、牝めすネコがぁああ！」

　そこまで言うと男の目が、くるん、と下を向いた。

　剥むき出だしになったキアムの胸を見る。

　真っ白い肌がわずかにふくらんでいた。

　ちょうどカーテンもない窓から差し込む午後の光が細長く当たって、胸の頂が透すけるように光る。

「はーははははぁー！　ハフハフハファッァア！　いま食べてやるからなぁあ、文字通り、柔やわらかそーな胸も、腹も食い破ってそのはらわたもぉお……ぎゅぐ!?」

　男の声が不意に途と切ぎれた。

「！」

　キアムが身をひねりざま膝ひざを打ち当てたのは男の下あごだ。あごが強制的に閉じる。ということは、

「ふぎゅぎゅぎゅ、ぎゅぶぁあっ！」

　垂らしていた舌を思い切り噛んだ。

　男の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。半ば千切れた舌から血が滴る。

　キアムの裸の胸を見ようと男の目が動いた。視線が降りた、その瞬しゆん間かんをキアムは見み逃のがさなかった。

「ぅんっ！」

　そのまま身をよじって逃のがれる。が、喉元を押さえつけていた腕の重みが一いつ瞬しゆんなくなっても、手はキアムの服をがっちりつかんだままだった。

　ビビビビビビッ！　生き地じが引きちぎれ、破れる音とともに、なんとかキアムが男の下から転がり出る。

　が、

「ぅぎゅぎゅぎゅる！　そうはいくかぁあ！」

　その足をつかんで、男が強引に引ひき戻そうとする。

　しかしすんでのところでこっちも、ブカブカのズボンをわざと脱ぎ捨すてるようにキアムが這はい出す。
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　こんどこそ男と距離を取った。

「……すぅ、すぅ、はぁっ」

　キアムの呼吸音は規則的だ。しかし大きく胸が波打ち、すぐにでも倒たおれ伏ふして喘あえぎたい、そんな筋肉と呼吸器の限界を必死にこらえている。

「ほぉお、シッポもあるのかぁ。そりゃそうだよなぁ、ケットシーなら、シッポもあるよなぁー」

　ズボンがなくなって、ずれたキアムの下着から、チアリーディングのポンポンのようなシッポがのぞいている。ふんわりと柔やわ毛げにつつまれた丸いシッポが、警けい戒かいと緊きん張ちようで小刻みに揺れる。

　部屋の奥おく、腰こし高だか窓を背にキアムが身構える。

　男が距離を詰つめて来る。

　さっきからずっと蹴けられたあごをさすっていたが、

「痛ててて。こんなに舌が切れちまったぁ。まぁーったく、かわいくねえネコだぜぇえ。こりゃあ、たっぷりお仕置きだなぁあ！」

　自分の歯で傷つき、真っ赤に染まった舌をベロベロ、ピロピロ、これみよがしに垂らし、そよがせて迫せまる男。

　ポタポタ、血の雫が床に落ちる。

「ふぅー、おまえの舌も噛み切ってやるかっぁあ。くくく、ぐふふふ！　そうそう、俺にもシッポがあるんだよぉお！　ほらぁあ！」

　男が自分のズボンをわざと緩める。腰ギリギリまで引き下ろすと、その尻しりから、ブォサッ！　たっぷりと長い、ホウキのようなシッポが現れた。

「なぁあああ!?　おまえをぶっ壊こわして、食っちまいたいって、シッポもよろこんでるぞぉお！」

　そのとおり、シッポをブンブン振りながら男が腰を落とす。脚あしに力を溜め、その筋肉の力で飛びつき、いっきにキアムを襲おそうつもりだ。

「……っ！」

　歯を食いしばるキアム。ちょうど射さし込んだ光に、瞳ひとみがスリットのように盾たてに細くなった。

「ホォォオオオッ！」

　男がとびかかって来る。その手の指ゆび爪づめが、数倍大きく鋭するどく尖とがっている。その爪がキアムの身体ごと引き裂さこうとする。

　そのときだ。

「キアムくん、伏せて！」

　とつじょ、響ひびく声。

　その声に、男の爪から逃れるべく飛とび退のこうとしていたキアムが、即そく座ざに身を沈める。ちょうど腰高窓の下の、床へと伏せるふうになった。

　そこへ、

「りゃぁああああああっ！」

　サッシの窓が粉々に割れて飛び散るのでは。それほどに強く振りかぶった金属バットの一いち撃げき、だったのだが、

「あれ」

　ドシッ！　衝しよう撃げきにヒビが大きく走る。一部、欠片かけらが落ちる。けれどガラスは割れない。しかし、

「はぁあああ!?　なんだそりゃぁあああ、誰だぁああああ[image: ]」

　男が声を上げた。それでじゅうぶんだった。

「こっちだ」

　こんどはドアが開いた。つまり男の背後だ。

「ふぁっ!?」

　男が振り返る。が、そのときにはもう、

「遅おそいんだよ！」

　部屋へ躍り込みざま源大朗が、男の腰こしから胸にかけて、逆ぎやく袈け裟さに斬きりつけていた。

　ただし金属バットで、だったが。こちらも。

「ぐぎゃああああっ！」

　金属バットとはいえ、源大朗の抜ぬきつけは正確で強勢。

　切きり裂かれこそしなかったものの、腰から胸にかけて金属製の棒を叩きつけられ、ワーウルフの男は悶もん絶ぜつして崩くず折おれた。

　その男の背中に、ドカッ！　踏みつけるように足を乗せて、源大朗、

「ウチのかわいい従業員になにしやがる！　死ななかっただけ感謝しな！」

　吐はき捨てる。

　その脇わきを、

「キアムくん！」

　すり抜けて、部屋の奥へ走るのはアスタリだ。

「だいじょうぶですか！　お怪け我が、は！」

　キアムを気き遣づかう。

「平気、だ」

　そのキアム。そうは言うが、服はビリビリに引き裂かれ、ズボンもない。あまりに剥き出しの上、あちこち擦すり傷きずと打ち身のアザができていた。

　その姿に、

「……キアム、くん……って、女のコ、だった、の？」

　窓の向こうから呆ぼう然ぜんとつぶやくマレーヤ。気づいたアスタリが窓のカギを開けると、

「ぅ、ん……しょ！」

　開いた窓からなんとか部屋へと入って来る。

　じつはマレーヤ、隣りん室しつのベランダから強引にこっちの部屋の窓をぶち破ろうとしていたのだ。

　さっきの一撃ももちろんマレーヤだった。隣室の住人にとっては、呼よび鈴りんにドアを開けたら、

『ごめん、緊きん急きゆう！　入るよ！』

　無理やり押し入いって来て……、という具合である。

　そのマレーヤ、やはりキアムを見つめて、

「胸……ある。ネコ耳もシッポも。それに……」

　下半身に降りたマレーヤの視線がそこから動かなくなる。

「見るな」

　キアム、逸らした顔の頬ほおが赤く染まる。

「それくらいにしといてやるんだな。ほら、よ」

　近づいた源大朗が、自分の上着を脱ぐとキアムの肩にかける。ワーウルフの男はまだ失神していたが、念のため後ろ手に手首を縛しばり上あげてあった。

　上着の前をかき合わせるキアム。

　さらにアスタリがズボンを拾って来て、渡した。

　マレーヤはまだ驚き顔のまま。

「けど、でも！　キアムくんが女のコだったなんて。それにネコ耳、シッポも……か、かわぃいい!!　マレーヤたちとおんなじだぁー！」

　そう言うと頭の耳がフルフル、ミニスカートから伸びた長いシッポがブンブン、揺れる。

「おいおい、驚くのかよろこぶのかどっちかにしとけよ」

「なになになんでぇ!?　おっさん、じゃない、知ってたのぉ、源大朗！」

「おっさんじゃないとしたら呼び捨てか。オレはおまえの友だちなのかよ。……ああ、知ってたよ。知らないわけないだろ」

「わたしも、知ってました。だって女のコの匂いが……」

「えーーー！　アスタリもぉ!?　知らなかったの、マレーヤだけとかひどくなーい？　でもいいや！　だってキアムくん、かわいいし！　女のコのほうがもっともっと仲良くなれそうだし、もっといいかも！」

「……」

「立ち直り早過ぎだろ。……さて、と」

　源大朗が後ろを振り返る。まだ伸びているワーウルフの男を確かく認にんしつつ、

「アスタリ、警察へ電話だ。こいつをしょっぴいてもらわねえとな」

　携けい帯たいをアスタリに渡す。

「は、はい」

「そこまで、しなくても……ぼくなら」

「いいや。ケガがたいしたことなかったのはただの幸運だ。野放しにしたら、またこいつは来るぞ。鼻が利きくからな。どこまでも追って来る。こういうのはちゃんとお上に任せるのがいちばんだ。おそらく入国許可を取り消されて、元の異世界へ強制送そう還かんだろうがな」

　キアムに言い聞かせるように、源大朗。そのキアムは、マレーヤたちが作った壁かべの向こうでようやくズボンをはき終えて、

「……わかった。でももう、だいじょうぶだから」

「ああ。うちは給料は少ないかもしれないがな、従業員は家族と同じだ。大切な家族を傷つけるヤツには、オレが容よう赦しやしねえって、な！」

　がはは！　と笑う源大朗。見み得えを切りつつも、ここは三の線で落としたつもりだったが、

「ありが、とう……」

　つぶやくキアムに、

「お、おう」

「へぇー、源大朗もいいとこ、あるじゃーん！」

　バァン！　マレーヤが源大朗の背中を叩いた。ほとんど、思い切りの強さ。

「痛えぞ、この！」

「ぁ、警察、繋つながりました……！」

　そのころ。

　すぐそばの道では、三人の子どもたちがアパートを見上げていた。

　少年野球の選手なのだろう。三人ともユニフォームを着て、大きなバッグを肩に下げている。

「まだかな」

「でも、静かになったから、騒さわぎは終わったんじゃないか」

「ぼくのバット、そろそろ返してくれないかなぁ」

「ぼくのも……」
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　そこは一見、ふつうの町に見えた。

　ちょうど、ようやく村が町になったくらいの広さと人の多さ。

　郊外に広がる畑を耕し作物を作る者、道具や機械を作る者、町中に暮らし商あきないを営む者、ほかにも、そうしたことに当てはまらないさまざまな仕事をする者たちで、いつも町の広場は賑にぎわいを見せていた。

　ケットシーの町。

　ネコ族の一種、ケットシーはこの地方の広こう範はんに住んでいて、この町をはじめ、多くの村や町を作り、ゆるやかな繋がりを維い持じしていた。

　ときに争いもあったが、おおむねそれは平和な時間と言ってよかったかもしれない。

　東からヴォーグの軍団が襲しゆう来らいするまでは。

　ヴォーグは集団行動と規律正しい結束を誇ほこる狼おおかみの種族だ。

　精強な戦士であるヴォーグに対して、個人主義で軍と呼べるものもない、どころか、集団で戦ったこともないケットシーたちが抗こうすることなどできるはずがない。

　たちまち、ケットシーの国すべてがヴォーグ軍の占せん領りよう下に入った。もっとも、それが「国」だったのかすら、確かではないが。

　ヴォーグによる占領・統治は、ある意味過か酷こくを極きわめた。

　かなり高額な税が強制され、ヴォーグの占領法に逆らう者はすべて捕とらえられ、どこかへと送られ帰って来なかった。

　その場で成敗されることも日常の風景だった。

　しかしそうまでされてもケットシーたちが団結して戦うことはなかった。

　それは逆に言えば、ヴォーグたちの法に従い、逆らわなければこれまでと同じ生活を送ることを許された、と言ってもいい。

　ヴォーグたちは巧たくみに、町や村の顔役たちを懐かい柔じゆうし、いままで以上の利権を与えた。

　結果、上層部のケットシーたちは現状に満足し、むしろ下層の同族たちを過酷に支配し、搾さく取しゆし、虐ぎやく待たいに血道をあげるようになる。

　同族たちを仲なか違たがいさせ、憎にくしみ合わせ、その上に位置して極力手を汚さず支配する。

　ヴォーグたちは、その野や蛮ばんな獣じゆう性せいに較くらべて意外なほどに効率的な支配システムを作り上げていたのだ。

　いつしか表向きの賑わいはどこかわざとらしく、よそよそしく、裏通りの暗さがさらに際きわ立だつようになっていった。




　キアムはこの町に生まれた。

　生まれたときにはもう、歴史的なヴォーグの進しん駐ちゆうから数年が経たとうとしていた。

　支配者であるヴォーグと、その傀かい儡らいのケットシー上級民の下で、ふつうの町人、村人は虐しいたげられ、鬱うつ屈くつした日々を送っていた。

　両親はキアムを男の子として育てた。

　この町では女の子は仕事がない。あっても上級民やヴォーグ相手の酒場の給きゆう仕じや、もっといかがわしいものだ。

　男なら、なんとか自分で稼かせぎを得ることができる。むろん簡単ではないが、選せん択たく肢しが広がるのは事実だ。

　町を出ていくことも、男ならできるだろう。

　学校などないから、読み書きは両親に教わった。

　三歳さいになるころから、母の手伝いで裁さい縫ほうを、五歳で父の手伝いで木工や機械いじりを始めた。

　狭せまい一部屋に一家三人の生活。

　しかしあとから考えれば、このころがいちばんしあわせだったのかもしれない。三人が、三人ともに元気でいられたのだから。

　両親はその後、キアムが十歳になるまえに姿を消した。

　先に母が亡なくなり、父はじょじょに身を持もち崩して酒さけ浸びたりに。しだいに家から出なくなった。

　ある日、言いつけの買い物からキアムが戻もどると、部屋には誰もいなかった。父親の持ち物もいくつかがなくなっていた。

　狭い部屋がひどく広く見え、そして冷え冷えと感じられた。




　その日からキアムの時間は、生きることだけに費やされた。費やすしかなかった。

　住んでいた家も追い出された。

　両親もなく、十歳のキアムだけが住むのを大家は認めなかったからだ。それからは、キアムの家は勝手に入り込んだ他人の家の物置だとか、壊れて捨てられた馬車の中だとか、ただ、路地裏の古ぼけた店の軒のき下したになったりもした。

　母の裁縫や父の木工の仕事先も、幼いキアムを相手にしてはくれない。

　金を得る手段は、危険を伴ともなう非合法なものだけになった。

　空き巣とスリだ。

　それでもキアムは、相手はヴォーグか、ヴォーグの手先の上級民しか狙ねらわなかった。何度か小さな失敗をし、何度もひどい目にあい、何度もなんとか逃にげおおせた。

　三年近くもそんな生活が続き、空き巣とスリの腕は確実に上がっていったが、いずれ終わりが来るだろう。

　いつかは捕つかまり、ひどく痛めつけられて命を失うだろう。よくて奴隷か。そうした未来しか見えなかった。

　いっそ、ヴォーグの将軍の馬車に斬りかかってやろうか。

　うまくいけば、こそこそ盗ぬすみをはたらく以上のなにかが起こせるかもしれない。

　それとも残ざん酷こくな刑けい罰ばつを受けるか。

　そのとき、キアムが生きて町へ戻れることはおそらくない、だろう。

　それでも、なにもしないよりはいい。

　なにもせず、ただ朽くちていくよりは……。

「……っ」

　目め抜ぬき通りを豪ごう華かな馬車が近づいて来る。

　前と後ろには護衛のヴォーグ兵。けれどあの馬車が目の前を通りかかったときなら……。

「ちょっとものを尋たずねたいんだがな」

　とつぜん、肩かたをつかまれた。

「！」

　振ふり返かえろうとして、キアムはコートの中の短たん剣けんから手を離はなした。そのときにはもう、馬車はガラガラとキアムの前を通り過ぎて行った。

「いやぁ、この町は初めてでなぁ！　えーっと、このネコパレスってのはどうやって……、いいか、護衛は馬車の前と後ろだけじゃねえ。こうした雑ざつ踏とうにも紛れ込んでる。おまえはずっと見られてたんだ」

　地図を差し出して場所を聞くふりをしながら、そのフードを目ま深ぶかにかぶった男は途と中ちゆうから小声でささやく。

　キアムが目を走らせると、馬車の方向へとそそくさと移動していく男が何人も。見た目はまったく目立たないどころか、キアムと同じケットシーだった。

　もしキアムが斬りかかろうとしたら、馬車の扉とびらに手を掛かけるまえに、後ろから取り押さえられていただろう。

　もっと、刺さされていたかもしれない。

「ときを待て。門が開くときを」

　それだけ言うと、男は身を離す。あっという間に背後の雑踏へまぎれて行く。

「え、ぁ……！」

　顔も見えなかった。

　わずかに、地図を持っていたその手と、かすかな匂いの記き憶おくだけが残る。

　キアムは呆然とたたずみながら、つぶやいていた。

「門……」
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　絶望的な生活は、それから半年もの間続いた。

　そんなとき、キアムは異世界の存在を知る。

　この世界、ヴォーグとケットシーと、村と町と森と、それしかない世界。その向こうの、さらに向こう、思いもつかない、別の次元にある世界。

　そんな世界へ行けるのだと。そんな世界へ繋がる道、異世界への門ができたのだと。

　行こう。

　どんなことをしても行きたい。行くしかない。

　必死に情報を集め、上級民の馬車に潜もぐり込み、何日も食べずに潜せん伏ぷくして待ち続け、ついに……。




「……はぁ、はぁ、はぁ、はぁあああ！」

　心臓が口から飛び出そう、とはこんな状態を言うのだろう。

　どれくらい走ったのかわからない。その場にへたり込むと、

「ぅ、ぅ……ぇえ、おおぇ！」

　嘔おう吐とした。

　いや、正確には嘔吐したと思ったのになにも出て来なかった。胃が緊張から痙けい攣れんし、なんでもいいから吐き出そうとしたのだ。

　だいたい食べ物など、もう三日以上なにも口にしていない。

　出るものなど最初からなかったのだ。

「はぁ、はぁ、ふぅ、ぅう、う」

　コートの上から自身の肩をつかむ。腕うでを組むように両手で抱だきしめ、丸く縮まった身を震ふるわせた。

　身体からだ中じゆうが痛む。

　走って来た疲ひ労ろうのせいもあるが、

「……ぁ」

　肩かた口ぐちを押さえた手を顔の前にかざして、声を漏もらした。

　半ば乾かわきかけた血が手のひらをべったりと汚している。見ると、衣服とともに肩の下が切り裂かれていた。

　すでに血は止まったとはいえ、

「ぅ！　くぅっ！」

　急に痛みが襲って来る。

　確かめると、背中や脚の腿もも、脛すねにも同じような切り傷があった。ここへたどり着くまでに負った、数々の傷や打だ撲ぼくは数えきれない。

『止まれ！　何者だ！　止まれえ！』

『とらえろ！　つかまえられないなら、斬れ！』

『門を通すな！　「向こう」へ行かせるな！』

　蘇よみがえる、飛び交かう怒ど号ごう。兵士が剣けんを抜き、鑓やりをかまえる。

　キアムは止まらない。止まるはずがない。全力で走る。少しでもスピードが落ちたら終わりだ。斬られる。

　止まったら、たちまち囲まれ、捕らえられ、あとは……。

　視界に、おびえた顔の女が通り過ぎて消えた。

　着き飾かざった姿。もとの顔などわからないほど化け粧しようで作った顔。そばには何人もの従者。豪華な馬車。

　今日、遊覧で「向こう」へ行くはずの、ケットシー上級民の女。

　キアムもうわさは聞いたことがある。

　占せん領りよう軍ぐんのヴォーグに取り入って、愛人としてぜいたくな暮らしをしている、そんなケットシーの女は、ひとりやふたりじゃない。

　一瞬で視界から消えた女を頭の隅すみからも追い出し、剣をかざして向かって来る兵に集中する。

『うぉおおお！　止まれぇえ、小僧ぉお！』

　ひとりの剣をやり過ごし、ひとりの鑓をかわし、ひとりの盾を蹴り飛ばし、ひとりの背中を踏ふみ台だいに跳とんだ。

　そのたび、肩や腕、脚や背中に痛みが走った。

　それでも止まらない。

　ぜったいに止まらない！

　そして……。

「！」

　見えた。

　森の一角を急ごしらえの丸太の塀へいで囲った「門」は、しだいにレンガや石を積んだ大規模な建物へと拡張されつつある。

　数年まえとつじょ森の中に出現した「門」。

　そこへ入った者は、別の世界へ行けるのだという。

　平和な、ずっと豊かな、別の世界。地球。アジア。日本……！

　好こう奇き心しんから旅立った者が戻って来て、向こうの世界のさまを伝えた。

　うわさはすぐに駆かけ巡めぐり、さまざまな者が異世界への旅を経験した。上級民たちの耳に入り、調査され、封ふう鎖さされ、やがて彼かれらの独どく占せん物となった。

（あれ、だ……!!）

　まだ「門」を囲む建物が完成まえで助かった。いくつもある隙すき間まから入り込み、キアムはここまで来ることができた。

　大きな木戸の前に立ちふさがる大おお柄がらのヴォーグの兵がふたり。

　これが最後の守備兵なのか。

　大振りしてくる剣を小刻みにかわし、ネコ族特有の敏びん捷しようさ、跳ちよう躍やく力りよくでいっきに飛び越こえる。

　木戸に体当たり！

「ぅ、くっ……！」

　全身に痛みが走る。しかし木戸は開かない。

　絶望がキアムを呑のみ込もうとする。しかし、

「うぅうおおお！　ぐぉらああああ！」

　ヴォーグの兵が身みの丈たけほどもある大剣を両手で握にぎり、頭の上から一直線に振り下おろして来た。

「っ！」

　すんでのところで身をかわす。

　ところが、足がもつれた。

　走りづめ、戦いづめに加えてここ数日、なにも口にしていない空腹。エネルギーがとつぜん切れるように、腰からくだけた。

　だが、これがよかった。

　ガガガガガガ、ガギュッ！

　倒れ込むキアムの上、振り下ろされた大剣の切っ先が木戸を貫つらぬいていた。キアムの頭の直上、いつのまにか外れたフードからたちあがったネコ耳を半分切り裂いて、剣が止まる。

　思わずつむった目をキアムが開ける。黒目だけで見上げると、髪かみの中まで剣の刃が達している。

　この機会をキアムは見逃さなかった。

　わずかに開いた扉の隙間に身を割り込ませる。そのまま木戸の向こうへ出た。そして。

　それが、目の前にあった。

　空間が丸く歪んで、光を漏れ出させている。呼吸するように収縮しながら、ときおりフワッ、と広がる。

「これが」

　門。

　門とよばれる、向こうの世界への入り口。

「ぉおお、お!?」

　ヴォーグ兵も声を上げていた。

　どうやら見るのは初めてらしい。数歩踏み出し、手を伸のばせば届くキアムを前にして、一歩、二歩、下がる。その顔に、畏おそれと恐きよう怖ふが浮うかんでいる。

　だがキアムに迷いはない。

「ふっ」

　倒れるように、身を投げた。身体が光に包まれる。

　落ちていくような、吸い込まれるような。手の先も、自分の身体も見えない。重さも痛みも、時間の感覚さえも喪そう失しつしていく。

　気が遠くなるほど長い時間。あるいは瞬まばたきするほどの一瞬。

　そののちに、

「……」

　キアムは見上げていた。

　星空。しかし星は数えるほどしか見えない。異常に小さい月。故郷の月はこどもの顔ほどもあったのに。

　出たのだ。異世界。地球。日本。東京……！

　新たな白い壁が、夜空を切り取り、取り囲んでいる。

　青い服を着た兵たちが見えた。この世界では、警察官、機動隊と呼ばれる。

　まだだ。まだ、こんどはここを、突とつ破ぱしなくてはならない。

　キアムは覚かく悟ごを決めた。

　自由を、ほんとうの自由を得るために。
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「いやー、あんときは驚おどろいたな」

　源大朗がコーヒーをグピッ、と飲み干す。カップをマレーヤに差し出した。

「またおかわり？　何なん杯ばい飲んでんのよ、源大朗！　……まぁ、キアムくんを助けてくれたから、いいけどさぁ」

　文句を言いながらもマレーヤ、コーヒーポットから源大朗のカップにコーヒーを継つぎ足たしていく。

「それにしても、キアムさんに大きなケガがなくて、なによりでした。ネットからのお客さまには、もう少し警戒しなくてはいけませんね。わたしも反省します」

　こっちはラウネア。

　自分で淹いれたお茶の湯飲みを、両手でつつむように持っていた。

　キアムとアスタリはいない。

　あのあと、ふたりの警察官がやって来て現場検証。さらには警察署での調書作成に協力し、病院でキアムのケガの診しん断だん書しよも取った。

　ほぼ一日仕事で、すっかり日が暮れている。

　疲つかれたキアムを仮か眠みんさせる、としてアスタリが喫きつ茶さ店てんの二階、自分たちの部屋へ連れて行っていた。

「マレーヤも行くー、って、言ったのにぃ」

「おまえが行くとうるさくて寝ねられないだろ。気が休まらねえよ」

「えー、キアムくんと添そい寝したかったのにー！」

「だから、キアムは女だって、これでわかったんだろ？」

「そうそう！　なぁに、みんな知ってたわけぇ？　アスタリも知ってたっていうか、匂においでわかったとかぁ。ラウネアさんも知ってたのぉ？　ひっどーい！　マレーヤだけ仲間外れ、ひどくなーい!?」

　メイドコスの超ちようミニから伸びた脚をバタバタさせて怒おこるマレーヤ。

　耳もシッポもフルフル、ブンブン。怒りながら、ラウネアが出してくれたクッキーをつまんでは口に放ほうり込む。

「おいおい、太るぞ。……まぁ、表向きは女子だって気づいてる客はいなかったし、商店街でもなぁ、雄さんなんかは気づいてたろうが、それにしても鼻の利くワーウルフってのは盲もう点てんだった。不動産商売の、定番トラブルのひとつでもあるんだ。イヤな定番だがな。物件を案内した女の店員が男の客に、よくてセクハラ、最悪、襲われるってのが」

「あー、部屋に入れば密室だし、鍵かぎもかかるしー」

「ちょっとくらい叫さけんでも、外まではなかなか聞こえませんし。場所にもよりますけれど」

「だからな。気をつけてはいたんだが。キアムはいちおう男子ってことになってるし、油断したよな。オレの責任だ」

　苦虫を噛かみ潰つぶす源大朗に、

「ね！　最初ってどうだったの？」

　身を乗り出すマレーヤ。目を輝かがやかせている。事件がいちおう落ち着いたことで、別の興味がにわかに湧わき上がって来た、というふうだ。

「最初って、なんだ」

「キアムくんがぁ、最初にここに来たときだよぉ！　おっさんがさぁ、キアムくんと最初に会ったときの話！　聞きたい聞きたい聞きたいぃ！」

　とまたミニスカの脚をバタバタ。

「だーれがおっさんだ！　……んー、もう六時か。今日はもう客も来ないな。ラウネア、看板のライト、消してくれ」

「はい」

　表の看板を照らすライトは、二個あるうち、ひとつが壊れて消えている。

　ラウネアはライトを消すだけでなく、シャッターも下ろした。これで完全に、夷や、本日の営業は終しゆう了りようだ。

「なにから話したらいいかな。もう一年近くまえになるか。管理してるアパートの部屋のひとつに、オレが行ってみたら……」

　あるときの午後。

　源大朗は店から徒歩二十分のアパートへ向かっていた。

　木造アパート、築四十年。二階建て。

　外観からして、一歩間ま違ちがえば廃はい墟きよか、と思うレベルだ。このアパートの、一、二階合わせて六つの部屋が夷やの管理物件なのだ。

　街の不動産屋の仕事は仲ちゆう介かい業ぎようばかりではない。

　大家から委い託たくを受け、アパートやマンション、借家の管理をする。管理契けい約やくによって毎月の安定した定期収入が見込めるし、仲介業よりもこうした管理物件を多く持っている方が売上的には大きい。

　住人がふつうに暮らして家賃の払はらいもスムースなら、基本、ひとつの物件にそれほど時間とエネルギーを取られるわけではないからだ。

　なので、さほどはない日常業務は、住人からの要望対応（クレーム対応とも言う）になる。大家からの要望もある。

　あとは今日のように、定期的に現地に来ては、異常がないかを確かめる。

　落ち葉の季節など、玄げん関かん前まえが落ち葉で埋うまっていたら掃そう除じするなど、そんな仕事もある。

「一階の、空き部屋だったか」

　そうした部屋はとくに要チェックだ。

　空き部屋期間が長いと、目をつけられて荒あらされたり、最悪、壁や窓にいたずら書きをされたりすることもある。

　勝手にドア前にゴミを置かれて、それにまた火を付けられたりしたら大変だ。つねに小ぎれいに、隙すきを見せないようにしなくては。

「ぅん？」

　空き部屋になっている奥おくの部屋のドア前に立って、源大朗は気づいた。

　鍵が壊こわされている。

　それも、ドアノブの周りが砕くだけて、中の部品が散らばり落ちるような乱暴なやり方だ。バールなどでこじ開けたのか。

　しばらく無言で眺ながめたあと、源大朗はドアに耳を押おし当あてて中の音を拾おうとする。音はない。外を回って窓を確かめた。

　まえの住人がそのままにしていたカーテンがかかっていて、中はうかがえない。古びて歪ゆがんだサッシのガラス戸は鍵がかかっていた。

「さてと、どうするか」

　改めてドアの前に戻り、肩から掛けていたカバンを下ろす。中から、

「ないよりはマシって程度だな」

　取り出したのは、仕込み杖づえだ。アンテナのように三段に伸びる。アルミでできており、鉄パイプなどと打ち合えば勝ち目はない。

　カバンを地面に置き、源大朗はドアノブに手を掛ける。壊れてノブは回らなかったが、ドアは開いた。

　キィィィィ～……。軋きしみ音が爆ばく音おんのように大きく感じられた。心臓がドッ、ドッ、耳にうるさいほど鼓こ動どうを高める。

　窓のカーテンのせいで部屋の中は薄うす暗ぐらい。目が慣れるのに時間がかかる。

　部屋はすべて同じ作り。ドアの右手に台所、左にユニットバスとトイレのドア。四畳じようほどのキッチンスペースの向こうに、ガラスを入れた引き戸を挟はさんで、奥が四畳半の畳部屋の、クラシックな１Ｋだ。

　かび臭くさい部屋の空気が鼻び孔こうをふさぐ。気配をさぐりながら、土足のままキッチンスペースに上がる。

　暗い奥の部屋の壁かべ際ぎわに、こんもりとうずくまるような人ひと影かげが見えた。あれか？　警けい戒かいしながら源大朗がさらに一歩、二歩、中へと進んだとき、

「……！」

　とつじょ、影が襲おそって来た。

　キッチンの陰かげに潜ひそんでいたのだ。奥にあったのは上着を丸めた見せかけだった。源大朗が背中を向けたとみて、襲いかかって来たのだ。

「なに!?」

　源大朗も振り返りざま仕込み杖を振るう。しかし影のほうが素す早ばやかった。手に持った刃は物もの、いや、手の指爪が異常に長く尖とがって迫せまる。

　一いち撃げき目はなんとかかわした。しかしもう片方の腕の爪がすぐに来る。

（こりゃ、もう……！）

　かわせない。杖で受けることもできない。

　あの爪に切きり裂さかれる。顔か、喉のど笛ぶえか……！

　源大朗が覚悟した、次の瞬しゆん間かん、

「うぅっ」

　影が、崩くずれた。

　まるで急に電池が切れたように、それまで目にも見えないほど鋭するどかった動きがすべて止まって、崩れ落おちて来る。

　それは源大朗の上へ。

「ぇ、あっ？　おおお!?」

　抱きかかえるかっこうになって、源大朗がうめいた。その腕に感じる感かん触しよく。とてつもなく軽く、小さく、華きや奢しやな。

「子ども、か……まずい。すごい熱だ！」

「はっ、はぁ、はぁ……は、ぁ」

　腕の中のキアムが、高熱にあえいでいた。
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「いやぁー、驚いたな、あんときは」

　いつのまにかクッキーから羊よう羹かんにかわったお茶ちや請うけを、パクッ、口に放り込み、そのまま楊よう枝じをくわえながら、源大朗が言う。

「それ、さっきも言ったよー。ぁ、じゃあ、それからキアムくんがこのお店ではたらくようになったの？」

　こっちは、コーヒーから変わって、ラウネアが淹れてくれたほうじ茶をすするマレーヤ。

「ところがなぁ、そんなに簡単じゃねえんだ。とにかく、あいつはすごい熱だったし、雄さんの診しん療りよう所じよへ連れて行ったんだがな……」

　管理物件の空き室に無断で入り込んでいたキアム。

　じつは「この世界」に来てから一週間が経っていた。

　向こうの世界で、「門」を突破するときに負った傷。こちらの世界でも、「国境」の検問と防ぼう疫えき施し設せつを抜ぬけ出るときに無理をしたりで、キアムはそうとう消しよう耗もうしていた。

　こっちで自由になったはいいが、食くい扶ぶ持ちがあるわけでもない。

　けっきょくは、まえの世界、故郷でやっていたような、スリや空き巣に身をおとすことになった。

　故郷だったら、スリの相手はヴォーグやケットシーの上級民などに限った。庶しよ民みんを支配し搾取している者たちへの復ふく讐しゆうでもあった。

　しかしこちらの世界では、恨うらみも怒りもない相手が対象になる。せめてなるべく少額に、あるいは被ひ害がいがさほどダメージにならない、大きなビルの会社から……。最新のセキュリティはキアムをやすやすとは通さず、警備との追いかけっこは、得るもののないくたびれもうけ。

　故郷とはあまりに違ちがうテクノロジーや制度。どこを見ても家がありビルがあり車が走り、ひとがいる。

　夜ですら明るく、隠かくれ潜む場所もない。

　そんなすべてが、キアムを面食らわせ、疲ひ弊へいさせる。

　ついに、鍵を壊して入り込んだアパートの空き部屋で、動けなくなっていたのだ。

「そこにおっさん……源大朗が来たんだねー」

　とマレーヤ、やはり羊羹をひとつ、口に入れて。

「うん。そうなんだがな」

　源大朗の言葉はいまひとつ歯切れが悪い。

「えー、なんでなんで。キアムくん、仕事なくて困ってたんだし、この夷やではたらかせてあげればお店も助かるしさー。あっ、マレーヤもはたらいてあげようか！　美少女ＪＫのいる不動産屋！　とか、すごくない？　ぜったい大人気だよー」

「バカ言うな。だいたいおまえ、昼間は学校だし夕方からメイド喫きつ茶さのバイトだろが。それにウチは、んんっ！　美人なら、間に合ってるしな」

　咳せき払ばらいのあと、源大朗の視線がチラッ、と見るのはもちろん、

「あら、ありがとうございます」

　ラウネアだ。替かえの湯飲みをテーブルへ並べていく。飲み終えた湯飲みをトレーに引き取ると、給湯スペースへ。

　なんだかその後ろ姿が、ちょっと弾はずんでいるようにも見えた。

「ふぅーん、ラウネアさんかぁ。ちょっと負けるかも。そうそう、ラウネアさんと源大朗のなれそめはぁ？」

　ガチャン！　とつぜん大きな音が給湯室から。

「ごめんなさぁい！　湯飲み、ひとつ落として割っちゃいました」

　暖簾のれんから顔を出したラウネアが、苦く笑しようまじりにあやまる。

「ほら、おまえが余計なことを言うからだ」

「ええー、じゃあ、そっちはこんど！　それでキアムくんは、どうなったの？」




　指し月づきのもとに預けられたキアムは、一週間も経たずに回復した。

　もともと若く、ケットシーの旺おう盛せいな回復力のおかげで、適切な栄養、滋じ養ようを摂とっていれば自然に回復する程度のケガだったのだ。

　指月の手配で、この世界に「入国」する際の予防注射など防ぼう疫えきセットも接種できた。それと、

「これは言語変へん換かんプロトコルって言ってな。こいつを耳に入れるんだ。片方だけでいい。で、こっちは喉のどに巻く。アクセサリーみたいだろ。するとこっちの言葉が、おまえたちの国の言葉になって聞こえる。その逆に、発する言葉はこっちの言葉になる。脳への学習効果があってな。三か月もすれば、そいつを外しても自然にこっちの言葉がしゃべれるようになってるって寸法だ」

　源大朗が差し出す小さな機械を、警戒しながらもキアムは受け取った。まだベッドの上。病院着を着たままだ。

　言われたとおり、耳と、首につける。

「しゃべってみな」

「……ここ、どこ？」

「おっ、言えるじゃないか。オレの言葉もわかるだろ？」

　キアムがうなずく。

「ここは、診療所だよ。オレの友だち……恩人の、な。まぁ、それはいい。おまえ、名前は？」

「……キアム」

「キアム、か。なぜ、あの部屋にいた」

　故郷のことを聞き出すのは難しく、時間もかかった。

　源大朗はキアムがそうとう強ごう引いんにこっちの世界に来て、限界すれすれの生活をしていたことを知った。

「なるほどな。そういうことか。本来なら、不法入国者は管理局へ通報しなくちゃならないんだが……」

　源大朗の言葉に、キアムが表情を硬かたくする。と同時に、その目が油断なくあたりをうかがうさまに、

「おいおい、待て！　ちょっと待て、たんま！　なにも今すぐ突つき出だしたりしねえよ。ただ、なぁ」

「ここに置いてあげたらどうですか」

　仕切りのカーテンを開いて入って来たのは、指月だった。いますぐここから逃とう亡ぼうしようとするかのようなキアムに、やさしく笑いかける。

「だがなぁ、雄さん」

「聞いてましたよ。向こうの世界へ強制送そう還かんされたら、このコは確実に罰ばつを受けるでしょう。それも、こっちの世界のような甘あまいものじゃない。おそらくは」

　指月は言葉を切ったが、それはまず間違いなく死を意味するもののはずだ。

　源大朗も認めざるを得ない。

「……たしかにな。じゃあ、雄さんとこで、しばらく雑用とかで使ってみるってのかい。この、キアムを」

　考えた末に言うと、指月、にっこり笑って、

「いや。このコは夷やさんであずかってもらいましょう。……それと、女のコですよ、この、キアムさんは」

「いやいやうちは！　……えっ、女の、コ？　ぇぇええええ！」

「……？」

　驚く源大朗をまえに、よくわかっていないキアム。あくまで笑いながら、しかし異論は認めない、という指月だ。

　こうして、キアムは源大朗のあずかりとなった。

　もっとも重要な、この世界での登録証、就労ビザについても、

「ほらよ。雄さんがなんとかしてくれた。こりゃあ、かなりの力わざだぞ。っほんっと、なに者なんだ、あの人は。なにを感じて、おまえにこんなによくしてくれるんだろうな」

　ぽん、と登録証を投なげ渡わたされて、キアムは不思議な顔で受け取った。

　数日後。

　だぶだぶのブルゾンとズボン。ケットシーの耳を隠す帽ぼう子しを目深にかぶったキアムのその姿は、短めにカットした髪とともに、パッと見は男子にじゅうぶん見える。

「登録証とビザはつねに携けい行こうしておけよ。職質なんかにあったときに、持ってないとやばいからな」

　うなずくキアム。

「それと、今日からおまえの寝ね場ば所しよだ。ここが、な」

　夷やの店先。その看板を仰あおいで源太郎が言った。




　キアムはすぐに仕事をおぼえた。

　例の言語変換プロトコルで言葉も問題なかったし、なにより吸収が早い。なにを教えても、源大朗が二度言う必要はないほどだった。

　専門的な用語もすぐにおぼえて、源大朗にときおり突っ込みを入れることも。

　そんなだから、契約など資格の必要な業務以外は、キアムにまかせて源大朗は居い眠ねむりをできるほどに夷やはうまく回っていた、とも言えた。

　キアムは夷やの二階に寝ね泊とまりする。

　もともと、物置同然で使っていなかった、傾けい斜しや天てん井じようの屋根裏のような部屋だ。すでに一階にはラウネアがいたが、さらにキアムがいても悪いことはない。セキュリティ的にもさらに高まる。

　ある晩。

「やれやれ、店に忘れ物とか、オレもうかつだね」

　もう夜の一時をまわった時分。

　源大朗はひと気のない道を夷やに向かって歩いていた。

　源大朗自身は、店から歩いて五分ほどのアパートに住んでいる。いまキアムがいる屋根裏も使えるのに、なぜか、というと、

「まぁ、狭せまいしな。ひと間だし、風ふ呂ろもない。ま、風呂は富士見湯へ行けば済むけどよ。……ラウネアと一日中ずっといっしょ、ってのも、あいつが気づまりだろうし、な」

　いろいろあるが、最後のひとつがいちばん大きいようだ。

「……ラウネア？　寝てるのか」

　正面のシャッターが下りているので、裏のドアから店に入る。

　トイレや給湯スペースのごちゃごちゃした狭い隙間を抜けて店内へ。しかし真っ暗なうえ、いつもラウネアが座すわっているＰＣデスクにも人影はない。

「めずらしいな。どこに」

　いるんだ、と壁かべのスイッチに手を伸ばす。照明を点けようとして、目が留とまった。

　店内の奥、キャビネットの下段が開いている。それだけでなく、中の金庫の扉とびらも開いたままになっていた。

「ぅん？」

　近づいて確かめる。

　書類の類はある。が、現金がなかった。

　現金の扱あつかいが減っている昨今だし、なにより店の売り上げは振ふるわないしで、それほどの金が金庫にあったわけではない。

　それでも、一週間分をまとめて入金するのが明日だから、

「まぁまぁの金はあった、か。でも誰だれが……ラウネアはどこへ行っちまったんだ。肝かん心じんなときに。ん？　……まさか、な」

　もう一度、ラウネアのＰＣデスクに、それから源大朗の視線は二階へ通じる階段へと移った。もう一度給湯スペースの横を過ぎ、梯子はしごのような階段を見上げる。

「おーい！　いるのか、キアム。上がるぞ」

　返事はない。

　もちろん照明も点いていない、真っ黒な空間が視線の先へ繋つながっていた。それと、わずかに吹ふいて来る風。

　上の段に手をかけ、源大朗は階段を上っていく。途と中ちゆう、あのとき持っていた、仕込み杖のことが頭をよぎる。
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　二階に上がると、暗くら闇やみの中を風が吹き抜けた。

　見ると、傾斜天井のせいで低い位置にある横長の窓が開いていた。そしてその前に、

「キアム、おまえか」

　うずくまるようにキアムが。まぶかにかぶった帽子の下、暗い目をじっと源大朗に向けている。

「……」

　キアムはしゃべらない。口元までも隠れる上着のせいで、表情もよくわからない。

　だが源大朗には、いますぐにでもキアムが開け放った窓から外へと出て行ってしまう、逃にげてしまう、その途中なのだとわかった。

　その上着には、おそらく店の金庫の中にあった金が入っているのだろう。

　つまりは窃せつ盗とう、いや、持もち逃げだ。

「ふーっ」

　ため息よりも強く、源大朗は息を吐はき出した。目を閉じる、口元は笑っている。そのまま、どっかと床ゆかに座り込んだ。

　キアムとの距きよ離りは二メートルもない。

　それほど狭い二階部屋だ。さまざま段ボール箱などが積まれているが、店のもので、キアムの私物は何もない。

　部屋の隅に、布ふ団とんが畳たたまれていた。

　一分も経たったろうか。源大朗は目を開いて、

「行くのか」

「……」

「なぁ、おまえはたぶんなにもしゃべらないだろうから、聞くだけ聞いてくれ。……ここを出ていってどうする。またスリや空き巣の生活に戻もどるのか。寝る場所も定まらない、明日のない生活に」

　源大朗の思ったとおり、キアムは口を開かない。じっと源大朗を見つめるだけだ。

「不動産の仕事は、それほどおもしろいもんじゃないかもしれん。だがな、人には住処すみかが必要だ。食べるものの次には家が、部屋が必要なんだ。だからオレはこの仕事を選んだ。それはおまえも、わかってるんじゃないのか」

　こっちの世界で行き場がなく、住むところもなくさまよい、空き部屋に潜もぐり込んでいたキアムだ。

　源大朗の言うことは痛いほどわかるはず。

「管理局に突き出されるって、思ってるのか。オレがおまえを通報するって。見つけてすぐならともかく、もうおまえはウチでひと月近くもはたらいてる。通報なんかしたら、オレも処しよ罰ばつされるよ……って、信じられないか。そうだな。信じるってのは、気持ちだからな。理り屈くつじゃない、信じられるって思えば信じられる、そうじゃないなら……だ」

　あいかわらずキアムは答えない。ひと言も発しない。

　源大朗が姿勢を変えようと腰こしをわずかに持ち上げたときだけ、キアムがビクッ、小さく身を震ふるわせる。

「あー、待て待て！　違う！　武器なんか持ってねえよ。おまえになにかをする気はないし、これ以上近寄らない。これでいいか。だからおまえも、オレに飛とび掛かかるとかはやめてくれよな」

　それから源大朗も黙だまり、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　五分、十分……何分過ぎたろう。この部屋に時計はなく、源大朗も腕うで時ど計けいを見なかった。

　ただふたり、ずっと、その目で会話するように、じっとお互たがいを見つめて、決して逸そらすことはなかった。

　沈黙が永遠のように感じられたころ、ようやく源大朗が口を開いた。

「……そうか。わかった。おまえの好きにするといい。オレは誰にも強制しない。おまえがしようとすることを、したいようにやりな。その金は、持って行っていい。いまのおまえには必要だ」

　それだけ言うと、源大朗は腰を上げた。階段を後ろ向きに降りる。源大朗の姿が見えなくなる刹せつ那な、また風が、階下から吹き上げて、

「……ぁ、っ」

　キアムがなにか言いかけた。その目が、訴うつたえるように源大朗を追う。

　しかし源大朗は止まらず、そのまま階段を降りて一階へ降り立った。後ろを振り返かえらず、裏口から外へと出る。

　意外と冷えた外気に包まれる。源大朗は上着の襟えり元もとをかき合わせた。

「オレも甘いな。まぁ、いいさ。金を盗ぬすむより、盗まれるほうがいい、ってな。……へ、へくちょっ！」

　大きなくしゃみが出た。

　寒気から、鼻をすすり上げて、

「うーーーぅ、こりゃあどっかで一いつ杯ぱい、あったまっていくとするか。あ、忘れ物。ま、いいか」

　源大朗の足は、住処のアパートから、酒も飲める飯屋のほうへと進路を変えていた。




　一杯のつもりが、例によってたっぷりと深酒してしまった源大朗の、翌日の出社はかろうじて午前中、という限りなく正午に近い時間。

　すでに陽ひは中天に昇っていた。

「ぅうぅ、頭痛ぇ……。帰って、アパートの床で寝ちまったのが致ち命めい的てきだったな。風邪かぜひいたか。げほっ！」

　咳せき込みながら目を上げると、そこにはいつもの夷や。

　店は開いている。物件のチラシがいっぱいに貼はられたガラス戸。その隙すき間まから見える店内に、

「いるわけねえな。それでいい。いや、よくねえか。いや……」

　ＰＣデスクにはラウネアがいる。

　まだ源大朗には気づいていない。カウンターの向こう、壁際のくぼんだコーナーが、キアムの居場所だった。いまそこは、空白になっている。

「そりゃそうだ。そりゃ……」

　なぜか視界が歪んで見えた。ずずっ、鼻をすすり上げる。目め尻じりににじんだものを手の甲こうでぬぐおうとして、

「……じゃま、なんだけど」

　背後から声。飛び上がりそうになって振り向むくと、

「なっ！　キア、ム……！」

　そこに立っていた。いつもの、だぶだぶの上着とズボン。まぶかにかぶった帽子。その姿のキアム。

「おまえ、昨夜出ていったんじゃ……。ここでなにやってんだ」

「客と内見に、決まってる。遅おそいから、車使えないし、遠かった」

「内見、って、それ仕事じゃないか、なに業務やってんだ」

　そこまで言ったところで、ガラッ、表戸が中から開いた。

「いつまで店の前で話しているんですか。お客さんが入れないですよ。早く中に入ってください。お茶でも、淹れますから」

　ラウネアだ。微ほほ笑えむ。源大朗が風邪気味なのを見み抜ぬいたのか、熱いお茶を淹れようとしている。キアムにも。

「あ、そうか。ぁあ、ああ、そうか。はは！　そうだな！」

　なぜだか源大朗はやたら笑っていた。

　笑いながら安あん堵どし、安堵したらまた笑って、最後には目や鼻から液体まで漏もれていた。
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「まぁ、なんだ。だいたいそういうワケだ」

「えー！　なんかずいぶんかんたん過ぎなーい？　マレーヤ、バカだと思って省略してるでしょー！」

　キアムが夷やではたらくようになった、というところまでは話したものの、源大朗、そのあとの、金庫の金を持ち逃げ未み遂すい、のところは、

（そこは、いらないよな……）

　省いていたのだ。

「えー、なんか隠してるでしょー！　なんかわかるんだからー！　マレーヤにも教えてー。キアムくんのこと、知りたーい！　ねー、おっさん、源大朗ー！」

「くぉ、ら！　首絞しめるな、アホＪＫ！　なにも隠してないって、髭ひげ引っ張るな！　っての……」

　マレーヤにからまれて源大朗が閉口していたころ、ガタッ、音がして裏口の扉が開いた。じつはノックされていたらしく、開けたのはラウネアだ。

「あらぁ！　まぁ！」

　驚き、楽しそうな声を上げる。そのラウネアに道を譲ゆずられるようにして、店の中へ入って来たのは、

「キアム、くん？」

　呆ぼう然ぜんとして見つめるマレーヤ。

「……」

　無言のキアムに代わって、続いて入って来たアスタリが言う。

「キアムくんの服、破けちゃったから、わたしの、貸してあげたの。お風呂にも行って、それで、遅くなってしまいました」

　その言葉どおり、キアムが着ているのは、アスタリの私服。さすがにメイドドレスではないが、フェミニンなワンピースだ。

「ど、どうしたんだ、それ」

「ぇええええ！　かわぃいいいいいっ!!」

　源大朗の耳元などおかまいなしに叫ぶマレーヤ。

「ぅわ、うるせぇ！」

「キアムくーーーん！　ぁあん、かわいいかわいい、かわいいいいいんん！」

　文句を言う源大朗を無視して、キアムに駆かけ寄より、抱だきつくや、頬ほおずりを繰くり返す。

「ぁ、え、と……」

　こっちも閉口したように、キアム。

　いつものダブダブの服や帽子はもうない。頭の上にケットシーのネコ耳をぴょこんと立てた、耳の下までのショートの髪かみ。

　首元をスッキリと出したワンピースは半はん袖そで、スカートもミニ丈たけで、キアムの細く長い手て脚あしをたっぷり見せている。

　短いシッポは、スカートのお尻しりを持ち上げているものの、かろうじて目立たない。

　もうどこから見ても、

「女のコ、だな。それも、かわい、い……ん、んん！」

　言いかけて、咳払いでごまかした。

　しかし源大朗のつぶやきはキアムにも聞こえて、その頬をほんのり染める。そんなことにもおかまいなく、

「ヤダぁ！　マジかわいい、超ちようかわいいんですけどぉ！　キアムくんが女のコでよかったぁ！　もーぉ、かわいいかわいいかわいい～！　は、そうだ！　もうキアムくん、男のコの振りするの、やめなよぉ。必要ないじゃん！　かわいい服、いっしょに買いにいこ！　マレーヤのもいっぱい貸したげるし！」

　暴走するマレーヤに、

「いや、これは今日だけ、いまだけで」

「いいんじゃないか」
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　と源大朗。キアムが、ハッとして言葉を途と切ぎれさせる。

「アホマレーヤの言うとおりだ」

「だーれがアホなのよぉ！」

「もう隠す必要もない。もとの世界で、女は虐しいたげられて不利だから、両親はおまえを男に育てたんだろう。だがもうここは日本で東京だ。男の振りはもう、止めにしたらどうだ。女のコに戻って、自分らしく生きればいい。さいわい友だちならもうふたりもできたみたいだしな」

　キアムはいっしゅん言い返そうとして口を開くが、言葉は出て来なかった。それよりも、源大朗の言葉をかみしめる。

　すると、どんどん表情に明るさが差して来た。

「そうだよそうだよ！　ぜったい女のコのほうがいいよぉ！　源大朗もたまにはいいこと言うじゃーん！」

　もう決まったようにマレーヤ、キアムに抱き着つく。アスタリも、ラウネアも微笑んでいる。

「ぼくは、このままで……」

「ああ。好きに決めたらいい。おまえの意思で、な」

　キアムの口からまだ答えは出て来なかったが、その表情がすべてを物語っていた。花のような唇くちびるがほころぶ。初めて見せる、小さな笑えみ。

「よし、決まりだな。だったら、キアムって男名前も変えるのはどうだ。そうだな……キア。キアってのは」

「キア……」

「キアくん？　へぇー、かわいいじゃん！　源大朗にしては、よくやった！　キアくん、ううん、キア！　マレーヤとずっと親友だよ！」

　またも、ぎゅーっ、抱きしめる。

　閉口しながらも、拒こばまないキア。

「どうやら、気に入ってくれたみたいですね」

「キア、いい名前、です」

　ラウネアとアスタリも微笑む。

　そしてキア。

「ありが、とう……」

　源大朗を見つめるその目が、以前の尖ったキアムとは別人のようにおだやかでやさしく、輝かがやいていた。

「あー！　でもキア、かわいいから内見でお客さんとふたりきりにしたらダメなんだよ！　おっさんがぜったいついてってよね！」

「またおっさんかよ。ああ、約束する」

「ぜったいぜったい、ぜったいだよー！　あ、マレーヤがいっしょに行ってもいいよ。かわいい女のコふたりの不動産屋さん、ぜーったい大人気だよぉー！」

「バカ言うな！　おまえはコーヒーショップのバイトだろーが！」

「えー、キアとだったらいっしょにやりたいのにー。あっ！　キアがうちのバイトすれば？　メイドコス着て、ぜったいぜったいかわいいから！」

「それも止めろ！　だいたいキアは……んっ？　ところでおまえ、いくつになったんだ？」

　ふと気づいて源大朗が尋たずねる。キア、答えて、

「十四」

「ああそうか、十四歳さいな。んー。……ぁあああ!?」

　このあと、登録証を確かく認にんしてちょっとしたパニックに陥おちいる源大朗だった。

「きゃー！　十四歳とか、ＪＣじゃーん！　キア超かわいいっん！」




「……ところで、あの晩どうしていなかったんだ？」

　源大朗がラウネアに尋ねる。あの晩、とはもちろん、キアムが夷やを出て行こうとした夜のことだ。

　いつもＰＣ席を基本的に離はなれないラウネアが、あの晩だけは店内のどこにもいなかった。

　しかしラウネア、

「あら、いましたよ」

「だがオレが帰って来たとき声も出さなかったし」

「はい。あの夜は、キアム……キアさんの不ふ穏おんな気配を感じましたので、いない振りをしていました。ちょっと、隠れて」

　と、なんでもなさそうに。

「気配を感じて、キアを止めてくれなかったのか。それに隠れて、って」

「だって源大朗さんが帰って来てくれるって思っていましたから。それに、フフッ、隠れる場所はいろいろあります」

　そう言って、にっこり笑う。

「隠れる場所はいろいろ……んー？」

　ラウネアもまだまだいろんな秘密がありそうではある。
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源：源大朗　マ：マレーヤ

マ：「ねー、ねー、おっさん！」

源：「[image: ]ー？　なんだ。ってかそのおっさん、止めろ」

マ：「えー、だっておっさんじゃーん。あっ、ラウネアさん、このスコーン超おいし～！」

源：「おっさんってのは中年だろ！　オレはまだ三十……、んー、中年、かも、な」

マ：「えー！　スコーン、自分で作ってるのぉー？　超すごいすごーい！　マレーヤにも作りかた教えてー！」

源：「おい、無視すんな！　つーか、なんでおまえふつうにいるんだよ、平日のまだ午前中だぞ。学校はどうした」

マ：「だって、……今日、マレーヤ、女のコの日だからぁ」

源：「えっ。そう、か。そりゃ悪かった、な」

マ：「なーんて！　ひっかかったー、おっさん、超ちよう恥はずぃ～！」

源：「はぁ!?　なにやってんだ、おまえ。そういうの、ほんと止めろ、まったく！」

ラ：「はい。お茶、入りましたよ」

マ：「わぁー、ありがとう、ラウネアさん、超大好き！　……んー、超おいし～！　超しあわせ～！　あのね、今日は学校の、なんだっけ、そーりつ記念日で休みなんだー。知らなかったの？　源げん大た朗ろう。アスタリは、買い物。キアがいると思って来たのにさー。いないんだもん。ぶー、ぶー！」

源：「創立記念日だぁ、いちいち知るかよ、んなもん。キアは仕事で出てるんだよ」

マ：「仕事って、またひとりで内見とか、行かせてないよね！　超あぶないじゃん！　おっさん、なにやってんのさ！」

源：「違う違う、勘かん違ちがいするな。物件の登とう記き簿ぼ取りに、法務局行ってるだけだ。役所だし、危ないことはねぇよ」

マ：「なーんだ。ならいいけどさー、こんどキアに危ないことさせたら、おっさん、マレーヤがぶっとばすよ。まぁ、けどキア助けてくれた、あんときは、あんがいかっこよかったし、源大朗」

源：「はいはい。なんだ、ほめるときだけ、おっさんじゃないんだな」

マ：「えー、ほんとにかっこよかったんだけど、な……」

源：「は？」

マ：「なーんて！　本気にすんなよ、おっさん！」

源：「おいなんだ、そりゃ」

マ：「あ、あのさ！　えーっと、その、そう、これ！　この、物件のチラシのさー、建ぺい率とか、容積率、とかって、なに？　マレーヤ、まえからわかんなくて気になってたんだけど」

源：「んー？　なんでそんなのが気になるんだ。キアにでも教えてもらえばいいだろ」

マ：「そうだけど、ってかいいじゃん！　いま気になったんだもん。教えてよー。けちー！」

源：「おいおい、パンツ見えるぞ、こら」

マ：「えー、いいじゃーん。ってわけないじゃん！　バカ、おっさんのエッチ！」

ラ：「はいはい、そのへんにしましょうね。源大朗さんも、教えてあげたらいいんじゃないですか、マレーヤさんに」

源：「んー、ま、そうだな。勉強するのはいいことだ。どら、そのチラシ、貸してみろ。……んー、この土地のことだな」

マ：「そうそう。建ぺい率六十パーセント、容積率？　うーんと、百五十パーセント、だって」

源：「建ぺい率ってのは、土地の広さのうち、どのくらいまで建物を建てていいか、ってことだ。数字が大きいほど、大きな建物が建てられる。たとえば、百平米の土地があるとする。およそ三十三坪つぼだな。建ぺい率六十パーセントなら、建たて坪つぼで六十平米まで建ててもいい」

マ：「その、ツボ、とかもなに？　まえからわかんないんですけど」

源：「そうか、「坪」ってのは、昔の単位で一辺六尺の正方形ってことで、ひと坪は約三・三平米、平方メートルな。だいたい畳二畳の正方形だ。ただ畳の大きさもまちまちなんで、敷しいてある畳から二畳でひと坪ってのは正確じゃないんだが、いまはそこまではいい。で、つまり建坪ってのは建築面積だ。それも、地面の上にかかる面積ってことなんだが」

マ：「かかる、って？　建ってる、じゃないの？」

源：「そこがちょっとわかりにくいんだがな。たしかに、一階の面積を建坪って言うこともある。が、正確には、真上から建物に光を当てたときに、地面に影かげが落ちる範はん囲いのことだ。だから一階が小さくて、二階以上が広いっていう樹きの幹と枝のような建物でも、建坪はすべての階のいちばん出っ張った部分が加算された面積になる。水平投とう影えい面積って言ってな」

マ：「真上からなのに水平？　う、ううーん、そうかぁ。源大朗、あったまいいじゃーん！」

源：「バカにしてんのか。まぁ「建坪」って言い方なら、全部「坪」で表記するのが筋だが、いまは平方メートルのほうがわかりがいいんで、言葉だけ使ってるって感じだな」

マ：「じゃあ建ぺい率六十パーセントで、百平米の土地に建坪六十平米の建物が建てられるんだね。マレーヤも完かん璧ぺきわかったよぉ！　ぁ、でも容積率って……よーせき？」

源：「ああ。建ぺい率と並んで、どのくらいの大きさの建物を建てられるか、を決める要素だな」

マ：「だって、建ぺい率でどのくらいの、えーっと、建坪の家とかを建てられるか、決まってんじゃん。それ以上、よくない？」

源：「建物が全部平屋ならな。けど、二階三階、高層ビルまであるんだぞ。建坪だけなら、さっきの百平米で建ぺい率六十パーセントの土地に……」

マ：「そっか。二十階、三十階建ての高層ビルも建てられちゃうね！」

源：「ふつうの住宅地に、いきなり二十階建てのビルなんて建ってないだろ？　五、六階建てのペンシルビル、あー、小さな細いビルのことだが、そんなのも無理だ。ふつうの家と建築費の違いもあるが、建てられないのは容積率で規制されてるからだ」

マ：「ふんふん。なんかちょっとわかって来たぞ」

源：「ここで、延のべ床ゆか面めん積せきだ」

マ：「延のべ岡おか？」

源：「そりゃ宮みや崎ざき県けんな。延床面積は簡単だ。床面積の合計だからな。二階建てなら一階と二階の面積の合計。三階建てならさらに三階も、ってことだ。容積率は、敷しき地ち面積に対する延床面積の割合な。さっきの百五十パーセントなら、どうだ？」

マ：「ええーっと、敷地が百平米だからぁ、延べ床面積で百五十平米の建物まで建てられる、ってことだよね。って、なんでマレーヤが答えるのさぁ、勉強じゃん、これ！」

源：「いいだろ。勉強しろよ。容積率から延床百五十まで建てられるって、わかったよな。でもさっきの、建ぺい率はどうした？」

マ：「あ、そっか。建ぺい率はぁ、六十パーセントだから、うーん、建坪で六十平米までしかできないけど、容積率が百五十パーセントだから、延床は百五十平米まで。あれれ、じゃあ……建坪六十平米の、三階建て！」

源：「それだとフルに建てると延床百八十平米になって、容積率越ごえだぞ」

マ：「だから、一階が六十で、二階が五十、三階が四十平米！　これならいいじゃん！」

源：「そうだな。足して百五十平米。どんぴしゃで容積率内だ」

マ：「やったー！　あー、もう、マレーヤ、頭使い過ぎて、頭痛してきたよー」

源：「使えよ！　ってか、計算はただの掛け算割り算なんだからな。けどまぁ、これでわかっただろ」
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マ：「うん。建ぺい率と容積率があるから、そのへんにいきなり高いビルが建ったりしないんだね。あ、でも街の中は……池いけ袋ぶくろ駅前とか、小さくても高いビルとかいっぱい建ってんじゃん」

源：「気づいたか。都心と住宅地、それにもっとずっと田舎いなかじゃ、建ぺい率や容積率が同じはずはないわな。都心の商業地域なんか、最高で容積率千三百パーセント、なんてのもあるぞ」

マ：「千三百パーセント！　それじゃ、高層ビルも」

源：「ああ、建つわな。それと土地には種類、「地ち目もく」ってのがあって、畑や宅地、墓地や公園、って感じに二十三種類に分けられてる。それと「用よう途と地域」、都市計画法なんかで決められてて、住居専用地域、商業地域、工業地域って、こいつは十三種類だ。で……」

マ：「ま、待って待って！　マレーヤ、頭がパンクしそうだよぉ！　建ぺい率と容積率がわかったから、もういいよぉ！」

源：「そうか？　まぁいっぺんに覚えるのは難しいか。ちなみにな、建ぺい率と容積率の範はん囲い内ないでも、道路への向きとか、隣となり合あった土地どうしの兼かね合いで、斜しや線せん制限が加えられたりもする。マンションの上階が、上へ行くほど床面積が減って、斜ななめになったりするのもそうした制限のためだ。それと、地下室なんかは、延べ床面積の三分の一までを除外することができてな」

マ：「あー、もぉー、やめて！　それ以上言わないで！　せっかく覚えた建ぺい率と容積率までグチャグチャになりそうだからぁ！　わかった、わかったよぉ！　源大朗はすごいよ、頭いいよぉ！　ぁ、マレーヤ、用事思い出した！　またね！　ラウネアさん、スコーンすごーく美味おいしかったし！　ごちそうさまでしたっ！」

源：「なんだあれ、キアを待つんじゃなかったのか」

ラ：「まぁ、いいじゃないですか。マレーヤさん、ほんとはマジメで、いいコなんですから」

源：「悪いやつじゃないけどな。マジメ、ねえ」

ア：「すいません、マレーヤ、こっちへ来ているかと思ったんです、けど」

ラ：「アスタリさん。ええ、マレーヤさんなら、いらしたんですけれど、いましがた、出て行きましたよ」

ア：「そうでしたか。すいません、すいません、マレーヤがいつも、おじゃまばかり」

ラ：「アスタリさんもいかがですか。スコーン、焼いたんですよ。紅茶も」

ア：「い、いえ。マレーヤがご馳ち走そうになっているのに、わたしまで……」

源：「ほらほら、入った入った。店先でボーッ、としてられたら迷めい惑わくだろ。さっさと食え。茶もな、新しいの、淹いれてやれ、ラウネア」

ア：「す、すいません！」

ラ：「はい。座っててくださいね、アスタリさん」

源：「ま、こういうのもいいもんか。なぁ。客は来ねえが……」
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「んーふぁぁあっ！　……ん、っと。ちょっと、出て来る」

　事務所中の空気を全部吸い込むような大あくびのあと、目をしょぼつかせながら源げん大た朗ろうは立ち上がる。

　バリバリ頭を掻かくその姿に、

「どちらに行かれるのですか？　富士見湯さんなら、あとにしてくださいね」

　とラウネア。いつものＰＣ席から。あくまでも笑え顔がおで振ふり向く。

　ちょうどロッカーから風呂セットを引っ張り出そうとしていた源大朗、

「え、なんでだ。昨日、行かなかったからちょうどいいと思ってたんだが」

「これからお客さまがいらっしゃるからです。それと、お風呂は毎日入ってくださいね、お店が終わったあとで」

「そんな予定あったか。うーん？」

　パラパラと予定帳をめくる源大朗に、

「ネットで予約して来たお客さまです。いま、キアさんが迎むかえに行っていますよ」

「キアム……じゃない、キアか。ネットで予約の客ねえ。だいじょうぶなのか、この間の」

　ワーウルフの件もある。

「内見じゃなくて、駅まで迎えに行くだけですからって、キアさんが。……ほら噂うわさをすれば、みたいですよ」

　店の入り口扉とびらのガラスに浮うかび上あがる人ひと影かげ。あいかわらず物件チラシで埋うめ尽つくされた隙間から見えるその形に、

「ぅん？」

　源大朗が訝いぶかったのも無理はない。それは、ガラッ、戸が開いて明らかになる。

「ただいま」

　まるで家に帰ったように言うキアが、戸をあけ放ったままいったん表へ戻ると、客の車いすを押おして再び入って来た。

「そうか、待てよ」

　源大朗もすぐに立ち上がって店内の椅い子すなどを片付け、スペースを作る。

「ありがとう、ございます」

　答えるのは、金きん髪ぱつの少女だった。バレッタでまとめた長い髪が、まだ午前中の陽をまぶしく弾く。

　窓まど越ごしに特とく徴ちよう的てきに見えたシルエットはその車いすだった。

　座すわっている椅子部分がふつうのものよりもひと回り大きく、なおかつ腰から下がカプセルのように完全に覆おおわれている。

「最新式の電動車いすってのか。バッテリーがデカいのか」

　源大朗が感心して言う。

「あまり見てはいけませんよ、お客さまの……」

　お茶を出しながら、ラウネア。けれど車いすの少女は微笑んで、

「かまいません。見られるのには慣れているので」

　手元の、書き終えたアンケート用紙を差し出す。相手の側から読めるように、と、用紙を反対向きに回転させる配はい慮りよも。

「レイチェル……」

　キアがつぶやく。その用紙を取り上げて、

「レイチェルさんね。えーっと……マーメイド族!?」

　とは源大朗の、ひっくり返った声だ。

「レイチェル、でかまいません。はい。わたしのこの腰から下……」

　そう言うと少女＝レイチェルが大型車いすに備えられたスイッチを操作する。

　カチャ……、ロックが外れたような音とともに、ちょうどレイチェルの下半身を覆っていたフードが開いた。

　そこに、

「おーーーー！　人魚だ！　ほんとに魚の下半身だよ。でっかい、鯉こいみたいだな」

　まさしく人魚の身体があった。

　誰だれもが知っている、想像する、上半身が人間、ヘソから下の下半身が魚の、合体したようなフォルム。

　その下半身が、透とう明めいの水すい槽そうに浸つかっていた。

　つまりマーメイド専用の、腰から下を浸ける水槽をそなえた車いすなのだ。レイチェルが腰かける椅子の背もたれの背後には浄じよう化か装置もあって、水槽の水を絶えずろ過、循じゆん環かんさせているのだという。

「水が必要なのは下半身だけなんです。ウロコが乾かん燥そうしないよう、濡ぬらしていないと」

　とレイチェル。その上半身のほうは、ふつうの少女と同じく、黒のサマーセーターと肩かたに羽織っているカットソーだ。

　しかるに下半身は、

「なんだこれ、巻いてあるのは」

「水着……」

　キアが言って、顔をわずかに赤らめる。

　レイチェルの魚の下半身も、全部剥むき出だしというわけではなく、腰こしから股こ間かんくらいに当たる部分がぴっちりと紺こん色いろの布で巻かれていた。

「はい、水着です。わたしのお腹なかから上はふつうに服を着ているでしょ？　魚の部分は裸はだかじゃなくちゃいけないって、ないですよね。だって、恥はずかしいし……」

　そこまで言うと、レイチェルもわずかに頬を染めてうつむく。

「あ、そうか」

　ここまで来て、鈍どん感かんな源大朗も気づいた。

「人にん魚ぎよ姫ひめは胸は隠かくしてるけど、ほかは剥き出しだものな。下半身は魚だからって、すっぽんぽんのヌードでいいってわけじゃない、か」

「あ、あの」

「もう少し、デリカシーのある言い方をしましょうね、源大朗さん」

　見ると、微笑みながらラウネアの表情が怖こわい。声も尖とがっている。

「そ、そうだな。あはは！　あれか。泳ぐときはやっぱり貝かい殻がらをおっぱ……ぅぐっ！」

　パン！　アンケート用紙を、源大朗の顔をふさぐようにぶつけるラウネア。と、机の下で思い切り足を踏ふみつけるキアだ。

「あの、だいじょうぶ、ですか？」

「……ぁあ、まあ、ぅん」

　剥はがれ落おちるアンケート用紙の下から、中ちゆう途と半はん端ぱな源大朗の表情が現れる。

　それを見て、なのか、レイチェルは、ちょっと笑って、

「あれ、痛いんですよ」

「あれって」

「貝殻、です。もう故郷の村でも、胸に貝殻をつけてる人なんていません。みんな、スイムスーツを着ています」

「はー、そうなんだ」

　感心したように源大朗。どこか、わずかにがっかりしたトーンも混ざる。

　それを察したのか、故郷の村のことを語るレイチェル。

「海沿いに、そういうマーメイド族の村がいくつもあって……」

　ほとんどが、漁業で生計を立てているらしい。

「あの。立ち入ったことを聞くが、男もいるのか。半分魚の」

　これまたギリギリな表現の源大朗の質問にも、

「もちろん、います。でないと、結けつ婚こんできませんから」

　やはりというか、マーメイドも男女で結婚して子どもを作るのだ。だが源大朗の疑問はむしろ、その方法、のほうだったろう。

　しかし直接的な言い方は、

「んっ！」

　ラウネアに釘くぎを刺さされてしまっている。

　じつは、もっとも源大朗が知りたかった部分について言えば、マーメイド族は胎たい生せいである。

　つまり女性は卵ではなく、赤あかん坊ぼうを産む。

　ただし、交こう尾び期きというものがあって、その時期になると魚の下半身部分に変化が生じる。具体的には、人の「股また」に当たる部分に凹くぼみが形成され、隠れていた生せい殖しよく器官が「使用できる」ようになる。

　女性の場合、そのまま出産まで股の凹みは形成されたままで、出産後にまた閉じるのだという。

　とは、源大朗、レイチェルが帰ったあと、ネットで調べたのだった。ＩＴに暗いはずが、こういうときはそうでもないらしい。

「ふむー……！」

　ひとり、鼻息をなぜか荒あらくしていたのは誰も知る由よしもない。

　戻もどって。夷えびすやの店内。

「まぁいい。で、部屋を探してるんだな。どれどれ……ひとり暮らしで、ワンルームか１ＤＫ。バス・トイレ別。新宿まで一路線、三十分以内。最も寄より駅から徒歩十分。込々で七万円まで希望、か。ふつうだな、おい」

　アンケート用紙を見ながら、源大朗。ふと思って、

「仕事は……契けい約やくで、監かん視し員いん？」

「海の監視員です。でも夏だけの契約で。プールの監視員もしていますが、そっちはアルバイトで。あ、似たようなものですね」

　問われて、はにかむように笑うレイチェル。

「やっぱり仕事はスイミング関連なんですね」

「だったら、もっと監視のバイトだけじゃなくて、水泳の指導員のほうがわりがいいんじゃないのか」

　ラウネアが言い、源大朗も尋ねる。

　けれどレイチェル、首を振って、

「人間とはまったく身体の構造が違ちがうので、泳ぐといっても参考にならないんです。手の動きも使いませんし。ぁ、泳ぐスピードは、人にはぜんぜん負けません！　けど」

「魚の泳ぎは、人にマネできない」

　キアのつぶやきに、うなずいた。

「はい。だから水泳の選手とかも、なれません。海の監視員は夏だけなので、冬は水族館なんかで、ショーをやっています」

「ショー、って」

「あの……人魚姫の、ショー、なんですけれど」

　レイチェル、顔を赤くする。

　それを聞いたラウネアや源大朗、

「まぁ。人魚姫の」

「ショー、か」

　しばらく想おもいを巡めぐらせていたが、とうとつに、
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「あ！」

「あー！　わかった！　テレビで見たことあるぞ。ＣＭも！」

　思い当たるフシが、記き憶おくにたどりつく。声を上げていた。

「コットンソレイユ」

　キアが口にしたのが、その有名なイリュージョンの名前だった。

　ここまで来て、まるで観念したように、

「それ、です」

　レイチェル、うつむいてうなずく。

「えー！　なんでだよ。超ちよう有ゆう名めいなショーじゃねえか。オレだって知ってるぞ！　チケット取るのが超大変なんだよな」

「コットンソレイユのマーメイドショーなら、わかります。納なつ得とくです！　とってもステキですよね！」

「いえ、あの……、ショーには、マーメイド族の女のコがいっぱい出るんです。主役は有名な女優さんで、わたしはただの端は役やくっていうか……その他大勢で、周りを泳いだり、そんな感じで」

「でも、がんばってるんだよな。そうか！　ショーに出てるんだもんな。ええっと、そういうのってなんていうんだ。やっぱり女優、とか」

「ショーアクター……アクトレス、意味はだいたい同じだけど」

「ショーアクトレス！　ステキです！」

　すっかり盛り上がる夷やの面々。

　キアもいつもよりちょっとだけ楽しそうだ。

「あ、あの」

「そうかそうか。そうと決まったら、部屋を探さないとな！」
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「これ、は」

「見てのとおり、プールだ。いいだろ、二十メートルはある。しかも温水だぞ」

　池袋から車で十分。ここは雑ぞう司しヶが谷やだ。

　池袋駅から見て東南の方向。つまりは山手線の円内というわけで、掛かけ値ねなし都心の真っただ中である。

　けれど太い通りもなく、というより全体にごちゃごちゃと細い道でできた、昔ながらのちょっと素そ朴ぼくな住宅地。

　立地からして家賃相場は高めなのだが、鬼き子し母も神じんとその参道に代表されるレトロモダンな雰ふん囲い気きに惹ひかれて、指名してくるユーザーもいる。

　いまでは、東京メトロ副都心線雑司が谷駅ができて、便利さも格段にアップしたが、以前は都電荒あら川かわ線しかなく、そんなところもレトロなプチ不便さをかもしだしていた。

　そんな雑司ヶ谷にある、ここはコンクリート打ちっぱなしのモダンなマンション。

　その地下に設けられた二十メートル、１レーンだけのプールの前に、源大朗、レイチェル、それにキアが立っている。

　水面がわずかに波打ち、キラキラと青く光を反射させているのは、プール内の青い塗と装そうだけではなく、ドライエリアに設けられたガラス窓が映す青空のせいだ。

　木々の枝もそよいで、水面に影をゆらめかせる。

　つまりこのプールの上は、マンションの裏庭なのだ。

「ここって、どうなっているんですか」

　レイチェルの問いには、

「一、二階でメゾネットになってる。玄げん関かんホールから、エレベーターで降りて来れる。さっきみたいに。それと、直接庭へ上る階段もあるけど」
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　間取り図のコピーを見せながら、キアが指さす。

　そのとおり、部屋へ上がるメインの階段の横にはエレベーターがあって、レイチェルの車いすも余よ裕ゆうで使える。

　エレベーターは二階まで通じていた。

「いえ、あの……！」

「ほらぁ、照明の照度も変えられるから、パキッ、と明るいのもできるし、ムーディーな間接照明にもなるんだぞ」

　壁かべのロータリースイッチを操作しながら、源大朗。

　ふつうの部屋のように明るくなった、と思うと、天てん井じようと壁の際だけがボゥッ、と光り、影を強くする。

　プールの水も深さや密度を増したように見えた。

「ですから！　そうじゃなくて……このお部屋、いくらなんですか。お家賃」

　レイチェル、後半は尻しりすぼみに元気がなくなる。どこをどうとっても、プール付き物件の家賃など、想像を超えている。

　あにはからんや、いや、想定内ともいえるその家賃は、

「そうそう、家賃な。えーっと、十万……」

「違う。百万二千円。管理費二万円」

　源大朗のボケを、キアが冷静に訂てい正せいする。

「えーーー！」

「おええ！」

　沸わき起おこった悲鳴には、源大朗の野太い声も含ふくまれていた。どうやらボケではなかったらしい。

「百万も……」

「百万もするのかよ！　管理費込みで、百二万二千円……」

「こんな都会のプール付き物件、十万で借りられるわけない」

　キアの言葉には、真面目にやれ、という呆あきれたニュアンスが。

　鉄骨鉄筋コンクリート、築二十年。メゾネットタイプ、物件面積三百平方メートル超ちよう、ただし地下プール百五十九平方メートル含む、である。

「最寄りは都電荒川線だけど徒歩三分。地下鉄雑司が谷駅までは十二分。がんばれば池袋までも二十五分以内って、最高だな！」

「最高な物件が、最高な値段なのは、あたりまえ」

　もはやキアのツッコミは、ただ事実を述べているだけ。

「がくっ」

「それはレイチェルのほうだと思う」

　言われるまでもなく、

「……ない、です」

　表情を失っているレイチェル。ない、とは、ありえない、の意味だろう。理由などは述べるまでもないので、急に無口に。

「そっかー。うん、まぁそうだなぁ。都心なのに静かで最高の住じゆう環かん境きようなんだがなぁ。七福神巡りに手て創づくり市も……」

「もう、いい」

　追い打ちをかけるキア。空気がズーンと重くなったのは、ここが地下のプールだからというだけではない。

「よ、よぉし！　次行くぞ、次！」




「ここ、は……」

　レイチェルが見上げる。

　周囲を埋める住宅の中では大きな建物だ。なにより、高い煙えん突とつが目を引く。

　入いり母も屋や造づくりの瓦かわら屋や根ねもクラシックな、その物件。

「どうだ。江え古こ田だ駅徒歩十三分。ちょっと遠いが、なんとか車いすでも通える圏けん内ないだろ。西武池袋線で池袋から三駅。新宿には乗のり換かえになるがな。都心近場の住宅地で、立地の割には気取ったところのない下町感もありありで、暮らしやすい街だな」

　胸を張る源大朗。

　江古田駅は練馬区だが、ほとんど区く境ざかいで、一丁目から四丁目まである町名の江古田は、すべてが中野区だ。

　ちなみに江古田駅は「えこだ」駅だが江古田は「えごた」と読む。

　駅前の狭せまくごちゃごちゃした道は、このくらい離はなれるとようやく余裕ができる。といっても、気を使いながら車がすれ違える、という程度だが。

　家賃相場は、さっきの雑司ヶ谷などに比べればだいぶ下がるが、便利のいい場所でもあり、駅からの近さによってはアパートでも新築ワンルーム二十平米で七、八万円をつけてもおかしくなかった。

「で、これはなに」

　キアが指さす。答えはわかっている。

「江、古田湯……」

　たっぷり一間はある入り口の上に掛けられている看板をレイチェルがかろうじて読み上げる。

　昔ながらの武ぶ家け屋や敷しきの門のような入り口。その上に掲かかげられた木製看板がひどく古ぼけていて、文字がかすれるどころか消えてしまい、レリーフになっている文字部分の凹おう凸とつでなんとか読める、程度だった。

　その看板が物語るとおり、

「銭湯。お風ふ呂ろ屋やさんだ。ただし、もう閉めて一年以上経たつ。つまり風呂屋はもうやってない」

「暖簾のれんも出てないし、そんなのわかる」

「だよな！　なら話は早い。中も見るか」

　玄関の鍵かぎをポケットから取り出す源大朗。ここへ来るまえに寄った、他店の不動産店で鍵を借りて来たのだ。

「あ、あの」

「まあ、とにかく見てみることだ。そら、開いたぞ！」

　ガラガラ。音を立てて木戸が開く。その先は、真ん中に人ひとり分のスペースを置いて、左右に扉がふたつ。
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　こんどはガラスに、「男」「女」の文字がわりとはっきりと残っていた。

「どっちがいい？」

　なぜか源大朗の顔にニヤニヤ笑いが張り付いている。

「どっちでも、誰もいない、はず」

　キアがいちおうレイチェルを振り返かえる。

「あの……「女」で」

　戸と惑まどいながらもレイチェル。

「そうか！　だよなぁ！　どぉれどれぇ……おお、開いたぞ！」

　ガラガラ、さっきよりわずかに軽かろやかに、赤い「女」の字をすりガラスに描えがいた右の扉が開く。

　中は、

「これが、お風呂屋さん！」

　思わず声を上げるレイチェル。さっきまでの表情が一変していた。

「おう、女湯だ！」

　こっちも声を上げる源大朗。明らかにレイチェルとは違った理由で目を輝かがやかせている。

　もちろん客などいない。

　けれど無人の脱だつ衣い場じようには、ついさっきまで人がいたかのように、脱ぬいだ服を入れるロッカーがいくつか開いたままになっている。

　まだ三人がいる三和土たたきの右側には、やはり無人の番台。

　人ひとりがすっぽり収まる、木のコクピットのようなスペース。手元には学校の机よりもさらに小さい天板が。受け取った入浴料をコインごとにまとめたり収納したりする小さな金庫を置くのだろう。

　足元には、売り物のシャンプーやタオルなどを収める棚たなもある。

「なぁ、この番台って一度座って見たかったんだよなぁ！」
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「ほんとに座る気？　……もう座ってる」

　キアが止める間もなく、源大朗は小さなドア、というより仕切り板を開けて番台に上ってしまっていた。腰を下ろし、

「おー！」

　声を上げる。改めて周りを見渡し、見下ろす。

「うーん、ここにおおぜいの裸の男や、女性や、女のコが……」

「女性と女のコ、かぶってる」

「そうだな、ＯＬとか女子大生とか、女子高生とかなぁ」

　キアに皮肉まじりに突っ込まれても源大朗、気づいていない。

「なんか急に、キモい……」

「あの、だいじょうぶ、ですか？」

　レイチェルのほうが心配し、気を遣つかうくらいだ。

「キアも座ってみるか、ぅん？」

「いや、いい」

「おまえもいつも、あの富士見湯に行ってるだろ。番台とか、座ってみたいと思わなかったか。ん……あれ？　おまえ、キアムのころはどっちに……」

「ど、どっちだって……いい。いまは、女湯にちゃんと、マレーヤやアスタリと入ってるから」

　なぜか顔を赤くするキア。

　無意識に両りよう腕うでを組むのが、胸を隠すようだ。

　そんなことにはかまわず、

「ところでな。男湯と女湯の外の入り口、左右どっちがどっちだって、知ってたか」

　まだ番台に座ったままの源大朗が言う。よほど気に入ったのか、ちっとも降りようとしない。

「どっちだっていい。……ここみたいに、入って右が女湯じゃないの」

「だろ!?　だと思うよな。関東では、確かに右が女湯、左が男湯、が相場なんだ。だが関西では逆なんだぞ。だから転勤で関東から関西へ行ったとか、その逆とか、確かめずに習慣で暖簾をくぐると、逆のほうを開けたりしてひんしゅくを買うってのが、昔からちょくちょく言われてたことでな」

「そうなんですか？」

「そうそう。とはいえ、関東でも女湯が左、なところもあるから、やっぱり入るまえに要よう確かく認にんってことしか言えないんだが」

「いまどき、銭湯使うほうが少ない」

「けど万一ってことがあるだろ？　出先で急に、とかな」

「そうだけど」

「でな、なんで男湯が左、女湯が右かって、その理由だが」

「この話、まだ続くの」

「おう、ついでに聞いとけって。そもそもひな人形の、お内だい裏り様さまの並びから来てる」

「でもいま、関東と関西では違うって、言いましたけど」

　レイチェルもなぜか、男湯・女湯の左右問題には食いついて来るようだ。

「そうそう。そもそもひな人形の置き方も、関西は左が女雛、右が男雛で、関東とは逆だ」

「そうなの」

「ああ。もともと京都の御ご所しよで帝みかどが即そく位いするとき、南を向いて、日の出の東側に位置するところから来てるらしい。な、勉強になったろ」

「はぁ、そうなんですか」

　マーメイド族のレイチェルにしてみれば、ここまで来ると「外国」の話。感心して聞いている。

　源大朗、ますます調子に乗って、

「とは古来の風習だがな。現在では、天皇皇后両陛下が並んでお立ちになるときは、天皇陛下が向かって左、皇后さまは向かって右、だ。これは外国の来らい賓ひんに合わせて、というか、開国して欧おう米べい風ふうの並びになった、ということだな」

　そこまで言うと、ようやく番台から降りて来た。仕切りの扉をわざと開いて、左の男湯のほうも見せ、

「でもまあ、公共の配管に近いほうを女湯にする、っていう説もあってな」

「なに、それ。いままでさんざん、歴史や伝統を語って来て」

「いやぁ、まぁ諸説あってだな。ははは！」

「どうして、女湯がその、公共の配管？　に近いほうがいいのでしょう」

「公共の配管ってのは、地面に埋まってるメインの配管のことだ。そこから引っ張って、各住宅に上下水道を通す。で、女の方がたいてい髪かみが長いから、洗うのに湯をいっぱい使うだろ？　抜ぬけた髪のゴミもある。配管が長いと詰つまったりする恐おそれもあるしな。だからメイン配管に『女湯が近い方がいいのさ』、って」

「それ、富士見湯の」

「ああ、お時ときばあさんが言ってた。まぁ、あそこは女湯がふつうに右側だけどな」

　言いながら、源大朗はレイチェルの車いすを押す。

「ぁ、だいじょうぶです」

　自分で車いすを動かし、土間から脱衣場へ。このあたりはいまどきのバリアフリーで段差も基本ない。

「じゃあこっちだ。浴場だな」

　カラッ、すりガラスの大きな引き戸を開ける。その先はまさに、

「お風呂」

「大きいですね！」

　男女の湯の仕切り壁に寄せて浴よく槽そうがある配置。

　浴槽の中にいま、湯は張られていない。閉店状態の銭湯なのだから、あたりまえではある。

　外側の壁かべ際ぎわ、それとアイランドのように中央に、お湯と水の出るカランが設けられている。ざっと二十はあった。

「富士山」

「鶴つるが飛んでるだろ。湖にも映って、逆さ富士にもなってる。縁えん起ぎ物ものだな」

　浴槽の向こう、奥おくの大きな壁いっぱいに描かれた絵、いわゆる銭湯アートだ。しかもいまは珍めずらしい、細かいタイル画になっていた。

「これだけでも欲ほしいって人もいるんだぞ。男湯まで繋つながってる。向こうは三み保ほの松原だな」

「たしかにすごい、ですけど」

「で」

「ぅん？」

「うん、じゃなくて。この物件をレイチェルに勧すすめてるのに、肝かん心じんなところをまだ聞いてない」

　キアに言われ、

「おう。そうだったな。これを見てくれ」

　源大朗、ようやく手にしたファイルケースからコピーを取り出す。広げてレイチェルに手て渡わたした。そのコピーに目を落として、

「……江古田・店てん舗ぽ、住居。百六十平米。鉄筋コンクリート。一階／二階。二十五万円。管理費なし。……二十五万円！」

　レイチェルの声が高まったのは、家賃の部分なのは言うまでもない。

「どうだ。これだけの広さで二十五万！　居い抜ぬき物件だが安いだろ！」

「居抜き？」

「もとの物件の特とく徴ちようをそのままに、販はん売ばいしたり賃ちん貸たいすること。ふつうの住居は居抜きで当然だけど、こういう特徴的なものとか、飲食店なんかを言うことが多い」

　キアが説明する。

　ようは、この場合、銭湯をそのまま賃貸する、ということだ。

　だったら、そのまま銭湯として開業、商売をするのがいちばんいいのだが、

「いまどき銭湯は客も減ってきびしいからな。ここが閉店したのもそれが原因だろうし。ボイラーも老ろう朽きゆう化かして、新しくするコストに見合わなかったらしいしな」

「らしいし、って、それじゃ銭湯なのに銭湯はできないっていうこと」

「まあ、赤字覚かく悟ごなら別だがな」

「あの、わたし、お風呂屋さんをする気はないんですけれど」

「できない。許可もいるし、資格もいる」

「で、だ。こういう変わった物件を飲食店にリニューアル、なんてのが最近あるんだ。聞くだろ？」

　全面タイル張りの床ゆかや壁、高い天井が独特の雰囲気になる。

　湯ゆ舟ぶねなども、座ざ敷しきの升ます席せきのようにしつらえることで利用客に好評。そんな銭湯居抜き食堂・居酒屋、などが雑誌やテレビで紹しよう介かいされることも珍しくない。

「レイチェルは飲食店だって、やる気ないと思う」

「ない、です」

「いや、飲食店も銭湯も、やると思ってないぞ」

「だったら」

「なぜ」

　これでは堂どう々どう巡めぐりだ。

　だが源大朗、なぜか自信満々の顔を崩くずさない。

「いいか。レイチェルは人魚だ。プールもそうだが、なんたって大きな湯船は魅み力りよくだろ。違うか」

「はい。こんなふうに下半身だけ水に浸けて、ろ過装置で循環するのでも不自由はないんですけれど、やっぱり大きな水場だと自由にその分動けますし」

　こんなふうに、とは、いま使っている特とく殊しゆ車くるまいすのこと。

「だろ！　だよな！」

「でも家賃が高すぎる。レイチェルの希望は、込々で七万円」

「二十五万円は、払はらえません」

　最大の障害にも、源大朗、両腕を組んで、うんうん、とうなずく。

「そこだよ。ひとりで二十五万は高い。高すぎる。けど、ここは元銭湯だ。こっちは女湯、向こうは男湯。いや、男湯と女湯の区別はもうどうでもいいんだが、つまり、同じスペースがふたつあるって、ことだ」

「えっ」

　レイチェルとキア、同じように声を上げてお互たがいに顔を見合わせる。我わが意を得たり、と源大朗。

「ルームシェアだ。同じ部屋がふたつあるのと同じ。玄関もふたつあるんだから、独立したふたつの部屋と思えばいい。まぁ、仕切りの壁は天井まではないがな。大きなシェアハウスだ」

　トイレもふたつ。男湯側と女湯側にそれぞれあった。

「たしかに。同じ部屋がふたつあるなら、ふたりで借りられますね」

「家賃も半分」

　二十五万の家賃が半分なら十二万五千円になる。

　一いつ瞬しゆん、安い！　と思い込んでしまうが、

「ま、待ってください。十二万、超こえてる……」

「七万の希望予算の……」

　倍近い、とも言えるのだ。

「んー、いい線行ってると思ったんだがなぁ」

「どこが」

「お！　じゃあ、四人でシェアはどうだ。それなら二十五万の四分の一で、ええと」

「六万二千五百円」

「六万なら……ぁ、でも」

　こんどは四部屋に分けなくてはならない。男湯や女湯をさらにふたつに分け、ふたりで住む、ということになる。

「浴場と、脱衣場で分ける、の？」

「玄関は、ふた部屋にひとつですね」

「まぁ本来、シェアハウスってのはそういうもんだが」

「ストレートタイプはシェアできない。玄関に接してる部屋がただの廊ろう下かになる。ここに壁を作らないと」

　キアの言うストレートタイプとは、玄げん関かん戸どから入ってダイニングキッチンなどの部屋、その奥にリビングなどに当たる部屋、と続くタイプ。廊下がないので、ふたつは独立して使用できない。

　ようは、奥の部屋へ行くためには前の部屋を通らなくてはいけないので、シェアするなら前の部屋を区切って、玄関から奥の部屋への廊下を作らなくてはならない。

「これだけ広いから、区切っても三十平米くらい部屋は取れる、けど」

　言いながら、キアが気づく。レイチェルも気づいたのか、

「トイレは、こっちの脱衣場の部屋にしかありませんね」
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「お風ふ呂ろは浴場の部屋のほうだし、キッチンは？」

「ない」

「はっ？」

「そう言われると、ないな。まぁ、排はい水すい溝こうは浴場側にある。大きな洗あらい桶おけと、ＩＨのクッキングヒーターを買えばなんとかならないか」

　これまた、そこまでは詰めていない源大朗。

　可能性として考えられなくはないが、そうしたとしてもキッチンは浴場側の部屋だけ、になる。

「換かん気きは」

　キッチンには換気設備が義務付けられている。

「んー、あれ、かな」

　源大朗が指さすのは、浴場の天井に取り付けられた換かん気き扇せんだ。しかし浴場の天井は通常の二階屋根ほどもあり、

「無理」

　これでは法律的にも限りなくアウトっぽい。

「ひとつひとつクリアーしていこうと思ったんだがなぁ」

「紹介するまえに、クリアーしろ」

　というふうに、

「ちょっと、いろいろと、あの……ダメ、です」

　キアに冷たい目で、レイチェルに苦く笑しようされながら、源大朗。

「ダメかぁ！　……よし！」

　しかしまたすぐに、ポン！　と自分の拳こぶしを平手に打ち付けて、

「またきっと、くだらないアイデア」

　キアの言葉が耳に入ったふうもなく、

「よーし！　……いったん店、戻るか」
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「あはっ♡　ほんとに人魚だぁ！　すっごーい！　人魚のシッポだよぉ！　ねえねえ、アスタリ！」

　マレーヤの声が高い天井に反はん響きようする。

　あたたかい湯気にかすむ浴場。その湯舟にいま、

「なんでお風呂……」

「わたしも思いましたけど、でもあたたかくていいですね」

　キアとレイチェル、そしてもちろん、

「気持ちいい～！　やっぱりお風呂だよぉ、人間はぁ！　って、あたしも人間じゃないけど、あはは！」

「マレーヤ、声、大きい。恥はずかしいから」

　マレーヤとアスタリだ。

　もちろん、風呂に入るのだから全員が裸はだか。水着なども着ていない。

　さきほどの閉店した江古田湯、ではなく、夷や地元の富士見湯。マレーヤたちの行きつけの銭湯である。最近はキアも。

「えー、ねー、レイチェルって言うんだー」

「はい」

「ふぅーん。ぁ、レイチェル、スタイルいい～！　マレーヤより胸あるよぉ！　ほらぁ！」

「ぁ、ぁの、きゃぁっ！」

　マレーヤが背後からレイチェルに抱だきつき、その手がバストをつかんでいた。思わず悲鳴を上げるレイチェル。

「そういうの、ダメ！　マレーヤ、手を離して！」

「えー、いいじゃーん！　すごーい、やわらかーい！」

「あぁあー！」

　あわてて止めるアスタリと、顔を赤くして固まるキア。大量に湯も撥ねる。

　しかしなぜレイチェルもいっしょなのか。なぜ入浴なのか、というと……。

『はぁーい！　おっさん元気ぃ!?　辛しん気き臭くさいお店にまたまた美少女ＪＫがふたりも来てあげたよぉ！　やっほー！』

　いったん夷やに戻もどった源大朗とキアにレイチェル。

　そこへ例によって夷やにコーヒーを持ってきたマレーヤたち。

　さっそくレイチェルを見つけたマレーヤ、さんざん絡からんだあげく、物件の風ふ呂ろ屋や繋つながりからここ富士見湯へ。なかば強ごう引いんに連れ出した、というところ。

　かぽーん。

　まだ四人以外に客のいない女湯。貸し切りのような状態の中、男湯からの桶の音が妙みように遠くから響ひびいてくるようでもある。

「ぁー、でもいいなー、やっぱりお風呂！　はぁ～」

　もう何度目か、マレーヤがつぶやく。湯舟に肩かたまで浸つかり、目を閉じ、息をつく。

「いいですよねぇ、お風呂」

　と、こっちはレイチェル。ようやく落ち着き、マレーヤと同じ表情になっている。

「……」

「ふぅ～」

　キアとアスタリも、おおむね同じ。

　時間もとろけるようにゆっくりになっていく。そんな気分に浸ひたりながら、

「ねぇ、やっぱりお風呂屋さんの部屋、いいんじゃない？　ほら、そんなふうに、脚あし……じゃない、尾お？　も伸のばせるし」

　マレーヤが言う。その言葉のとおり、湯の中にはゆらゆらと、レイチェルの長い人魚の尾がゆらめいて、その尾びれが、パシャ！　湯面から顔を出しては、お湯の飛沫しぶきを小さく立てる。

「いいんですけど。よかったんですけど……」

「家賃が。ふたりでシェアしても高いし、四人はちょっと無理そうだし」

「そっかー。いろいろあるねー。うーん、おっさんちゃんと仕事しろよなー！　ったく！」

　バシャッ！　大きく湯が飛び散った。マレーヤが拳を突つき出だすように、両手を急に湯から出したからだ。

「ふぁっくしょ！」

　なぜかタイミングよく男湯側から、くしゃみの声が届く。

「ん？　……でも、そっかぁ。惜おしいなぁ。家賃ねえ……四人なら、四人……ぅーん、四人!?　あっ！」

　ザバッ！　こんどは大きな飛沫と大波。湯舟の中、マレーヤがとつぜん立ち上がったのだ。

「きゃぁ！」

「なに？」

　レイチェルとキアが声を上げる中、

「いるじゃん四人！」

「え」

「いるよ！　ここに！　あたしとアスタリと、キアとレイチェル！　四人だよ！　この四人でそのお風呂屋さんに住めばいいじゃない！」

　興奮して叫さけぶマレーヤ。

「ぁ……」

「わたし、たち、みんなで」

「四人」

　まるで虚きよを突かれたようだった。四人全員が、言葉を失う。

「ぶっ!!」

　またも、噴ふき出す声が男湯から。

　しかしそんな声もいまは気にならず、

「そうだよ、四人いたの！　すごいすごい！　あたしってすごい！　天才かも！　ね、ねっ！」

「あ、ぁの」

「だっていま、あたしとアスタリはコーヒー屋さんの上の一部屋にいっしょだし、キアはあの夷やの二階に間借りしてるんでしょ？」

「そう、だけど」

「いまのままでいれば、家賃なんてタダみたいなもんだけど、狭いし不自由だし、女のコがいつまでもいるって感じのところじゃないし、お金ならお給料あるし！　ね！　みんなで住めるよぉ！」

　圧あつ倒とう的てき。圧倒的盛り上がり。マレーヤの言葉に、誰だれもが心を奪うばわれる。

「みんなで」

「住める」

「あの、物件に」

　顔がみるみる紅潮してくるのは、お湯の温かさだけではないはずだ。

　そのとき、全員の脳のう裏りに、四人での銭湯共同生活のイメージが浮うかんでいたのは間ま違ちがいない。

「ぁ、でも」

「けど」

　レイチェルとキアが気づく。

　いまの盛り上がりに水を差すのに抵てい抗こうがあるのか、すぐに切り出せずにいると、

「なぁに？　マレーヤとじゃイヤなの？　たしかにマレーヤ、ちょっと寝ね言ごとは多いって言われてるけど、でも部屋は別なんじゃん？　だったらよくない？　アスタリは、寝ねつきが悪いし、でも寝たら歯ぎしりが……」

「ちょ、っと！　マレーヤ！　やだ」

「あはは、ごめん！　でもそういうの、先に言っておいたほうがいいかなー、って。ほら、あとから、そうは思ってなかったー、ってのより、さ！」

「違ちがう。そうじゃなくて」

「四人で割れば、六万円ちょっとなんでしょ？　お風呂入り放題だしさ！　だったら」

「いえ、お金はいいんですけれど……」

　ここでやっと、風呂物件の現状をキアとレイチェルが説明し、

「ええっ？　ボイラーが壊こわれてるの？　お風呂が沸わかせないってこと？」

　うん、うん、とうなずくふたり。

「お風呂屋さんに住むのに、お風呂はじゃあ、入れないんですか」

「そう、なる。水は張れるけど」

「えええええー！　なんでなんでなんで!?　お風呂屋さんなのにお風呂沸かせなくて入れなくて、じゃあ、お風呂屋さんに住んでるのにお風呂屋さんにお風呂入りに行かないといけないのぉ!?」

　風呂屋風呂屋と連呼するマレーヤ。

　しかし気持ちはわかる三人。

　ひとしきりマレーヤが吐はき出し、その間も全員必死に考えたが、

「……ダメかな」

「ダメ、です」

「みたい」

　と萎しぼむ空気。

「ああーーーー!!　もぉ！　もぉお！　おっさんのバカ！　源大朗、いい加減に、しろーーーー!!」

　バッシャァアア！　高々と上がる水柱。マレーヤが思い切り湯を蹴けったのだ。もはやマレーヤのとつぜん、には慣れていたはずが、

「きゃぁっ！」

「うぉぅ！」

　お湯を浴びた三人も、軽々と仕切り板を越えていったお湯が落ちた先の男湯からも、声が上がる。

　だけでなく、カラッ！　浴場のガラス扉とびらが開くと、

「おまえたち、騒さわぎすぎだよ！　ほかのお客さんが入れないじゃないか！」

　そこに仁王立ちの老ろう婦人。

「お時さん」

「あー、やっちゃった」

「だから騒いじゃダメだって……」

　ふだんは静かに番台に座すわっている時だが、こういうときは容よう赦しやない。毅き然ぜん、断固たる態度には、

「ごめん、なさい……」

　四人、もちろんレイチェルも、裸であやまるしかなかった。
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「……ごめんねぇ。レイチェルにもあやまらせちゃった。マレーヤが悪いのに。ほんと、ごめん！」

　レイチェルの車いすを押おしながら、マレーヤが頭を下げる。バサッ、濡ぬれた長い髪が垂れて、顔をふさいだ。

　けっきょく富士見湯をほうほうのていで追い出され、四人、こうして歩いている。

「いいんです。わたしのことで、すごい、真しん剣けんになってくれて。みんなで住もう、とか、すごくうれしかった。こんなの、こっちへ来てから初めてで……」

　笑え顔がおを見せるレイチェル。その髪も濡れている。

「うぅー、レイチェル～！　いい子だね、抱きしめたいぃ！」

　ガバッ、後ろから抱きつくマレーヤ。

「もう、抱きついてる」

「あ、あの、はい。ありがとう、ございます。ぅふふ……ぁ、あははっ！　くすくす……！　ぁ、ごめんなさい。すごく、おかしくて。すごく、楽しく、って」

　笑いだすレイチェル。口元を押さえて笑う。その声が、いつしか……、

「レイチェル？」

「ふふふふ……くふっ！　ぅぅ、ぅ」

　かすかな嗚お咽えつに変わっていくようで、

「レイチェル……！」

　抱きしめたのは、キアだった。車いすの前から、膝ひざをついてレイチェルの肩を抱く。

「キア……あたしも！」

「おとなしくしてなさい。いまは」

　マレーヤはアスタリに止められ、しばらくキアがレイチェルを抱ほう擁ようしていた。

「ありがとう……」

「いまは、なにも言わなくていい」

　キアに言われ、うなずくレイチェル。

　伏ふせたその瞳ひとみから涙なみだがにじむ。

「悲しいの？　レイチェルが悲しいとあたしも悲しい……ぁあ～ん！」

「なんでマレーヤが泣くのよ」

「あの！　違うんです。悲しいんじゃなくて……うれしいんです。まだお部屋は決まらないし、もしかしたらダメな日だったのかもしれない。けど、いろいろ考えて物件を案内されて、社長さん……源大朗、さんにも良くしていただいて」

「おー、おっさん、褒ほめられてるよ。マーメイドの美少女に」

「だから、その、うれしくて。わたし、友だちいないんです。同じマーメイド族の」

　レイチェルのカミングアウトに、

「えー、そうなの？　レイチェル、かわいいのに」

「人魚のイリュージョン、やってるんですよね。監かん視し員いんとかも」

「あ、はい。だからその、嫌きらわれてる、とかはそんなにないかな、って思うんだけど、こんなふうに話したり、いっしょにお風呂とか、そんな友だちはいなくて」

「ふーん、意外ぃ」

　と、レイチェル、ここで少し黙だまって、意を決したように口を開く。

「わたし……マンガ家になりたいんです！」

　どうやらこっちが、ほんとうのカミングアウトのようで……。

「マンガ家に」

「なりたいの？」

　キアとマレーヤが尋たずねると、レイチェル、コクッ、とうなずく。そして車いすの脇わきに取り付けてあるバッグからタブレットＰＣを取り出す。

　スイッチを入れると、そこに現れた画像に、

「わぁ！　すごい！」

「上手、ですね」

　三人が見入る。

　カラーイラスト、コマを割ったマンガ原げん稿こう、下書き、完成原稿、ラフなどまで、次々送っても画像は尽つきない。

「ほんとにマンガ家目指してるんだ」

「はい。いくつか投とう稿こうして、入選になったこともあります。だから、がんばろうかな、って、この道で」

　レイチェルの決心と、夢への行動力は本気だった。三人にもぐんぐん伝わって来る。

「そうかぁ、だったらやっぱりひとりの部屋がいいよねえ」

「いまは、同じマーメイド族の郷土会がやっているアパートに。でも寮りようみたいで、プライベートもあまりないっていうか」

「それを早く言ってよぉー。みんなで住もう！　とか、ぜんぜん違ったこと言っちゃった。恥ずかしいー」

「ぁ、そんなことないです！　ほんとにうれしくて。みなさんとなら、だいじょうぶかなぁ、って真剣に考えて……」

「だいじょうぶ、わかってる」

「わかります。でもマレーヤの言うとおり、たしかに銭湯のシェアよりも、ちゃんとひとり暮らしのほうが良さそうですね」

　これでようやく理解できた。

　レイチェルの夢、そのための努力を三人が知ることも。

「でも、どうしてマンガ家になりたいの。最初から絵、好きだったの？」

「はい。でも向こうの……マーメイドの村だと、絵はあまり描かないんです。紙が濡れちゃうので。彫ちよう刻こくとかはやる人多いんですけど」

「ぁあ、なるほど、ですね」

「紙が」

　マーメイド族は水辺の生活者だ。

　肺呼吸だから、水に潜もぐりっぱなしではない。

　塩水も淡たん水すいも選ばないが、潜っていられるのは長くても十分程度。それ以上だと、水上に顔を出して口か鼻で呼吸しなくてはならない。

　つまり、日常はつねに水に濡れている状態なので、紙の文化が育たない。

「最近では、耐たい水すい性せいの紙に油性のペンで描くこともありますし、ＰＣやタブレットなんかで、濡れないようにして描くのはもちろんできますけれど」

「ようは、絵を描く、ましてマンガなんて商品や文化がなかったんですね」

「なーるほどー」

　アスタリが言い、マレーヤが納なつ得とくする。

「でもわたしは小さいころから、絵を描くのが好きで、砂すな浜はまに指で描いたり、木や石に傷をつけて絵にしたり、彫刻よりもそういうのが」

「それで、こっちへ来たの？」

「はい。ぁ、いえ、最初はそれだけじゃなかったんですけど、こっちの絵やイラストを見ると、もう、夢中になってしまって。とくにマンガが。絵でストーリーが進んでいくなんて、ほんとにすごい、大好き！　とくに日本のマンガ、こんなのが読みたかったんだ！　って。で、ずっといろんなマンガを読んでいるうちに」

「自分でも描きたくなってきた」

「そう、なんです。こっちの世界ならマンガ家だって目指せる！　……やっぱり、変ですか？　マーメイドのマンガ家、とか」

　レイチェルの問いに、三人はいっせいに首を振る。

「変じゃない！　ぜんぜん変じゃないよぉ！　……痛っ！」

　マレーヤなど、勢いよく首を振り過ぎて、自分の長い髪が顔に当たり、目に入って悶もん絶ぜつする。

「だいじょうぶ、ですか」

「へーきへーき！　っっ……、それよりさ、やっぱりレイチェルはすごいよ！　レビューだっけ、イリュージョン？　やりながら、監視員もしながら、マンガ描いて投稿して、ちゃんと評価されてんじゃん！　あーん、なんていいコなんだよぉ！」

「でも、だったらなおさら、ちゃんとしたお部屋を探さないと、ですね」

　と言うアスタリの言葉は、この場の流れや雰ふん囲い気きを踏ふまえて、全員の共通した気持ちになる。

「ええと、じゃあ」

「ちゃんと物件をまた探すところから」

「また、夷やさんに戻って、源大朗店長にお願いしないと」

「えー！　またおっさんに？」

　口を尖とがらせるマレーヤに、レイチェル、

「いいと思います。というより、いま、向かっていたのですよね」

　そう言われると、銭湯を出てから、四人の歩く先は、自然と夷やに向いていた。もう、あと五分もかからず、店に着くだろう。

「そっか。まぁ、おっさんもいちおう不動産屋の社長なんだし、オッケーってことで」

「こういうとき、わたしたちだけで騒いでも、しかたないですものね。ちゃんと専門家に相談して、頼たよってもいいと思います」

「うん」

「それに……店長さん、悪い人じゃないと思います。ううん、いい人だと思います。すごく」

　レイチェルの言葉に、マレーヤが「[image: ]ー……」とかぶせそうになったとき、

「あっ！」

「店長さん……！」

　道の向こうに、夷やの看板が見えた。その前に、サンダル履きでぼーっと立っている人ひと影かげも。

　もちろん、源大朗だった。

「よぉ。遅おそかったな」

　バリバリと頭を掻かく。

　四人、店の前で源大朗と合流して、

「べつに、ほらッ！　ウチのコーヒーショップで、なにか飲もうって、思っただけなんだから！　……でも」

「レイチェルのために、物件、もう一度探してもらえませんか。いろいろ事情も話してくれて。だったら、って」

「選せん択たく肢しも絞しぼれると思うから」

　そう言って、頭を下げる三人。マレーヤも、だ。

「あの、お願い、できますか。もう一度」

　レイチェルが尋ねる、少し不安そうな声に、

「あったりまえだ。ウチは不動産屋なんだからな！　さ、入った入った。もうラウネアがお茶を淹いれてくれてるぞ」
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「ここだ」

　源大朗が顔を向ける。

　駐ちゆう車しや場じように停とめた車から、レイチェルの電動車いすで五分。その物件はあった。

「ここ、ですね」

　レイチェルも見上げる。

　その物件は、とくに変わったところのないアパートのように見えた。手入れはされてはいるが、けっこう古い。

「築三十五年。木造二階建ての一階。大泉学園駅から徒歩十六分、はちょっと遠いがな」

「いえ。だいじょうぶです」

「二十三平米。五万五千円、管理費なし、だ」

「へー、やすーい！　いいじゃーん！」

「ちょっと古いですが、きれいにしているようですね」

　マレーヤ、アスタリも言う。

　大泉学園駅は、その名のとおり大泉学園町に隣りん接せつする西武池いけ袋ぶくろ線の駅で、練馬区のほぼ北西の際に位置する。

　街には大泉学園、の名を持つ都立区立の小学校や中学校、高校などが点在。もとは学園都市として大学なども誘ゆう致ちする計画だった。

　大学の誘致はならなかったものの、以前から高級住宅街でもあり、碁ご盤ばんの目状の道路が整備されるなど、計画地域として発展した。

　現在では、駅ビルに直結して高こう架かの歩道が取り巻くなど、駅周辺はちょっとした都心のような様相もある。

　練馬の吉きち祥じよう寺じ、大宮、といったら、聞こえがいいのか悪いのか微び妙みようなところだが、少し離はなれれば、とたんに開けた田園もあり、そのあたりの「高低差」は家賃価格などにも表れていた。

「壊れたところなんかはちゃんと直してあるし、機器もちゃんと取とり替かえてある。……って、なんでおまえらまでいっしょなんだよ」

「えー、いいじゃーん！　てか、レイチェルのこと、見届けたいじゃーん！」

「すいません。くっついて来てしまって」

　四人プラス源大朗。

　夷やのデッキバンは軽なので、定員四人ギリギリ。車いすのレイチェルが荷台、というのは、最初からの仕様なので変わってはいないが。

「まぁ、しかたない。じゃますんなよ」

「はぁーい。……ねえねえ！　で、どこがいいの、このアパート。あたしにはふつーの、古いアパートに見えるんだけど、どこがレイチェルにいいのよ？」

　しおらしく振ふる舞まうのは一瞬。すぐにいつものマレーヤに戻る。しかし源大朗、ニヤっと笑って、

「そこだ。よぉし、教えてやる」

　ポケットから鍵かぎを取り出した。

　物件に近づくと、妙なことに気付く。

「こちらは」

「あれ？　入り口は？　ドア、どこにあるの？」

　マレーヤの言うとおり、玄げん関かんドアが見当たらない。別の方向なのかと、レイチェルが車いすをめぐらせようとしたとき、

「いや、こっちでいいんだ。ここだよ」

　源大朗が指さすのは、ドアではなくシャッター。車のガレージなどのシャッターにしか見えない。

「え、ここ」

「ああ。見てろ」

　源大朗がカギをシャッターの鍵穴に入れる。ドアではなく、シャッターの鍵だったのだ。回して、

「おっ」

　ガラガラガラ……、シャッターを開けていく。すっかり上げると、

「ぉおー」

「これは、へえー」

　現れたのは広い土間だった。シャッターから真っすぐ奥おくの壁かべまで、十四畳、約二十三平米の部屋を土間が占しめている。

　奥の壁かべ際ぎわには小さめのキッチン、トイレや洗濯機置き場などの水回りがひとまとまりに配置されていた。

「お風呂は？　ないんだ」

「この辺りって、お風呂屋さん、ありますか？」

「住みやすいの、かな」

　ひととおり見てみて、結論は、

「なんだか、部屋っていうより」

「ガレージの中に、キッチンやトイレがついてる感じ？」

「おもしろい、ですね」

　レイチェルは笑うが、ちょっと戸と惑まどっているふうでもある。

「そのとおりだ。ここはバイク乗りの住人が改造した部屋なのさ。複数台のバイクをそのまま停められるようになってる。風呂がないのは仕事場でシャワーが使える事情、とかだとか、な」

　と源大朗。

　それで、出入り口はシャッター、そのまま部屋の床が土間になっていたのだ。

「これなら、車いすのまま部屋に入れますね。土間は濡れてもいいし」

「いまいる寮みたいなところって、どうなってるの？」

　アスタリが言い、マレーヤが尋ねる。

「いまの寮は、マーメイド族しか住んでいないので、ほとんどプールみたいです。個室もプールで、お風ふ呂ろ屋やさんの浴槽くらいの。そうした水槽の脇にいろんなものがあって、腰こしまで水に浸かりながら、とか、縁ふちに腰かけるくらいで手が届くところにいろんな機器とか設備とかが。もちろん、水の中にもありますけど」
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「そうか。でもふつうのアパートを借りるとなると」

「この車いす中心の生活になると思います。寝るときなんかは、やっぱり水すい槽そうが欲ほしいですけれど」

「えー！　じゃあどうすんのよ。ここ、お風呂ないじゃない！」

　マレーヤのツッコミに、

「だったら、変えちゃえばいいんだよ。原状変へん更こうだ」

　待ってた、とばかりに源大朗、ニッ、と笑う。

「原状変更、できるの？」

　キアが驚おどろく。

　賃ちん貸たい物件の原状変更可という条件はかなりまれなのだ。

「ああ。ここはもともと車を入れるガレージでな。だからふつうの部屋をガレージふうにしたんじゃなくて、まえの借主がガレージに床ゆかやキッチンユニット、トイレなんかをつけたんだ」

「それで、ガレージにしては、ここに車だとちょっと無理、くらいの広さだし」

「はじめからお風ふ呂ろはなかったんですね」

「そうだ。で、大家としては、このまま貸したいんだが、なにぶん古い物件だし、改造してもかまわん、とな。もとはガレージだし、ガレージとして貸してもこのへんじゃ、三万も取れればいいとこだからな」

「それが五万五千円なら、借主の負担で原状変更もかまわない、と」

「ああ。それも原状復帰もしなくていい、と来た。もとのガレージにも復帰させてないし、な。さらに変えてもいいってんだから、こりゃあ太っ腹な物件だろ。ははは！」

　高笑いの源大朗。

　こんどばかりは、たしかに源大朗の言うとおり、希少かつおおいにレイチェル向きの物件と言えた。しかし、

「あの、でも、この部屋を改装するということは、お金が……」

「そうだよ。家賃がまあまあ安くても、改装費がかかっちゃうじゃん」

　まだまだ不安要素、困難な条件はある。

　が、源大朗は腕うで組ぐみして、うんうんとうなずくのみ。余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

「おまえたち、知ってるか。非人間型亜人補助制度ってのがあってな。言葉はちょっと身もフタもない感じだが、そこは役人仕事だから、まぁ……。ようは、オレたちみたいなこっちの人間と異なった姿の亜人には、さまざまな補助が行政から出るんだよ。たとえば、形態によって、ふつうに道を歩くのが難しい、とか、階段を登れない、とかな。そういう場合、公共交通機関が無料で使えたり、補助装置に援えん助じよ金きんが出る」

「あ、知ってます。わたしの、この車いすも、その補助制度で、ほとんど個人負担はなくて、使えてるんです」

　レイチェルが言う。

「おー、そうそう。そういうヤツ。ちゃんと使えばこっちでの生活がだいぶ楽になる。異世界との交流が始まって、向こうから来るさまざまな形の「人」がこっちの世界で苦労しないように、なるべく快適に暮らせるように、ってできた制度なんだ」

「へーえ、じゃあ、マレーヤたちも、なんかもらえるかな！　ね、アスタリ！」

「わたしたちは、ふつうの人間とほとんど変わらないから、無理だと思う。耳とシッポがあるくらいだもの」

「えー、がっかりー」

　思いつきのマレーヤは置いておいて、源大朗。

「それで、な。そいつは賃貸住居にもある。補助が出るんだ」

「え、ほんと！」

「ああ。物件の面積によって額も変わるがな。ここは二十三平米だから、二十三万円が補助される」

「二十三万円！」

「じゃ、じゃあ、百平米のひろーいところ借りれば、えーっと、百万円!?」

　ときめくマレーヤ。しかし、

「あほ。無制限じゃねえよ。限度は五十万までだ」

「なーんだぁ」

「でも、二十三万円ですよ！　これで、レイチェルのためにこの部屋を改装するのもだいぶ楽になりませんか」

　アスタリが言い、レイチェルの表情もどんどん明るくなる。

　場の空気がすっかり変わっていた。

「な、いいだろ！　それともうひとつ、オレからのサプライズだ……げふ！」

　得意げに指を立てる源大朗に、

「なんだよぉ、出し惜しみしないでさっさと言えよ、おっさん！」

　マレーヤの肘ひじが脇わき腹ばらを突いていた。軽く悶絶する源大朗。

「な！　にすんだ、この！」

「あはは、いいじゃんいいじゃん、早く教えてよぉ！」

　しかしマレーヤ、笑顔で源大朗の腕うでにからみついて来る。ぐいぐい、身体ごとくっついて押し付つける。

　まるで、急に楽しくなって、はしゃいでいる子どもだ。

「あー、こら、離せって。なんか当たってるぞ、こら！」

「えー、おっさんのエッチー！　ＪＫの胸だぞぉ。ありがたく拝めばぁ」

　じつはマレーヤなりの感謝の気持ちだったらしい。

　なんとかマレーヤを振りほどいて、

「あー、なんだっけ。じゃねえ！　そうそう。この土間を利用して、デカい浴槽を据すえ付ける。床も一部は、水で濡れてもいいビニールカーペットにするのがいい。それとキッチンなんかも、下のキャビネットを外して、ぐっと低くする。基本、据え付けの機器は浴槽の中から手を伸のばせるか、床をちょっと這はって届くくらいにするんだ」

　源大朗があちこちを指さして想像させる、そのビジョンは、

「すごい。ちゃんとしてる」

　キアも感心するほど。

「いいと思います。いえ、良すぎるくらい。ありがとうございます。あの、でも、そんなに全体を変えたら、二十万円くらいではきかないのでは」

　ここで新たな心配が頭をもたげると、

「新品なら、だろ？　浴槽にしてもキッチン台にしても、中古なら半額以下だ。ここへ来るまえに確かめた。知り合いの解体業者にな。ちょうどラブホ……んー、ファッションなホテルのスイートルームに取り付けられてた、特大のジェットバス付き浴槽があるらしい。まぁ、そんな機能はいらないだろうが」

「えー、ジェットバスがいい！　泡あわでブーーーッ！　って、楽しいよ、疲つかれも、取れるかも！」

　盛り上がるマレーヤだが、レイチェル以下三人は首を振る。

「入り口のシャッターも、鍵穴が地面近くになるし、けっこう力もいるからな。電動にしたらいいんじゃないか」

「そんなに。贅ぜい沢たく、ですよね」

「なあに、もし二十三万を超こえても、低利の短期貸付制度もある。月一万の返済で十万、二十万くらいなら、さほど負担じゃないだろ」

「五万五千円に一万円でも六万五千円……はい！」

　こんどこそ、レイチェルの笑顔が返って来た。

「ネットの地図で調べたけど、ここ、駅からちょっと遠いけど、車いすがじゅうぶん通れる歩道がずっとあるし坂もない」

　タブレットから顔を上げて、キアも言う。

「そんなところも、考えてあったんですね」

「おっさん、マジでやるじゃーん！　すごい！　大好き！　結婚してあげよっか！」

　またも飛びついて来そうなマレーヤを察知して、

「っと！　やめろ！　ってか、やめとけ。……で！　そんな具合だ。どうだ。レイチェル」

　源大朗が改めてレイチェルを見る。

「はい！　ここに決めます！」

　勢いよくうなずくレイチェルの顔に、笑えみが大きく広がった。




７




「えーーー！　すっごぉーい！　いいじゃーん！」

　目を輝かがやかせるマレーヤ。

「ほんとう、いいですね。お風呂……浴槽中心っていう感じで」

　アスタリも。

　契けい約やくから一か月。改装なった部屋への、レイチェルの引ひっ越こしを手伝うふたりと、

「これ、ここでいい？」

　キア。

「はい！　あ、細かいものは適当に。あとで入れますから、わたし」

　レイチェルはいつもの電動車いすだが、床に置かれた段ボールを開けたり中の物を出したりしている。

「いいよぉ、レイチェルは座ってて指示してくれれば。マレーヤたち、やるからさ！」

　すでに引っ越し業者は帰っていて、さほど広くない部屋、多くない荷物が片付くのに三人もいればじゅうぶん過ぎるほど。

「でも、わたしだけ座っているのは」

「いいっていいって！　家具とかは引っ越し屋やさんが置いてくれたし。あー、それにしてもおっさん、車出してくれればよかったのに！　引っ越し代も節約できたのに、さー。ぶーっ」

　マレーヤが頬ほおを膨ふくらませ、口を尖らせると、

「そこまで頼たのめないでしょ。お店もあるし。今日は平日だし」

　アスタリ。レイチェルも、うなずいて同意する。

「まー、そうだけど。……んー、でもほんと！　良かったね。このお風呂、すっごい大きい！　あたしたち四人で入っても余裕だねー！　ジェットバスないのは残念だけど！」

　と、マレーヤの言うとおり、土間の真ん中、やや奥に鎮ちん座ざした円形の浴槽が、ほぼこの部屋全部を支配しているかのようだ。

　浴槽は土間の上ではなく、四十センチほど床を上げて設置してある。

　浴槽の周りの床は、濡れたままレイチェルが這ってもいいように、ビニールタイルが張られていた。

　それだけでなく、

「浴槽に渡わたした板の机は、レールでスライドできるようになっています。浴槽に下半身を入れたままでも向かえるようにって」

　ＰＣや液えき晶しようタブレットなどを使うレイチェルは、水に近すぎるよりは、と、腰までを床に乗せての描びよう画が姿勢を選んだ。しかし、アナログで作業するときもあるから、机を引きつけ、腰まで水に浸つかって、絵を描くこともできる。

「うーん、いいね、いいね！　おっさん、やるじゃん！　ね！　早く終わって、みんなでこのお風呂、入ろ！　ねっ！」

　マレーヤの提案に、誰だれも異論のあろうはずがない。

「よし、あと一時間で終わらせますよぉ！」
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「おー！」




「……ぁー、気持ちぃい。やっぱりお風呂、最高じゃん！」

「うん、いい」

「四人でもぜんぜん狭せまくないですね」

　立ち上る湯気の中、三人が口々に言っては目を閉じ、心ここ地ちよさに浸ひたる。

「今日はほんとうに、ありがとうございました。おかげで、すっかり片付いて。わたしひとりだったら……きゃぁっ！」

　感謝の言葉を重ねるレイチェルに、マレーヤが抱だきついたのだ。バシャッ！　お湯が大きく跳はねて、土間に落ちる。

「んー、もぉー、そんなのあたりまえじゃーん！　いいのいいの、レイチェルはいいコだからぁ！　あー、ウロコすべすべ！　ツルツル、気持ちいーい！」

　例によってとつじょ抱きつき、身体からだ中じゆうをなでまわすのはマレーヤ。

「きゃぁっ！　ぁ……はい、あの！　ぅぅうー……」

「あの、そのくらいにしてね、マレーヤ」

　アスタリがたしなめ、

「はぁーい！　でもいい部屋だよねえ。おっさん、やっぱりすごいよ。尊敬する！　結婚はしてあげないけど、いいと思う！」

　マレーヤの弁には苦く笑しようするところもあるものの、レイチェルも、

「ほんとう、よくしていただきました。わたしたちマーメイドのことをいちばんに考えていただいて」

　周りを見回して微ほほ笑えむ表情が、

「あとは、マンガで結果を出すこと……」

　キアナの言葉で、一転、引き締しまり、うなずく。

「ねー！　でも、たまには遊びに来てもいいよね！　ね！　ねっ！」

「ほら、レイチェルのじゃまにならないようにって、いま言ったばかりで」

「えー！　たまにならいいでしょー！　ねぇ、ねーぇ！」

「ぁ、ええ、はい」

「わぁーい！　ね、ずっと友だちだよ！　みんな、レイチェル！」

「……はいっ！」




「……ふーぅ」

　ため息混じりに吐はき出だすと、源大朗は口を手の甲こうで軽く拭ぬぐって、空になった牛ぎゆう乳にゆう瓶びんをケースへと戻もどした。

「百二十円」

「わかってるって。……ほい」

　ズボンのポケットから硬こう貨かをそのまま出して番台へ。まだ上半身は裸はだかにバスタオルのままだ。

　富士見湯。番台の時が、目を伏せながら言う。

「そういやあ、あの騒さわがしい娘むすめたちが言っていたよ。今日が引っ越しだとかなんとか。まえに来た人魚の娘に、部屋を紹しよう介かいしたのかい」

　視線は手元の液晶小型テレビの画面へ落としたままだ。

「んぁ？　ああ、そうだったかな。うん。解体屋なんかにも口きいて、ちょっと改装をな。まぁ、人魚にいい部屋になったかもな」

「ほお。あのコたち、たいそうよろこんでたみたいだったよ。あんたもたまには、いいことするんだねえ」

　ようやくテレビから顔を上げ、源大朗へ視線を向ける。唇くちびるが、ちょっと笑いを作った。

「さあなぁ。部屋探し、改装なんかはオレの仕事だ。できるのはここまで。ま、不満よりはいいけどな。けどまだあのコは、新しい部屋へ移っただけ。ここからは、あのコが自分で切り開いてく番だ」

　源大朗も小さく笑みを返す。

「そうだねえ」

「心配はしてねえよ。そういうことのできるコだからな」




　カチ、カチ……。

　暗がりに、液晶タブレットの明かりがボゥッ、と光る。その光に照らされて、レイチェルの顔が浮うかび上あがっていた。

　長い髪かみをゴムでひっ詰め、メガネ。もちろんノーメイクの地味な顔で、スタイラスペンを握にぎり、液晶画面に画を描いていく。

　ビニールタイルの床にさらに濡ぬれタオルを敷しき、その上に魚体の腰を乗せ掛かけ、尾おの部分は浴槽の水に浸していた。

　すでに日付を跨またごうという時間。

　レイチェルの作業はいっこうに終わる気配を見せない。

　描画に集中し、音もない中、カチ、カチ、カチ……、左手デバイスを操作するクリック音だけが、部屋の中を満たしていった。







第五章　ラウネア
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「……はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　荒あらい息が止まることを知らない。口を開けたまま、あえぎ続ける。カラカラの喉奥から、何かがこみ上げては、その身を震わせた。

　陽ひが沈しずむ直前の、ありえないほど赤い空。

　すでに「月」が低く出ている。

　頭をめぐらし、男は地平線を見つめた。はるか山の稜りよう線せんに、いままさに沈みかけている太陽。

　とろけるようにこぼれた光が、地平線のもっとも濃こい赤に、黄金の雫しずくを湛たたえていた。

　あと少し。もう少し……！

　あそこへ行けば。あの場所へ行きさえすれば。

　数百メートル。立って歩けば、十数分とかからないはず。その距きよ離りだけ。この脚あしが保もてば……。

　手を地面に突き、砂をつかむように立ち上がろうとして、

「おおっと。それまでだぁ！」

　ドン！　男の目の前に、鈍にぶく大きな剣けんが突つき立たてられていた。

「どこへ行くんだよぉ。ターゲンハイン執しつ政せい官かん閣下。いきなり王都から消えるなんて、そりゃあナシですぜえ。いまごろマリベル女王陛下も、さぞやお悲しみでしょうなぁ。んんぁ？」

　ターゲンハインと呼ばれた男が振ふり返かえる。

　肩かた越ごしに見上げる、切り取られた視界。赤い空をバックに、片方の口角を思い切り上げた皮肉な笑みが映る。

「あいにく、だな。レバントン卿、だっけか。オレはちょっくら、忘れ物を取りに戻らなくちゃならないんでな。しばらく留守にするが、女王陛下にシクヨロ……、って、おい、危ねえって！」

　ギラリ。暮れかけた陽を弾く長ちよう剣けんは、ターゲンハインの喉のど元もとに突きつけられると、ほんとうにそんな音が聞こえたような気がした。

「無む駄だ口ぐちはほどほどになぁ～！　気が済みましたかぁ～？　まぁ、あたくしとしてはどっちでもいい。あんたが大人しく王都へ戻るならよし。でなければ、腕や脚の一、二本、ぶった切って運べばその分軽くていいってなぁ～！」

　やせて張り付くようにこけた頬がパクパク動くさまをターゲンハインは見つめていた。目の玉がなんだってあんなにギロギロ動くのか。そのわりに黒目がやたら小さいし、舌は長いようだ。

「ぁああ～ん!?　なに余裕ぶっこいてやがるんだぁ～！　あたくしはクレイブン閣下の命でここまで来てやってるんだからなぁああ！」

　声を張り上げるレバントンの背後には、剣を持った軽装甲かつ冑ちゆうの兵たち、ざっと六名ほどが控えていた。

（馬は、向こうに繋つないでいるみたいだな）

　ターゲンハインはぼんやり考える。

　そういう彼かれの馬は、三日間走りづめでつぶれてしまった。そうまでして彼が王都を離れなければならなかった理由……。

「その名前を出すのはちょっと、かんべんしてくれないか」

　三日間洗わず、汗あせと土つち埃ぼこりにまみれた顔で笑って見せた。ボサボサに乱れた長い髪がべっとりと額に張り付いている。

「ぁあ!?　その名前ってのは、なんです？　クレイブン閣下のことかよぉ？」

「裏切り者の名前はな。控えめに言って……反へ吐どが出る」

「ほぉおん？　ふひひひひ！」

　こんどはレバントンが口を震ふるわせて笑う番だった。

「ひはははは！　ああそう、そう、そうねえ！　ふほほ！　おまえの妻と娘を監かん獄ごく塔とうへ送った男だものなぁあああ。おまえとは同じ、向こうの世界から来たらしいが、おまえは妹、閣下は姉を選んで、マリベル陛下の女じよ婿せいになられた。いまじゃ、陰かげの皇こう帝てい陛下よ！　薄うす汚ぎたないおまえがドブネズミかモグラのように這いまわっている間になぁあ」

　張り上げると妙みように甲かん高だかく、それだけで頭ず蓋がい骨こつの中に響ひびく。だがターゲンハインはグッ、とこらえた。

「は、はは、いやぁ、クレイブン閣下のおかげで、妻子も無事修道院へ……」

「なわけないだろぉおお!?　修道院へ送られたって思ったか。思ってた？　だまされたんだよぉおお！　ぁははははは！　おまえの妻も、娘も、監獄塔の上から突き落おとされてなぁあ！　けははははは！　まぁ、どうせならってんで、そのまえにさんざん……」

「!!」

　ターゲンハインの短たん剣けんが宙を切きり裂さいた。むろん、その切っ先の向かうところはレバントンの心臓、あるいは喉元、と見えた。

　レバントンにしてみれば、自分の喉に突きつけられたままの刃をそのままに、剣を繰くり出してくるとは思わなかった。

　つまり、ターゲンハインには、自分の命などある意味どうでもよかったのだ。

　しかし、

「ぉおおおーーーーっとぉ！　危ない危ない、危ないってぇのぉ！」

　レバントンが短剣をつかんでいる。もちろんつかんでいるのは刃だ。その片手は炎ほのおによって包まれ、ぶずぶす、めらめらと燃えている。

「フレイム・パーム……」

「そう。あたくしは魔道のこころえもありましてねぇ。このくらいの剣、炎で握り溶とかすこともできるってぇ、ねぇ！」

　その言葉どおり、レバントンの手のひらの中で、ズブズブ、シュゥシュゥ、音を立てながら短剣は溶よう解かいしつつある。その熱は剣を持つターゲンハインの手に伝わり、もはや握っていられる熱さではない。

「ぅ……くっ！」

「ほらほら、肉の焼ける臭いだ。手を離さないと、あなたの身体に火が付くんだなぁあ。それとも、こっちからもっと強い、炎の一いち撃げきを食くらわせてやりましょうかねぇえ！」

「やってみろよ。おまえは王宮の汚お物ぶつだ。ゲロやクソは臭くてたまらないが、怖こわくなんざないんでな」

　ニヤッと笑った。

　ターゲンハインの歯と目だけが、黒く汚よごれた顔の中で挑ちよう発はつ的てきに輝く。

「な！　んだぁどぉおおお！」

　とたん、レバントンの形相が一変した。それまで曲がりなりにも余裕を見せ、取り澄すましていた仮面が吹ふき飛とぶ。

　レバントンは灼しやく熱ねつの手のひらをいったん自ら引き、一いつ瞬しゆん遅おくれて繰り出した。まるで剣けん闘とう士しがパンチを繰り出すように、

「フレイム・パーム・ショット！」

　拳こぶしの何倍もの大きさに膨らんだ炎が、放たれる。打ち出される。

　その瞬しゆん間かん、

「食らえ」

　ばさっ！　ターゲンハインが短剣を投げ捨てるや、もう片方の手で砂を投げつける。地面に倒たおれていたときから、しっかりと砂を握っていたのだ。

　砂の塊かたまりは正確にレバントンの顔へと飛び、その目を叩たたいて視界を奪うばう。

「うぅっ！」

「レバントン卿！」

　兵たちが駆かけ寄よる。残りは剣を抜ぬいてターゲンハインへ斬きりかかる。

　というところ、

「おおおお！」

　ターゲンハインが飛んだ。レバントンの拳の炎へ身を投げる。

　自殺行こう為いか、とみえたそれは、視界を失ったレバントンの、しかし臨界を超えて発射された炎の塊に、自らの身体を飛び当てる。

　それも、

「あれは、水の盾たて！」

　隠かくし持もった盾を押おし立て、その盾の鏡面に炎が弾ける。

　兵のひとりの口を、思わずついて出た言葉が正解だった。

　ふところにずっと持っていた隠し玉。

　あらゆる攻こう撃げきを弾く魔道具。ただし、

「一回使い切りなんでなぁ！　魔道だか、魔ま法ほうだかオレはとんと無む縁えんだが、このくらいは使わせてもらう！」

　ターゲンハインが叫さけぶ。

　自ら飛び込んだ炎の噴ふん射しやに、押し当てられた水の盾。

　攻撃が強ければその分、受け止めると反動も大きい。作用・反作用の法則はこの「異世界」でも生きている。

「ぬぉぉおおっ！」

　炎の塊が水の盾に当たって弾ける。

　盾を身体の中心・重心に抱かかえたターゲンハインは、こんどは自身が玉のように弾かれ、撥ね飛ばされていく。

　その先は、

「……門だ！」

　兵のひとりの声に、レバントンが目をこすりながら無理やり開く。

　その、まだかすむ視界に、炎とともに一直線、飛ばされていくターゲンハインの身体が見えた。

「なんだってぇえ!?　あたくしの炎で、門に運ばせる、ってぇええつもりだったのかぁああ!?」

　レバントンの顔がぐしゃっ、と崩れる。驚きのあまり上げた声が響く中、

「……ずぁぁああああああ……」

　その、門と呼ばれる異世界の断層に、ターゲンハインの身体は溶けるように取り込まれていった。

　切り傷のように空間に開いた口が、ターゲンハインという人間ひとりを呑のみ込み、吸い込み、閉じる。

　陽の光の最後の雫とともに、溶けた黄金にも似た輝きが消え去ると、あたりはいっきに暗くら闇やみへと包まれた。




「……ん、っぅ」

　目を覚ますと、炎に半ば包まれていたはずなのに、身体は鉛なまりのように重く冷えている。

　ターゲンハインがわずかに身を起こすと、胸の下あたり、まっぷたつに割れた、鏡にも似た小さな盾がまだついていた。

　夜だ。

　仰あお向むけの視界に夜空と、それを囲むように木々が見える。手が湿しめった土をつかむ。一いつ瞬しゆん、森か、まだ……いや、別の異世界、と思ったところが、

「なん、だ？」

　ようやく頭を上げると、明るい街灯の下、電柱に張り付けられた町名表示のプレートが見えた。

「池いけ袋ぶくろ本町一丁目……」

　ターゲンハインは街路樹の根本に倒れていたのだ。そのせいで、柔やわらかい地面が下した敷じきになり、アスファルトの路面に叩きつけられるのをまぬがれたらしい。

「東京とはな。十年か、そこらぶり、か」

　こんどこそほんとうに身を起こす。手をつき、立ち上がり、上着やズボンから土を払はらい落とす。

　もう短剣は蒸発してしまったし、鏡も割れてしまった。

　武器も防具もない。

「金も、ない、な」

　身分証明書も、保険証も、クレジットカードも、とにかくそんな類たぐいのものはいっさいない。

　ただ、いまこの時間、世界にはそぐわない、大げさでクラシックな衣類にびっしり身を包んでいる。

「とりあえずこいつは、いらないな」

　肩かたからマントを引きちぎる。破れてただの赤黒い布になり果てたマントを、近くのごみ箱に捨てる。

「これから……」

　どうする？　ターゲンハインは、あえてつぶやくと顔を上げた。

　もはやひとり。

　知り合いも、誰ひとり頼たよれる者などさらになく、金も持たず、身体を休める場所もない。

　住む場所、どころか今日寝ねるところさえ。

「ひでえな。くくく。つい昨日まで、小さいとはいえ一国の宰さい相しようが……な」

　笑いが口をついて出る。

　だがその先、

（!?）

　その先が、わからない。思い出せない。

（宰相……、執政官、オレの妻と、娘？　向こうでの生活……）

　泡のように消えつつある。いまにも。

　必死にかき集め、引き寄せようとするも、溶け落ち、次々崩れ、こぼれて……。

「あいつ、の」

　つぶやきながら涙が滲む。

　なのにさらに遠くへと飛び去っていく思い出。

　疲弊し、マヒし、強烈な悔悟だけが押し寄せる中、こみ上げて来るのはなぜか、圧倒的な懐かしさという、「新しい記憶」。

「ぅん？」

　手を下ろすと、袖そでから何かが落ちた。

　屈かがみこんで拾い上げる。

　街灯の光にかざして見ると、

「種……か」

　アーモンドほどの大きさの、植物の種子のようだ。

　どこで、と思う。

　いま、植え込みで拾ったのか。いや、違ちがう。これは、

「いつの間にか服の袖の中に入ってたか。こいつは……」

　どうせ種だ。ここの土に蒔まいておけば芽も出る。そう思って放ほうろうとして、

「……」

　思いとどまった。もう一度、顔の前に近づけて、ターゲンハインはじっと種を見る。

　投げる瞬間、種が、しゃべったような気がしたのだ。

「気のせい、だよな」

　しかしターゲンハインは種を捨てずに、袖の折り返しに押し込んだ。

「さあて」

　もう一度、顔を上げる。街灯に背を向けると、空の低いところに月が見えた。

　さっきまでわからなかった。

　危あやういほどの光が夜空を明るく染めている。

　こんなに明るかったのか。

　そう思ったときには、もうターゲンハインは歩み始めていた。
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「ふぁ！　あ……！」

　事務所の空気をみんな吸ってしまうのでは、というほどの、源げん大た朗ろうの大あくび。

　セットで出て来た涙を目め尻じりでぐじぐじとくじり、ついでにその指で耳の穴を……、

「眠ねむそうですね。少し外でも散歩してきたらいかがですか」

　ほじるまえに、ラウネアの声。いつものパソコン席に座すわったまま、振り向むいて、微笑んでいる。

「そう、だな」

　浅く、というよりもうほとんどずり落ちそうなソファーから、源大朗、身を起こす。

　午後の陽がさんさんと射さし込んでくる事務所内は、少し暑いくらいだ。

「お客さまの来店の予約も、ありませんし」

　ラウネアの言葉は、つまりは店がヒマだということで、良くはないのだが、しかしこんな陽気の日は、

「朝から客もゼロだし、な。よし！」

　さっきまで立ち上がるのも面めん倒どう、という倦けん怠たいが、不思議なほどにどこかへ収まっている。けっして、シャキッとしたわけではなさそうだが。

　源大朗はボサボサの頭をかきながら、前まえ髪がみのひとふさを指でつまみ、

「伸びたな。また……」

「そうですね。そろそろ切りましょうか。いつでもいいですよ。お店が終わったあとで」

　ラウネアがそう言ってうなずく。

　源大朗の髪は理り髪はつ店てんではなく、いつもラウネアが切っているのだ。

　その言葉に安心したのか、源大朗、ポケットに手を突っ込むと、

「ああ。じゃ、行って来る」

「はい」

　ガラガラと引き戸を開け、外へと踏ふみ出す。閉める間ま際ぎわ、振り返って、

「んー、一、二時間で戻る……かも」

　一時間と二時間では倍も違ううえに、「かも」。けれどラウネアは、そんなこともわかっている、というように、

「いっていらっしゃい」

「……ぉう」

　なぜか小さく、横顔で返事をして、ガラガラ……、戸を閉めると源大朗は背中を向ける。そのまま路地のような道を歩いていく。

　午後の陽が、とっくに中天を過ぎて、西へと傾かたむきつつあった。

　……そしてそれから、小一時間も経たったころ。

　カラカラカラ……。

　店の表戸が開いた。

「は、い」

　振り向くラウネア。そこにいたのは源大朗ではなく、見慣れない中年の男。

　ふだんなら、近づいてきた足音でもう、客が来るのはわかる。なのに不思議と、戸が開くまでわからなかった。

「物件をお探しでしょうか？」

　それでもラウネアは笑え顔がおで席から立つと、男にカウンターの前の椅い子すを勧すすめる。引き出しからプリントを取り出すと、

「この用紙にご記入ください。わからないことがあったら、聞いてくださいね。いま、お茶をご用意いたしますから」

　それだけ言ってボールペンといっしょにカウンターデスクの上に置く。

　そうして奥おくのキッチンへ、ラウネアが向かうと、男はボールペンを手に取り、無言で用紙に記入をし始めた。

　カリカリ、コツコツ、ボールペンの音が聞こえる中、電気コンロで沸わかした湯を、ヤカンから急きゆう須すへと注いでいく。

　そうしてラウネアが、茶を淹いれた湯飲みを盆ぼんに乗せて、振り返ったときだった。

　目の前に男が立っていた。

　手にナイフを持って。

「お客さま？　……きゃぁあああっ！」




「源大朗。源大朗、源……」

　遠くから声がする、と思ったら、身体も揺ゆれていた。

「……んぁ？」

　もちろん、揺れていたのは源大朗で、揺らしていたのは、

「風邪かぜ、引くよ。こんなところで、寝てたら」

「キアム……じゃない、キア。おまえ、こんなところでなにしてる」

　目をしょぼつかせて、源大朗、

「なにしてる、は源大朗。お客さまと内見済ませて来た帰り。公園を通りかかったら、ベンチで源大朗が寝てる」

「寝てない。ちょっと目を閉じてただけだ」

　手の甲でゴシゴシ擦る。ベンチの脇わきに立ったキアを見上げる。

「目に、ばい菌きん入る」

　といってキアが差し出すのは白いハンカチだ。レースの、縁に刺し繍しゆうのあるふんわりと柔らかく小さな布地。

「ぁ？　ああ」

　受け取って源大朗。目の周りだけでなく顔中をぬぐったあと、

「ほらよ」

　キアに返しながら、

「いいのか」

「もう拭ふいてから言われても。……それで、なんでこんなところで寝てるの。お店、いいの」

「だから寝てないって。あったかいから、散歩のついでにベンチに腰こしかけて、で、気が付いたらおまえがいて」

「それが寝てるって言うんだけど」

　言いながら、キア、さっきのハンカチをハーフコートのポケットに仕し舞まった。

「ほぉー」

「なに」

「よく見たらおまえ、ミニスカートなんか穿はいてんだな」

　座ったまま、源大朗の視線がキアの足元から頭のてっぺんまで見上げる。まるでスキャンかなにかされているような感覚に、

「な！　ジロジロ、見るな。……マレーヤたちがくれた。もう着ないから、とか。買ったけど一回も袖を通してない、とか、そんな服をいっぱい」

「そんなに服、持ってるのか、あいつら」

「それと、着方も教えてくれた」

「着方？　服もひとりで着られないのか」

「違う。こう、なんていうか、服と服の合わせかた？　色とか、形、とか。どうしたら、かわいく見える、とか」

　言っているうちに意識したのか、キアの頬が赤くなる。それを見み逃のがさず、

「はぁー、それで。丈たけの短いコートに、ミニスカとブーツかぁ。ＪＫファッションって感じだなぁ」

　ニヤニヤする源大朗。

「そ、そんなの、わからない。変なら、着替えて……」

　動揺するキア。しかし源大朗、

「いいじゃないか」

　笑う。こんどは決して、冷やかすような笑いではなかった。

「いい、の？」

「ああ。ずっと灰色とか黒いシャツやズボンばっかだったおまえが、見てくれのことを考えるようになったんだろ。いいじゃないか。からかってるんじゃないぞ。キア、おまえ、マレーヤたちとだいたいいっしょの歳だったか」

「十四……」

「そうか、十四歳で登録したんだったな。ＪＫじゃなくて、ＪＣだったか」

　異世界から来たキアは、もともとの歳も定かではなかった。歳も誕生日も、この世界で初めて得られたものだ。

「どっちにしろ、年とし頃ごろのコが自分のことをあれこれ気にするってのはいいもんだ。華はなやかでな。見てるこっちも明るい気持ちになるってもんさ」

「そう、なの」

「オレにはわからないが、ファッションってのはそういうもんじゃないか。着てる本人を明るくする。見てるこっちも楽しくなる。それで言えばキア、おまえのそれも十分合格だ」

　源大朗はそう言うと、片手を上げてサムズアップして見せた。ニッ、と笑う。

　それを見て、キア、
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「ぅん……！」

　頬ほおを紅潮させて、うなずいた。持っていたカバンを思わず、強く胸に押し付つけるようにかき抱いだく。

「さあて、オレもそろそろ店へ戻って……ぅん？」

　源大朗。いったん離はなした視線がふたたびキアを見る。凝ぎよう視しする。

「？」

「んー、へぇーほぉー」

「なん、なの」

「イチゴ……な」

「ふぇ!?」

　キアが飛び上がる。一瞬にして、顔中が真っ赤に染まる。

「ぁ。顔もイチゴ色になった」

　顔も、ということは、もうひとつも「イチゴ」だということで、それはつまり、

「パンツ、見えてるぞ。キア」

　もはやそれは言わなくてもいい、ダメ押し。

　カバンを胸に抱えたせいで、ミニスカートがズリ上がり、キアの下着が覗のぞいていたということなわけで、

「うんうん。そういうところもおしゃれが行き届いてるな。大事だからな。マレーヤも、ずいぶんかわいい下着を……ぶっ！」

　源大朗の言葉が途と切ぎれたのは、キアが手に持ったカバンをその顔にぶつけたからだ。

　キア、耳まで真っ赤な顔で、源大朗の前に仁に王おう立ち。

「し、ショーツは、自分で買った、の！」
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「おー痛、おまえ、なかなかいいパンチしてるな」

　鼻のあたりを揉もみながら源大朗。

「パンチ、じゃない」

　と言うキア。ふたり、夷えびすやへ戻る道すがら。キアは源大朗の後ろを歩き、なおかつカバンでミニスカートの裾すそを防ぼう御ぎよしている。

「まぁ、パンチじゃないけど。カバンで顔叩かれるのも同じだろ。……ぉっ」

　振り返った源大朗が、声を上げる。視線は、キアのミニスカートの裾と、それを押さえるカバンに注がれていた。

「って、見ないで。見るな」

　キアが顔を赤くしてにらむ。そんな素振りに、源大朗、不意に、

「……それにしても、おまえ、十四か。まえの世界じゃ学校、行ってたのか」

「行って、ない。そんなの、金持ちしか行けない」

「そっかぁ。……おぼえてる、か」

　キアのもといたケットシーの町では、貴族・王族を除けば、教育は商家の子どもくらいしか受けさせてもらえない。

「……ぅん」

　記き憶おくがよみがえったのか、うつむくキアに、

「それにしちゃおまえ、新聞も読めるし計算も早いし、会話補助の装置もひと月ちょっとで使わなくなったし。頭良かったのか」

「ラウネアがいろいろ教えてくれた。あとは、字が読めれば本が読める。この世界じゃ、本になんでも書いてある。ネットも。本読むのは、すごく、楽しい」

　ほとんど本を読むことなどなかったキアは、こっちの字をおぼえてから事務所中の本を読よみ漁あさった。

　ほとんど一日、本を読んでいる日もあった。読む本がなくなると、仕事で渡わたされているタブレットやスマートフォンで、ネットの中の記事をひたすら読んだ。

「はー、すごいな。まぁ、それだけウチの店がヒマだってことでもあるか。がはは！」

　源大朗のデリカシーのないオヤジ笑いに、しかし空気が少しなごんで、キアの口元もかすかにゆるむ。

　そこに、

「学校、行くか」

「えっ」

「こっちの学校だ。マレーヤやアスタリも通ってるだろ。国の教育制度の一いつ環かんでな、異世界から来た亜人向けの学校だ。もっとも、ぜったい通わなきゃならないって義務はない。行かなけりゃ罰ばつ則そく、ってのもな」

「行って、いいの」

「おまえさえよけりゃな。もっとも、もうそのくらいできりゃ、たいして学ぶこともないかもしれないが」

「でも、仕事」

「下校してからやればいいし、平日はヒマだしな。商売は土日がかきいれどきだ。マレーヤやアスタリも行ってる。いっしょに登校すればいい」

「そう……」

　それだけ言うと、キアは黙だまった。うつむき加減の顔はよく見えなかったが、源大朗にはその肩が、微ほほ笑えんでいるように思えた。

「まぁ、おいおい考えとけ。お！　店だ。ラウネアにコーヒー淹れてもらおうか。お菓か子しもきっとあるぞ」

　もう、曲がったら夷やの前だった。

　源大朗は店の引き戸の前に立ち、

「ほら、もうコーヒーの匂においが、ってな。……しない、な」

　戸に手を掛かけたところで、みるみる顔が変わった。後ろからキアが、

「どう、したの」

「下がってろ」

　理由を聞くまえに、源大朗が手でキアを押し戻もどす。

　カラカラ……。

　戸を開ける源大朗の片方の手が、上着のポケットに入れ込まれているのに、キアは気づいた。

　そして開いた戸の先は……、

「ひゃっ！」

　このときは声が出てしまった。そこにあるはずの、見慣れた店の中が一変している。キアは目を見開く。

　しかし源大朗は、

「なんだ。もう終わってたか」

　と、笑い混じりに言う。かまえを解いたように、リラックスしていた。ポケットから手も抜き出だしている。

　その店内。

　十坪つぼほどの床ゆかが見えないほど、店の中はうっそうたる木々で覆おおわれていた。最初は、木の幹がせまい店内に充じゆう満まんしている、と思ったら、

「……根、みたい」

　緑の葉もなければ、よく見ると樹皮も変だ。枝かと思えば、途中から分かれて先せん端たんは繊せん毛もうのような、やはり植物の根のようで、

「ああ。根っこだ。それにしてもこりゃあ、派手にやったなぁ。床がべっこべこ。ってか、バラバラだ」

　源大朗の言うとおり、すべての根が床を突つき破やぶって出てきている。

　煮にしめたような古いフローリングの床のあちこちに穴が空き、また板ごと浮うき上あがって下の基き礎そや土が見えてしまっていた。

「なんで、こんな」

「ああ。オレも知りたい。ちょっと予想はつくがな。おーい、いるんだろう？　ラウネア！　どこだー！」

　バサッ、バキッ、細い根をかき分け、むしるようにして道を作る源大朗。店の奥のあたりまで来て、

「ラウネア！」

「源大朗さん！　ぁああああん！」

　ラウネアがそこにいた。店の奥、給湯室のあたりだ。源大朗を目まの当あたりにして、急に緊きん張ちようが解けたのか、ぶつかるように抱だき着つくと、

「おおっと。おいおい。うんうん。よしよし」

「ぁーーーん」

　ラウネア、声を上げて泣いている。源大朗の胸に顔を埋める。

「ラウネア……」

　そんな、初めて見るラウネアの姿にキアも言葉を失う。

　いつも微笑んで、よく気が付いて、みんなの世話をして、空気のようにそこにいて、だからいつも、どこかこの店内は心強く温かい。

　そんなラウネアが、顔をくしゃくしゃにして泣いているなど。

「ああ、うん。ちょっとびっくりしたんだな。それで、こんなだ。でもまぁ、ラウネアが無事でよかった。なによりだ。安心したよ。おまえがケガでもしてたらオレは……」

　ラウネアの頭をなで、背中をさする源大朗。なんどもうなずく。

　ようやく嗚お咽えつが収まって来たようで、ラウネアは目の周りを腫はらしたように赤くしたまま、顔を上げた。

「あの、あの、ね……！」

「詳くわしい話はあとでいい。それで、どこだ」

　源大朗が問うと、ラウネア、おずおずと手を伸のばし、指さした。その先は、もっともうっそうたる根の巣。

　その根の塊が、ずるっ、開いた。

　そこに、

「……んんー、んぅぅ！」

　男がいた。

　小こ柄がらで小太り。土気色の顔。それが、ツタのような根に何重にもグルグル巻きにされ、猿さる轡ぐつわを噛かませたように口も塞ふさがれている。

　よく見ると、すぐそばに光る物が。ナイフだった。

　源大朗は近づき、

「ホビットか。よくもまあ、こんなしょぼい店に強ごう盗とうに入ろうなんて思ったもんだ。なんか理由でもあるのか。ああ？」

「んんぐ！　もが、もが」

「これじゃしゃべれないな。ラウネア、ゆるめてやれ」

　源大朗が言うと、ホビット男の口の根がゆるんだ。

「ふぁ！　……はぁ、はぁ、はぁ、こ、この店が、異世界からの亜人がよく来るって、聞いて……」

「それで、強盗しようってか。関係なくないか」

「ち、違う、んです。最初は……部屋を探したくて。ってか、部屋をちゃんと借りて住むのが、夢だったんです、けど……」

　どうやらホビット男、異世界から東京へ来たはいいが、まともな働き口が見つからず、その日暮らしをしているうちに金も尽つき、いまはホームレス状態。
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　夷やのことは以前から知っていて、いつか金ができたら部屋を紹しよう介かいしてもらおうと思っていたという。

「空き巣でもしようと物色しているうちにふらふらとウチへ、か。なんとも迷めい惑わくなこったな」

「す、すいません……」

　見ればホビット男、もはや抵てい抗こうする戦意もなく、うなだれている。

「事情は汲くんでやる。が、ラウネアを脅おどしたことは許さん。傷つけようとしたことも、な」

　源大朗は半ば根にからんで床に落ちていたナイフを拾い上げた。

「ぁ、の」

　ここでようやく口を開いたのはキアだ。

　源大朗に代わって、ラウネアに寄り添そっている。その肩に、見つけたショールをかけてやっていた。

「なんだ」

「この……根っこは、ラウネア？　ラウネアも、そういう……」

「はい」

　キアの言葉の先を引き取って、ラウネアがうなずく。

　もう涙はなかった。落ち着いたのか、いつもの微び笑しようも戻って来ている。目の周りはまだ、泣きはらしたように赤かったが。

「ラウネアも、異世界から」

「そう、なんです」

　そう言うとラウネア、長いスカートを両手で摘つまみ上げる。そのまま持ち上げて見せた。

「あ、いや、あの……えっ」

　止めようとしてキア、しかしスカートの中から現れたものに目を奪われる。それはまさしく、

「根……この部屋の」

「はい。わたし、アルラウネなんです。木の精。この建物の地下に、ずっと根を張っています」

　その言葉どおり、持ち上げられたスカートから覗くアルラウネの膝ひざから下は、白い太ふと腿ももがじょじょに木の幹の色に、さらには節くれだった根になって、床の中へと続き、見えなくなっている。

「アルラウネ……それで、いつも」

「引きずるような長いスカート、いつも、って、思ってらしたかもしれませんね」

「地中の根と繋つながってるからな。もっとも根はある程度伸び縮ちぢみするし、こんなふうに、とっさに素す早ばやくも動かせる」

　そのため、ホビット男に襲われた際、ラウネアはとっさに地中の根を床の上へと出し、男をからめとったのだ。

「源大朗さんの言うとおり、少し、やり過ぎてしまいました。ちょっと予感みたいなものはあったのですけれど、ナイフを見たらやっぱり怖こわくて、動どう顛てんしてしまって。ごめんなさい。お店、めちゃくちゃにしてしまいました」

　消しよう沈ちんするラウネア。

　その言葉どおり、店の中はめちゃくちゃだし、とくに床は、地面が爆ばく発はつしたように吹ふき飛んでしまっている。

「ラウネアがあやまることはないさ。その分たっぷりこいつに弁べん償しよう……んー、無理かもな」

　ホビット男の顔を見て、源大朗が言う。が、

「そういうことだ。キア、警察に連れん絡らくしてくれ」

　源大朗が言い、

「ぁ、うん」

　キアがあたりを見回す。店の固定電話はすぐには見つからないようで、自分のスマートフォンを取り出した。

「ぅぅう」

　キアがスマートフォンを操作するさまを、ホビット男はチラッ、と横目で見るが、なにも言えずに目を逸そらす。

「ほんとに、いいの」

「あたりまえだ。それにオレたちが裁けるようなもんじゃない。オレは不動産屋のオヤジで、警察でも裁判官でもないからな」

　その言葉に、キアは改めてスマートフォンの画面に指を伸ばす。

　すぐに電話のコール音が鳴り始めた。

『はい。池袋西警察署です』

「あ、あの！」

　遮さえぎるように、声を出したのはラウネアだった。
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「おし！　これでだいたい元どおり、だな」

　べしべし！　源大朗が四よつん這ばいのまま床を叩たたく。手には金づち。口に何本もの釘くぎをくわえている。

　言うまでもなく、壊こわれた店の床を直していたのだ。

　といっても、元の床はほとんどバリバリに破れて、木材も折れたり割れたりしてしまったので、ほとんどが新たに張はり替かえたようなもの。

「まぁ、すてきですね！　すっかりきれいになって」

　顔をほころばせるのはラウネア。

「そう、かな」

　こっちも金づちを持ったキア。店内が大破していては仕事ができない。源大朗の床張り替えを手伝っていたのである。

　キアが表情を曇くもらせるのは、お世辞にも仕上げがきれいとは言い難がたいこと。

　床は波打っているし、板はまっすぐから微び妙みように曲がっていて、角が飛び出しているところもある。

「シロウト工事だしな。こんなもんだろう。板が出っ張ってるそのへんのとこは、あとでノミで削けずっとくよ。ははは！」

　笑う源大朗。

「だから、頼たのめばよかったのに」

　キアの言い分はしごくもっともだ。木材を買い込み、床ゆか下したを掘ほったりして、この一週間、ほぼこの仕事に費やして来たのだ。

　もちろん本業の不動産業は休業。

「そう言うな。そうでなくとも金がないんだ。ふつうに業者にやらせたら、何十万かかるかわからん。まぁ、お時ときばあさんに頼めばなんとかなったかもだが、いつも頼るわけにも、な」

「でも、これでいいの」

「客側のところにはカーペットでも敷しいておけばいい。そりゃあ耐たい震しんとか、そのへんどうなのかって言われたらわからんがな。けど、イヤっていうほど補強を入れておいたから、まえより頑がん丈じようになってるくらいだ」

「……」

「それに！　悪いことばっかじゃねえ。ほら。ところどころにスリットをもうけて、ラウネアが移動しやすいようにした」

　源大朗の言うとおり、ラウネアが座るＰＣデスクのあたりから、板と板の間かん隔かくが大き目に開いた部分が、店の奥へ、さらには客用カウンターに向かっても伸びていた。

　むろん、そこからラウネアの「根」が自由に動けるように、だ。

「だいたい、ここの床下の、ラウネアの根を工事の連中に見せるわけにもいかないしな。んんっ！」

「ありがとうございます。源大朗さん、うれしいっ！」

　わざとらしく胸を張る源大朗と、その胸に飛び込むラウネア。

　それをしばらく眺ながめていたキアだが、

「………………！　あの！」

「ぅん？　どうした」

「あの、人は、どうなったの」

　ようやく用件を絞しぼり出す。

　あの人、とは、

「ああ、あいつか。あいつなら、ちゃんとふさわしい仕事を見つけてやったぞ。地下鉄工事の現場だ」

　むろん、ラウネアを襲おそったホビット男のこと。

『警察へは、行かなくてもいいのではないでしょうか』

　そう言ったのは、ラウネアだった。

『わたしも、なにもありませんでしたし』

『しかしなぁ、ラウネア。こういうことは、結果、なにもなかった、で済まされるものじゃない。ラウネアが大けがをしたり、それ以上の、もしものこともあったかもしれないんだ』

『お、おいらは、そんな……』

『うるせえ！　ラウネアを怖がらせたおまえに、言い訳なんざ許したわけじゃねえぞ！』

　場ば違ちがいなほどの大声だった。

　源大朗の声が、メチャクチャになった事務所内にこだまする。バキッ！　それが原因かはわからないが、折れかけた床ゆか板いたのひとつが割れて落ちた。

『……』

　キアも初めて見た。

　ふだんひょうひょうと、どんなことでもさほどかまえず、逆に言えば、大変なことが起きてものんびりし過ぎなほどの源大朗が、これほど感情をあらわにするとは。

『ぅ……へ、ぇ』

　ホビット男もそれきり黙る。

　しかし、

『……ありがとう。うれしいです』

　ラウネアが、そう言うと源大朗の背中に、ぴったりと寄より添った。

『ああ。だからこういうことは、きっちりと、だな』

『はい。源大朗さんの言うとおりにするのが、いちばん正しいって、思います。でもわたし、見たんです。この人、震ふるえていました。わたしと目が合うと、目を逸らして、持っていたナイフも、下ろしてしまって。でもわたし、やっぱり驚おどろいて、怖くて、こんなことに』

『だからって、そこから』

　いったんナイフを下ろしたとしても、なにが起こったかは、わからない。

　それでも、

『こんどだけ。今回だけは、見逃してあげて、いただけませんか。この人は、真ま面じ目めに働きたいんです。それができなくて、困っていて』

『そ、そうです。おいら、働きたいんだ。ほんとに、ほんとで！』

　男の真しん剣けんな表情。

　源大朗は冷めた目で、じっと見つめていた。

　やがて、

『やれやれ、しゃあねえな』

　ボリボリと、頭を掻かく。首を振ふる。

『それじゃあ……！』

『ラウネアに言われちゃあ、しようがねえ。そこのおまえ』

『あああ、ありがとう、ございますぅう！』

　ホビット男、ちょうどラウネアの根の拘こう束そくもゆるんで床へと投げ出され、文字通り平身低頭する。

『そんな言葉はいらん。それよりな、きっちり弁償してもらうぞ。店のこのありさまをな。わかったな！』

『ぁ、はいぃ！』

『ふん。返事だけはいいが、守らず逃にげたりしたら、このへんの筋のもんがきっちり取り立てにいくからな。こっちも、だてに払はらうもの払って、商売のお守りを頼んでるわけじゃねえんだ。警察なんかよりもずっとエグイからなぁ。よーく……』

『わ、わ、わかりましたぁぁ！』

「……ははは、念には念を入れておいてやったが、いまんところちゃんと真面目にはたらいてるみたいだしな。業者に見積もりだけ取らせたここの床の請せい求きゆうも、半分以上返すころには、ちっとは考えてもいいってもんだ」

　笑う源大朗。

「けっこう、あくどい」

「そうかぁ？　超ちよう良りよう心しん的てきだと思うがな」

「支払いが滞とどこおったら、取り立てに行くって……そういうつきあいもあるの、源大朗」

　キアの顔が曇る。しかし、

「はぁ？　ぁっはは！　なんだ、本気にしてたのか。そんなもんあるわけないだろ。みかじめ料なんざ、無む駄だなもん、払うかって。払ってんのは、風ふ呂ろ屋やのお時ばばあに、この店の家賃だけだっての」

　なんのことはない。脅かして返済を履り行こうさせようというウソなのだ。

　キア、ようやくほっとしたように、

「なんだ。でもやっぱり、あくどい」

「いいのさ、そんくらいで。あいつも本気でがんばれるだろ。部屋も紹介してやったんだ。ウチは不動産屋だからな。ホビットってのは、なんだかんだで地下が落ち着くんだな。だから地下室のある物件だ。仕事も地下、寝ねる場所も地下。なら、こっちの世界でもやっていけるだろうよ。……さぁてと。店も直ったことだ。真面目に仕事でも、たまにはしないとな！」

　源大朗、大きく伸びをすると、パンパン、と膝を叩いて立ち上がる。

「じゃあ、ぼくも」

　キアも続けて席を立つ。というところ、

「お茶が入りましたよ。お菓子も、ちょうど鶴つる屋やさんの和菓子が」

　給湯室からラウネアが。

　盆ぼんにお茶と菓子の皿を乗せて歩いて来る。いや、歩いて来る、というよりも、

「ほら、あんまり見るな」

「ぁ、ごめん、なさい」

　ついロングスカートの中を、想像してしまうキア。顔を赤くしながらうつむく。

「いいのですよ。ふふふ、はい」

　盆をテーブルに置いたラウネアが、スカートの裾をわずかに持ち上げて見せる。そこには、

「ぁっ」

　脚あしが、ほとんど足首まであった。そこから細い根が伸びている。まえに見たときは膝から下はもう根のようだったのだから、ずっと人間っぽい。

「源大朗さんがこの仕し掛かけを作ってくださったおかげで、根を細くすることができました。感謝しています」

　微笑む。

「ははは、……そりゃあ、よかった。まぁ、せっかくだ。ラウネアが淹いれてくれたお茶を飲んでからにするか」

「うん」

　そう言ってふたりがお茶に手を伸ばした、そのとき、

「じゃーん！　おっさん、元気!?　かわいいＪＫがふたりも来てやったぞ！　なんだよなんだよ、ずっと店、休みだったから心配しちゃったじゃんよー！　あっ！　おいしそう～！　ラウネアさん、マレーヤにも！」

「あ、あの、こんにちは」

　とつぜんガラガラガラ！　勢いよく開かれる引き戸。そこに立っていた、というよりもうずかずかと店の中へ入り込んでいるマレーヤ。と、まだ店の外で、申し訳なさそうなアスタリ。

「なんだおまえら、呼んだおぼえはないぞ。って、呼んでから来るもんでもないか。ははは！　まあいい。今日は店のリニューアルオープンだからな！」

　しかたない、と源大朗が招き入れると、

「えー、リニューアルなんて、すごいじゃーん！　……ほんとに？　なんか床とか、まえよりボコボコなんですけど、ま、いっけど。マジにリニューアルしたならさぁ、もっと、パァーッ、とやろうよ！　ぁ、ラウネアさん、このお菓子、おいしーい！　マジおいしいよぉー！」

「ありがとう、ございます。……ぅん、おいしい、です。ぁ、お茶も」

「なんだおまえら、パァーッと、って。未成年は菓子でも食ってろ。こら！　それはオレの分だ！」

「ぇーえ！　いいじゃーん、口移しで食べさせてあげよっか！　かわいいＪＫが座すわるから、そこどいてよ」

「なんでオレの膝に座るんだよ！　おい、尻しりが生暖かいって、おおお！」

「あらあらぁ。いいですね、若い娘むすめさんと、源大朗、さん……」

「おお!?」

「……」

「キアもこっち来てよ！　おっさんも、ＪＫとＪＣに挟はさまれて鼻血出すなよー！」

「すいません、すいません」

　やたら賑にぎやかな店内。

　おそらくはこれからも、こういう感じの夷やなのだろう。

　辟へき易えきしながらも、源大朗の口くちの端は笑っていた。
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「……ん？　こりゃ、根か」

　袖そでの折り返しに入れたまま、しばらく忘れていたターゲンハイン。およそ一週間ぶりに見ると、種から細かい根が出ているのに気が付いた。

「土にでも植えてやればいいのか。けど、向こうの世界の植物を勝手にそこらに植えて、いいもんかね」

　生態系を破は壊かいすることに繋がりはしないか。

　そういうことに関する法律がとうぜんもうありそうだ。

　しかし、

「なこと、言ってる余よ裕ゆうもないか。まずは自分のことをなんとかしねえとなあ」

　もう三日以上、なにも口にしていなかった。

　だいたい、金もなければ家もないのだ。

　はじめのうち、ボロボロの姿で座り込んでいたら、何を思ったのか金を投げてくれる老人などがいて、糊こ口こうをしのいでいたが、そんなものは瞬時に消える。

（なら、どうする。もう向こうの世界には行けないのか。この世界で生きるしか……）

　そう。この一週間、ターゲンハインがずっと探していたのは、異世界へ戻る方法だった。

　靄の向こうの、あるいは重しの下に潰されたような記憶の中、残ったのは帰還への渇望のみ。

　しかし皆かい目もく、見当がつかない。

　わずかな手がかりさえも。

「ちっ！　知るか！」

　いつのまにか握にぎりしめていた種を、ターゲンハインは放ほうり投なげようと振りかぶった。そこへ、

「異世界のものを、そこらに捨てちゃいけないよ」

　声がした。

　思わず身構える。そもそも、まったく気づかず、これほど近づかれるとは。

　だが武器がない。剣けんはもう、異世界で壊れてしまっていた。

「なにもしやしないよ。怖がりだね、まったく」

　老女だった。

　ターゲンハインの態度にかまわず、ずいっ、と身を寄せるとその手をつかむ。

「な、にを」

「はぁ。これはアルラウネの種だね。ちゃんと鉢はちに植えておやり。今の時期、すくすく育つよ」

「詳しいのか、あんた」

　ようやく老女の顔を見た。

　年のころは、六十は下らないだろう。

「あたしの歳なんか気にしなくていいよ。あんたよりは確実に上って、それだけで十分さ。それより、その種」

「ぁあ」

「すぐに植うえ木き鉢ばち程度じゃ間に合わなくなるからね。ちゃんと植えられる地面を探したほうがいいね。自分の地面をね」

「自分の、地面？」

「ああ。自分の家、だよ」

　そんなものはない。言いかけたとき、

「人には家が必要なもんさ。まともに生きるにはね。あんた、異世界から来たらしいが、こっちで長く暮らすなら、家を持ちなさいよ」

「そんなことは、わかってる。わかってる、が」

「ふん、しかたない。……ついてきな」

　それだけ言うと、老女は後ろも見ずに歩き出す。ターゲンハイン、迷ったものの、

「待て、わかった。ちょ、っと、おい！」

　あわてて後ろを追いかける。

　追いつくと、

「大きく育てば」

「は？」

「その種さ。生しよう涯がいの伴はん侶りよにもなるよ」

　老女の言葉に、

「なに言ってるんだ。草の種じゃなかったのか。それとオレの名は」

「かまわないよ。こっちで長く暮らしてれば、そのうちイヤでもわかるだろうさ。あたしの名前もねえ」

「まぁ、そうかもしれないが。で、その伴侶ってのは？　別にオレは結けつ婚こんする気なんか」

「なんでもかんでも人に聞くんじゃないよ」

「はあ。いや……そうだな。まぁ、いい」

　なぜだか急に安心すると、それ以上の問いはなくなった。

　いずれわかる。わからなければ、そういうことだ。それが生きて行くということ。

　生きて行く。この世界で。

　この街で。
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コラム地目・用よう途と地域







源：源大朗　マ：マレーヤ

マ：「じゃーん！　どうよ、おっさん！」

源：「なんだよ、ってか、もっと静かに戸を開けられないのか、いつもおまえは。声もデカすぎ。お客さんいたらどうするんだ」

ア：「あ、あの、すいません、いつも」

源：「んっ？　アスタリと、そっちはキアか？　どうしたそのかっこう」

マ：「制服だよ、制服！　異世界人学校のさぁ！　だから見せに来たんじゃん！　ねー、キア！」

キ：「どう、か、な」

源：「セーラー服、か。はぁー、へぇー」

キ：「や、やっぱり、変、なら」

マ：「あー！　こらぁ！　変とか言うな、バカ！　おっさん！」

源：「変とか言ってないだろ！　見み違ちがえたっていうか、すごくかわいい、制服じゃないか。うん」

キ：「ぁぁ、ぅぅ」

源：「おい、どうした」

マ：「ぁー、キア真っ赤になってるじゃん！　キアをいじめるなー、おっさん！」

源：「だから、かわいい制服だな、ってオレは」

ラ：「まぁまぁ、みなさん入ってください。店先ですし、おいしいケーキもありますよ。紅茶も淹れましょうね」

マ：「わぁ！　うれしい！　ラウネアさん大好き！　ほら、おっさん、どいてどいて」

ア：「あ、ありがとう、ございます」

キ：「……」

源：「おいおい、うちは喫きつ茶さ店てんか。ったく、どうなって……」

マ：「どーせお客さんなんて来ないじゃん。ぁ、このケーキ超ちようおいし～！」

ア：「す、すいません、お客さまがいらしたらすぐ帰りますから」

キ：「……おいしい」

源：「そういうことじゃなくて、だな。店のイメージとか信用とかが」

ラ：「はい。源げん大た朗ろうさんの分ですよ。紅茶、ミルクだけ入れておきましたね」

源：「お、おう。ぅん、うまい、な。……そうだ、マレーヤ、このあいだの続きだ」

マ：「えー、ヤだよ、勉強、もういいよぉー。いま学校でしてきたばっかりだってば！」

ア：「不動産の勉強ですか？　わたし、教えてほしいです」

源：「ぉ、いい心がけだぞ、アスタリ。よぉし！　じゃあ今回は、用途地域と地ち目もくだ。つまり、土地の性格ってのはどうやって決まるのかってことだな。用途地域は十三種類。ざっと、住居地域と商業地域、工業地域があって、その中でも細かく分けられてる。たとえば、第一種低層住居専用地域はいちばんきびしくて、コンビニも作れない。第二種住居地域、くらいになると、パチンコ屋やカラオケ店も作れる」（※別表１）

ア：「歴史的景観なんかも、そういうふうに地域を指定して守っているんですね」

キ：「商業地域でも、病院や学校の近きん隣りん二十メートル以内には、風ふう俗ぞく店てんを作ってはいけない、って法律もある、よ」

源：「学校っていっても大学は除くとか、「商業」と「近隣商業」じゃ、二十メートルが五十メートルになったりとか、かなり細かいけどな」

マ：「えー、なになにー、みんなすごくやる気なんだけど。マレーヤだけハブられてなーい？　ぶー！」

源：「おまえもだからよく聞いとけって。で、土地の性格、種類をあらわすもうひとつが「地目」な。こっちは二十三種類だ」（※別表２）

ア：「畑や宅地は、わかりやすいですね。牧場、塩田、原野……」

マ：「墓地もあるじゃん。お寺の一部じゃないの？」

源：「寺院墓地だとそれだ。寺院の境けい内だいの中にある墓地だな。それとは違ちがって、田舎いなかのほうになると畑の中に墓地だけ固まってるところ、なんてのがあるだろ。そういう村落墓地、個人墓地なんかをおもに指す区分だな」

ア：「いろいろあるんですね。この、雑種地、ってなんでしょう」

キ：「野球場、飛行場、ゴルフ場、とか」

源：「よく知ってるな、キア。公園とは違う遊園地とか、下水処理場、テニスコートやプール、変わったところでは変電所、鉄てつ塔とうの建っている敷しき地ちもそうだな。それに駐ちゆう車しや場じよう」

マ：「駐車場なんて、ショッピングモールとかにも広いのあるよ」

源：「そういうのはショッピングモールなんかの建物に併へい設せつされた駐車場だから、建物が主だ。「宅地」だな」

マ：「ショッピングモールに人、住んでないじゃん？」

源：「「宅地」ってのは建物が立てられる場所、ってことだから、住宅地、も含ふくまれるぞ。住宅の高さや密集具合なんかの住じゆう環かん境きようを規定するのは、さっきの用途地域のほうな」

マ：「んー、なんかよくわかんない。源大朗の言ってることはわかるんだけど、土地とか建物とかのこと、用途地域？　になんで分けないといけないの？　同じじゃん、だいたい」

源：「まぁ、おまえの言うこともわかる。どっちも別々の法律で決められることだし、決めるのはお役所だしな。なんで違うか、わかるか、アスタリ」

ア：「分け方も少し違ってますけれど、そういう分類の、使い方が違うんじゃないか、って。ええと、用途地域のほうは、都市計画とか住環境とか、現状から未来を考えるうえで必要、重要なことを決めて……」

源：「そうだな。じゃあ地目のほうは」

ア：「こっちは……いろいろ規制するため？」

キ：「税金」

ア：「そうか！　税金を決めるのに、ですね！」

源：「だな。それだけじゃないが、農地なんかは税制で優ゆう遇ぐうされるし、特とく殊しゆな用地もそうだ。土地ってのは、広さや、交通アクセスやら、もっと、人気に左右される。けどな、こういう区分でおおまかに「価値」が決められるってわけだ。もっとも、地目の変へん更こうもできるがな」

マ：「……ぐー、ぐー」

源：「寝るな！」

ラ：「はい、お代わりの紅茶、入りましたよ」

マ：「わぁーい！　ラウネアさん、だぁーい好き！」

源：「起きるのかよ！」

ラ：「あら、お客さまでしょうか」

マ：「えっ、う、ま？」

源：「ケンタウロス族か！　ほら、みんな帰った帰った！」

ラ・マ・ア・キ「いらっしゃいませ～！」

ケンタウロス美女：「ここは……ほんとうに不動産屋・夷えびすやでいいのか」

源：「ああ！　入ってくれ。異世界から来たお客さまは大だい歓かん迎げいだ！」













（了りよう）







・用途地域




・第一種低層住居専用地域　低層住宅の良好な住環境を守るための地域。




小規模な（床ゆか面めん積せきの合計が50㎡まで）住居を兼かねた事務所や店てん舗ぽ、公共施し設せつ、小中学校、診しん療りよう所じよなどを建てることができる。絶対高さ制限10もしくは12ｍ。




・第二種低層住居専用地域　低層住宅の良好な住環境を守るための地域。




１５０㎡までの一定条件の店舗、小中学校等が建てられる。絶対高さ制限10もしくは12ｍ。




・第一種中高層住居専用地域　中高層住宅の良好な住環境を守るための地域。




５００㎡までの一定条件の店舗等が建てられる（２階以下）。３００㎡までの駐車場などもＯＫ。中規模な公共施設、病院・大学なども建てられる。容積率は緩かん和わされる。




・第二種中高層住居専用地域　主に中高層住宅の良好な住環境を守るための地域。




１５００㎡までの一定条件の店舗や事務所等が建てられる（２階以下）。病院、大学も。




・第一種住居地域　住居の環かん境きようを保護するための地域。




３０００㎡までの一定条件の店舗・事務所・ホテル等や、50㎡以下の工場が建てられる。麻マー雀ジヤン屋、パチンコ屋、カラオケボックスなどは禁止。




・第二種住居地域　住居の環境を保護するための地域。




１００００㎡までの一定条件の店舗・事務所・ホテル・パチンコ屋・カラオケボックス等も建てられる。




・準住居地域　道路の沿道等において、自動車関連施設など、住居が調和した環境を保護するための地域。




１００００㎡までの一定条件の店舗・事務所・ホテル・パチンコ屋・カラオケボックス等や、小規模の映画館、車庫・倉庫、２００㎡以下の自動車修理工場も建てられる。




・田園住居地域　農地や農業関連施設などと調和した低層住宅の良好な住環境を守るための地域。




ビニールハウスなどの農産物の生産施設や農産物・農業の生産資材の倉庫等のほか、５００㎡までの一定の地域で生産された農産物を販はん売ばいする店舗等も建てられる。




・近隣商業地域　近隣の住民が日用品の買物をする店舗等の、業務の利便の増進を図はかる地域。




１００００㎡以下の、ほとんどの商業施設・事務所のほか、住宅・店舗・ホテル・パチンコ屋・カラオケボックス等のほか、映画館、車庫・倉庫、１５０㎡以下の工場も建てられる。




・商業地域　商業等の業務の利便の増進を図る地域。




大規模な工場などを除き、ほとんどの商業施設・事務所、住宅・店舗・ホテル・パチンコ屋・カラオケボックス等、映画館、車庫・倉庫、広義の風ふう俗ぞく営業および性風俗関連特殊営業関係の施設も建てられる。延べ床面積規制が無く、容積率限度も相当高いため、高層ビル群も。




・準工業地域　軽工業の工場等、環境悪化の恐おそれのない工場の利便を図る地域。




住宅や商店も建てることができる。ただし、騒そう音おんや振しん動どう、火災の危険のあるものは除く。危険性・環境悪化の恐れが大きい花火工場や石油コンビナートなどは建設できない。




・工業地域　工業の業務の利便の増進を図る地域。




どんな工場でも建てられる。住宅や店舗は建てられるが、学校・病院・ホテル等は建てられない。




・工業専用地域　工業の業務の利便の増進を図る地域。




どんな工場でも建てられる。住宅・物品販売店舗・飲食店・学校・病院・ホテル等は建てられない。福ふく祉し施設（老人ホームなど）も不可。




（都市計画法第９条）







・地目




田　　農耕地で用水を利用して耕作する土地

畑　　農耕地で用水を利用しないで耕作する土地

宅地　　建物の敷しき地ち及およびその維い持じ若もしくは効用を果たすために必要な土地

学校用地　　校舎、附ふ属ぞく施し設せつの敷地及び運動場

鉄道用地　　鉄道の駅舎、附属施設及び路線の敷地

塩田　　海水を引き入れて塩を採取する土地

鉱泉地　　鉱泉（温泉を含む）の湧出口及びその維持に必要な土地

池いけ沼ぬま　　かんがい用水でない水の貯留池

山林　　耕作の方法によらないで竹木の生育する土地

牧場　　家か畜ちくを放牧する土地

原野　　耕作の方法によらないで雑草、かん木類の生育する土地

墓地　　人の遺体又または遺骨を埋まい葬そうする土地。

境内地　　境内に属する土地であって、宗教法人法（昭和26年法律第１２６号）第３条第２号及び第３号に掲かかげる土地（宗教法人の所有に属しないものを含む）

運河用地　　運河法（大正２年法律第16号）第12条第１項こう第１号又は第２号に掲げる土地

水道用地　　専もつぱら給水の目的で敷ふ設せつする水道の水源地、貯水池、ろ水場又は水道線路に要する土地

用悪水路　　かんがい用又は悪水はいせつ用の水路

ため池　　耕地かんがい用の用水貯留池

堤つつみ　　防水のために築造した堤てい防ぼう

井せい溝こう　　田でん畝ぽ又は村落の間にある通水路

保安林　　森林法（昭和26年法律第２４９号）に基もとづき農林水産大臣が保安林として指定した土地

公衆用道路　　一いつ般ぱん交通の用に供する道路（道路法（昭和27年法律第１８０号）による道路であるかどうかを問わない）

公園　　公衆の遊楽のために供する土地

雑種地　　以上のいずれにも該がい当とうしない土地




（不動産登記事じ務む取とり扱あつかい手続準則第68条、第69条）







あとがき







　子どものころから友だちの家に遊びにいっても、友だちの部屋より、その家の間取りが気になるほうでした。

　といっても勝手にウロウロするわけにはいかないし、せいぜいトイレとの往復の間にチラ見する程度。

　それに、昭和のころの家は細かい部屋が多くて、ちゃんとよく見ないと間取りはわかりにくかった。

　いまの、マンションでも一戸建てでも、広くても狭くてもＬＤＫがどーんと中心にあって、というのと違い、和室がいくつもくっついていて、部屋の向こうに部屋があるなんて当たり前。

　トイレや風呂は遠くにあって半分外だったり、とか。




　じゃあ、そんな間取りスキーがそのまま高じていまに至るのか、というと、そうではなく、ふつうの昭和のお子さまよろしく、怪獣だったりＳＦだったり、マンガやアニメといった「正統」へ進んでいったおかげで一時、間取りのことはすっかり忘れていました。

　それでもそうした作品中には必ず出て来る、秘密基地などは大好物で、マンガ雑誌の口絵で特集される、秘密基地の断面図、俯瞰図、なんかを穴が開くほど見ました。一時間でも二時間でも、毎日でも眺めては、空想を巡らせたものです。

　主要メカの透視図、分解図も好きだったけど、やはり基地のほうが好み。

　そうしたメカの格納庫や発進スペースもあるんですから。




　間取りへの関心が再び高まるのは大人になって、自分で賃貸アパートやマンションに住むようになってから。

　テレビの「スターの豪邸拝見」的な特番や、『渡辺篤史の建物探訪』を好んで見るように。

　といってもこのころはまだ明確な自分の好みとかベクトルとかはなく、とにかくデカい家、豪華で贅沢な邸宅、億ション、高層マンション最上階、といったわかりやすいキャッチーなものに惹かれていました。

　そうした物件に、電動で開く天窓とか、船のマストのような高いバルコニーとか、地下の防音趣味ルーム、なんかがあるとさらによい。

　ようするに、秘密基地の延長ですな。




　間取りスキーの本質は、その間取りの中に身を置くこと。

　いまなら、２Ｄで描いた間取りを３Ｄに置き換え、その中を視点移動できるアプリなんてのもあるけど、そうしたバーチャルに頼るのは初心者。

　むしろ想像の幅が制限されていかんです。

　上級者になると、どこにどの家具を置くか、なんてのはもう無意識で、その上で、いまいち狭くて肘がぶつかったり、オーブンから取り出した料理を落っことしてしまったり、地下のバスルームから三階のベッドルームに上がるまでに湯冷めしたり、そのくらいの臨場感で、想像力が広がります。

　ずーっと考えていられるので、好みの間取りをふたつ三つ見つけると、半日くらいあっという間に経っています。

　もう豪邸とかに興味はぜんぜんなくて、そんなに広くても掃除が大変だし、三十畳もある吹き抜けのリビングとか、確かにかっこいいし見得も張れるけど、冬寒そうだし。

　なのでいま、リアルな自分の住処として興味が向くのは、狭小住宅！　けどスキップフロアはご免だな。

　狭い家は狭いのがいい。狭い家を広く感じるとか、邪道だしごまかしですよね。

　ですよね？




　そうした間取りスキーさんでも、それが作品になるとは思っていませんでした。

　世の中には、変わった間取りを集めた本なんかはある。

　不動産、ということでいえば、不動産トラブルや、もっと、古くは地上げ、いま空き家問題や地面師なんかの事件をノンフィクションや小説にしたものもある。

　けれどそうではない。

　間取りや土地や、不動産そのものの情報を確実に扱いながら、楽しい、興味深い、想像ができない、あるいは想像が止まらない！　そんなストーリーができないか。

　それって自分自身がいちばん読みたいものじゃないか！

　そうしてこの『ＴＯＫＹＯ異世界不動産』ができました。

　異世界からやって来たさまざまな亜人たち。

　けれど、住むのはこの世界、東京です。

　彼らのとんでもない姿や特性と、実際の不動産物件との出会い。

　どんな亜人だってモンスターだって、生きる以上は「住む」必要がある。

　食べて、寝て、エッチ……はいいとして、とにかく、生きることは住むこと。

　これだ。これしかない！

　住処としての不動産への、亜人たちの個性や希望は、そのまま形を変えたぼくらの姿や欲求でもあります。

　読みながら楽しんで、実際の物件選びにも役立つ、そんな作品になっていたら幸いです。

　そしてぜひまた、この続きのストーリーで、さらなる物件探しをしていただけたら！




　２０１９年４月　すずきあきら




　ＰＳ．遮るもののない東向きの大きめの窓の部屋はマジ寝室に不向き！
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